第 1 草 京丹後 市 の 概要 


1. 自然 的 ・ 地 理 的 環境 


1-1. 京丹後 市 の 位置 ・ 面 積 、 自 然 的 地理 的 特徴 

京丹後 市 は 、 京都 市 か ら 直 線 距離 で 約 90 km、 京都 府 の 最 北 端 に 位置 し ます 。 北 は 日 本 海 に 接し 、 東 か 
ら 南 に か け て は 伊根 町 、 宮 津 市 、 与謝 野 町 に 、 南西 は 兵庫 県 豊岡 市 に 接し て いま す 。 市 域 は 、 東 西 約 35 
km、 南 北約 30 km、 面 積 501.85 kW あり 、 日 本 海 に 突き 出 た 丹後 半島 の 大 部 分 を 占め ます 。 

市 域 の 4 割 を 占め る 山地 に は 、 北 近畿 最大 級 の ブナ 林 な ど 緑 豊か な 風景 が 広がり 、 標 高 400 ご 600m の 
山々 か ら 流れ る 人 竹野 川 な どの 流域 に 合 地 が 形成 され て いま す 。 海岸 線 は 、 断 岩 絶 台 と 砂浜 が 織り 成す コ 
ント ラス ト が 特徴 で 、 大 半 が 山陰 海岸 国立 公園 と 丹後 天橋 立 大 江山 国定 公園 に 指定 され て いま す 。 特に 
縫 ヶ 岬 か ら 丹 後 松 島 、 選 風 岩 、 立 岩 へ と 続く 海岸 最 観 、 鳴 き 砂 の 浜 で 国 の 天然 記念 物 及 び 名 勝 に 指定 
され て いる 琴 引 浜 、 北 近畿 一 の ロン グ ビ ー チ で 約 8km も 続く 小 天 梅 か ら 浜 諸 海 岸 や ゃ 久美浜 江 な ど が 特 
に 美しく 有名 で す 。 こ れ ら 海岸 線 を 中 心 と し た 地形 、 地 質 は 、 数 々 の 激しい 地殻 変動 や 火山 活動 、 海 食 
に よっ て 生じ た 奇岩 ・ 怪 岩 ・ 洞 窟 を 形成 し て お り 、 丹後 半島 の 特 異 性 を 示し て いま す 。 半島 の 大 部 分 は 、 
日 本 海 の 成 立 か ら 現在 まで 、 大 地 の 成 り 立ち や そこ に 暮らす 人 々 の くら し の 歴史 を 体感 で きる 地域 と し 
て 、 平 成 22 年 (2010) 10 月 に 、「 山 陰 海 岸 ツ オ パ ー ク 」 が 世界 ジオ パー ク に 認定 され 、 平 成 26 年 (2014)、 
31 年 (2019) に は 、 ユ ネス コ の 正式 事業 と な っ た 世界 ジオ パー ク に 再 認定 され て いま す 。 
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図 1-1 広域 位置 図 
資料 : 基 盤 地図 情報 25000〔 京 都 府 ・ 兵 庫 県 ] よ り 作成 


1 2. 地 名 ・ 地 区 区 分 | 
丹後 国 は 「 た に わ の みち の し り の くに 」 と 呼ば れ 、 和銅 6 年 (713) に 加佐 郡 、 与謝 丹波 郡 、 竹 野 郡 、 


熊野 郡 の 五 郡 が 丹波 国 か ら 分 か れ 、 成 立 し まし た 。 分 国 以 前 の 丹波 国 は 、 現 在 の 京都 府 亀 岡市 以 北 全域 
と 兵庫 県 水上 郡 、 多 紀 郡 を 範囲 と する 広大 な 国 で あり 、 そ の 中 心 は 丹波 (京丹後 市 峰山 町 ) に あっ た と 


され て いま す 。 飛鳥 、 奈良 時 代 に 都 が 置か れ た 藤原 宮 、 平 城 宮 か ら 出土 し た 荷札 木簡 、 正 倉 院 宝物 の 


「" 」、 平安 時 代 前 期 に 編さん され た 『 和 名 類 繁 抄 』 な ど に は 、 現 在 の 大 字 地 名 が 卿 名 と し て 記さ れ 
て いま す 。 室 町 時 代 に 入る と 、 藤 禄 3 年 (1459) の 丹後 国語 庄 卿 保 惣 田 数 帳 目録 」 や 天文 7 年 (1538) 
の 「 入 後 園 御 槽 家 帳 」 に は 、 さ ら に 多く の 大 字 地 名 が 記さ れ て いま す 。 そ の 後 、 江 戸 時 代 に は 村 の 領域 
が 完成 し 、 現 在 の 区 の 大 部 分 は この 領域 を 引き 継い で いま す ( 図 1-2、1-3)。 

江戸 時 代 の 丹後 国 は 、 当初 、 全域 を 宮津 藩 が 支配 し て いま し た が 、 元 和 8 年 (1622) に 宮津 、 田辺 、 風 山 
(峰山 ) の 三 藩 に 分 割 さ れ ま し た 。 その後 、 落 主 の 入れ 替わり に 際 し て 江戸 貼 府 の 直轄 領 (天領 ) が 加 
わる よう に な り 、 童 保 20 年 (1735) に は 天領 支配 の 拠点 と し て 久美 浜 代官 所 が 置か れ ま し た 。 明 治 4 年 
(1871) の 廃 閉 置 県 で 、 丹 後 は 宮津 ・ 舞 鈴 ・ 峰 山 ・ 久 美浜 の 4 県 と な り ま し た 。 こ の うち 久美 浜 県 は 、 久 
美浜 代官 所 の 管轄 で あっ た 丹後 、 丹 波 、 但 馬 (兵庫 県 北部 )、 播 磨 (兵庫 県 南部 )、 美 作 (岡山 県 ) の 5 か 
国 に また が る 広域 な も の で し た 。 同 年 11 月 、 丹 後 、 但 馬 お よび 丹波 天田 、 水 上 、 多 紀 の 3 郡 は 豊 剛 県 と 
な り 、 さ ら に 明治 9 年 (1876) に は 、 豊 岡 県 が 廃止 され 、 丹 後 、 丹 波 は 京都 府 に 編入 され まし た 。 

明治 2 年 (1889) の 町 村 制 施行 で は 、 単独 移行 し た 一 部 の 町 村 を 除き 、 町 村 合併 が 行わ れ ま し た 。 こ 
の 明治 期 の 町 村 の 単位 は 小学 校 の 設置 単位 で も あり 、 現 在 も 地域 の まとまり と し て 機能 し て いま す 。 
戦後 、 昭 和 28 年 (1953) に は 町 村 合 併 促進 法 が 制定 され 、 そ の 前 後に は 昭和 の 合併 が 進み まし た 。 
昭和 25 年 (1950) に 網野 町 の 合併 、 昭 和 26 年 (1951) の 大 宮 町 の 合併 、 昭 和 30 年 (1955) の 峰山 町 、 
丹後 町 、 弥 栄町 、 久 美浜 町 の 合併 が 行わ れ 、 丹 後 3 郡 は 峰山 町 、 大 宮 町 、 綱 野 町 、 丹 後 町 、 弥 栄町 、 久 
美浜 町 の 6 町 と な り ま し た 。 さら 胃 

に 平成 16 年 (2004) 4 月 1 日 に 1 

は 、6 町 が 対等 合併 し 、 京丹後 市 網野 町 
が 発足 し まし た 。 市 発足 後 も 、 昭 丹後 町 の 
和 期 の 町 は 住所 表記 に 残り 、 現 在 か く 
も 市 民 局 や 地域 公民 館 な どの 枠 


組み と し て 機能 し て いま す 。 また |! y Aa 
地区 公民 館 は 、 そ の 多く が 明治 基 4 


の 町 村 単位 で 設置 され て いま す 。 で ーー ング 人 
一 方 、 神 社 や 祭礼 行事 、 民 俗 | 
符 事 の 基本 単位 で ある 区 は 、 大 
部 分 が 江戸 時 代 の 村 の 単位 で あ 
り 、 人 口 規 模 、 面積 と も に 大 小さ | ぃ バイ < 
ま ざ ま な 規模 の も の が ぁ あり ます 。 | 3 ー デ ーー ラー NL 
以上 の よう に 京丹後 市 は 、 昭和 
期 の 町 、 明治 期 の 町 村 、 江 戸 時 代 


の 村 を 引き 継い だ 区 と いう 地域 ME 
、 R Rh 資料 : 地 図 で 見 る 統計 (統計 GIS) 、 国勢 調 査 2000( 境 界 デ ー タ ) よ り 作成 
区 分 が あり 、 そ れ ぞ れ 地 域 性 や 歴 字 界 は 国勢 査 2000 に よる も の 


史 の 積み 重ね が あり ます 。 
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図 1-3 市 域 の 変遷 
(『 京 都 府 市 町 村 合 併 史 』1968 年 より 作成 ) 


1 -3. 自然 環境 の 特性 

(1) 地 形 ・ 地 質 

【 概 観 】 

丹後 半島 は 、 忠国 山地 か ら 骨 濾 高 地 へ 連続 する 山地 の 北 緑 部 に 位置 し 、 北東 一 南西 方 向 の 新 層 に より 
わか れ た 丹後 地 塊 を 形 づ く っ て いま す 。 こ の 地 塊 は 、 東 西 約 40 km、 南 北約 20 m の 長方形 ブロ ッ ク で あ 
り 、 京 丹後 市 は この 中 に お さま り ま す 。 日 本 海 に 面 し た 北部 は 、 東 の 経 ヶ 岬 か ら 西 の 久 美浜 湾 ま で 海岸 
段丘 や 砂浜 な ど 変化 に 富ん だ 海岸 線 を 形 づ く っ て いま す 。 市 城 の 南部 は 、 高 度 500600m の 磯 砂 山 、 
高 坦 寺 ヶ 績 、 潜 沢山 な どの 山 が 連なっ て お り 、 北 に 向かっ て 高度 が 徐々 に 低く な り ます 。 市 城 の 東部 は 

お も に 固い 火山 岩 か ら な る 高度 500 こ 700m の 高原 状 地形 で あり 、 王 川 な どの 河川 が 深い 寝汗 形 を っ 
くっ て いま す 。 こ れ に 対し て 市 域 の 西部 は 、 竹 野川 お よび 佐 濃 谷 川 ・ 川 上 谷川 の 両 流域 に 幅広 い 低地 
が ひら け 、 お も に 風化 し た 花岡 岩 か ら な る 高度 100 こ 200m の 比較 的 低く 平ら な 丘陵 が 広く 発達 し て いま 
す 。 ま た 炎 次 主 お よび 河 身幅 と 三原 蝶 を 結ぶ つの 南北 方 向 の 山地 が 両 流域 を 分 け て いま す 。 こ の よ 
うな 東西 2 地区 の 対照 的 な 地形 的 特徴 は 、 東 部 が 活 断 層 に よる 断層 ブロ ッ ク と し て 、 西 部 より 新しく 
隆起 し た こと を 示し て いま す 。 ま た 、 本 市 域 で は 地熱 の 影響 で 温泉 が 噴出 し て いま す 。 


【 平 野 の 地形 】 

市 域 で 最も 大 き な 平 野 を 形成 し て いる の は 伺 野川 流域 で す 。 竹 野川 は 、 大 二 町 五 十 河 付近 を 源流 と し 、 
丹後 町 竹野 で 日 本 海 に 注ぐ 全長 27.6km の 丹後 半島 最大 の 河川 で す 。 周辺 の 山地 は 、 風 化 が 進ん だ 花 賠 岩 
か ら な る た め 、 風化 に より 粒状 化し た 砂 議 が 下流 に 運ば れ ま す 。 その た め 人 竹野 川 流域 に は 、 砂 林 質 で 水 
分 を 吸収 する が 大 きい 土 震 の た め 、 水 田 に 利用 され に くい 葉状 地 が 多く 分 布 し ます 。 扇状 地 の 来 端 
は 、 湧 水 答 が で きる 場合 が 多い た め 、 集 落 が 形成 され や すく な っ て いま す 。 

また 竹野 川治 い の 大 志 町 三重 か ら 下 流 部 及び 支流 の 談 生 流域 で は 、 河岸 邊 丘 が 発達 し て いま す 。 河 
岸 段 丘 は 高位 、 中 位 、 低 位 が あり 、 洪水 時 に も 窟 水 する こと が 少な いた め 、 古 く か ら 集 落 が 形成 され ま 
し た 。 低 位 面 は 、 中 流 部 の 大 宮 町 周 根 や 河辺 、 峰 山 町 新町 ・ 新 治 周辺 に 広く 発達 し て いま す 。 

一 方 、 佐 濃 谷川 ・ 川 上 谷川 流域 は 、 河岸 段 丘 地 形 が 少な く 、 沖 積 低地 が 広がり ます 。 沖積 低地 の 中 で 
河川 と は 段差 が あっ て 冠水 し に くい 場所 に は 、 集 落 が 形成 され て いま す 。 


【 山 地 の 地 形 】 

市 域 の 東部 は 高原 状 の 地形 を 呈し 、 標高 6000 ご 700m の 山頂 が 並ん で いま す 。 最高 峰 は 五 填 河 北方 高 
山 (宮津 市 、702m) で 、 こ こ か ら 北 に か け て 高尾 山 (620.2m)、 金剛 童子 山 (613.4m)、 太鼓 山 (683.1 
m) な ど が 続き ます 。 

市 域 を 流れ る 河川 の 多く は 、 南 部 に 分 水 領 が ある た め 、 南 か ら 北 に 流れ て いま す 。 太 鼓 山 付近 を 源流 
と する 宇川 は 、 上 流 削 B で 急斜面 を 伴う V 字 谷 を つく り 、 い くつ も の 支流 と 合流 し て 山地 内 を 北 流し ます 。 
弥栄 町 欠 、 野中 な どの 集落 付近 で は 、 狭 長 な 谷底 平野 を いっ た ん 形成 し ます が 、 弥栄 町 田中 か ら 下 流 
の 丹後 町 肖 内 に か け て は 、 山地 内 を 再び 蛇行 し な が ら V 字 谷 を 形成 し ます 。 こう し た 河川 の 当 食 に よっ 
て 、 落 差 約 20m の 味 土 野 大 沙 な ど 特 徴 的 な 景観 が 形成 され て いま す 。 

丹後 半島 の 山地 に は 、 数 多く の 地すべり 地形 が 見 られ ます 。 そ の 分 布 に は 地域 差 が あり 、 市 域 の 西 半 
部 、 花 賠 岩 類 の 分 布 域 に は ほとん ど 見 られ ませ ん 。 地 すべ り 地 形 の 多く は 、 市 域 の 東 半 部 、 高 度 500 て 
700m の 高原 状 地形 を 形 づ く る 火山 岩 中 に 見 られ 、 特 に 依 遅 ヶ 尾 山 の 周辺 に 集中 し ます 。 地 すべ り 地 形 
は 、 閑 土 層 を すべ り 面 と し 、 地 下水 の 影響 を 受け て で き あ が っ た 場合 が 多く 、 山 地 で あっ て も 湧 水 が 豊 
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富 な た め 、 集 落 や 棚田 な ど に 利用 され て いま す 。 


【 海 岸 の 地形 】 

市 域 北部 の 海岸 沿い に は 、 牧 岸 臣 話 が 発達 し て いま す 。 段丘 面 は 、 下 位 、 中 位 、 上 位 に 大 きく 分 類 さ 
れ ま す が 、 こ の 中 で 最も 連続 性 が 見 られ る の は 中 位 面 で 、 最 終 間 水 期 ( 約 13 万 年 前 ) の 海 進 期 に で き 
あがっ た も の で す 。 特に 丹後 町 袖 志 か ら 中 浜 に か け て は 幅 が 広く 、 厚 さ 10m 以 上 の 海 進 期 の 堆積 物 が み 
られ ます 。 海岸 段丘 の 景観 は 、 段 丘 上 の 水田 と 日 本 海 の コ ント ラス ト が 美しく 、 印 象 深 いも の で す 。 

海岸 砂丘 は 、 海 岸 の 砂 が 風 に よっ て 移動 ・ 堆 積 し て 形成 され た 高まり で 、 市 域 で は 久美 浜 低地 帯 と 綱 
野 峰山 低地 帯 の 海岸 部 な ど で み られ ます 。 丹後 砂丘 (久美 浜 砂丘 ) は 、 小 天 橋 砂 州 の 先端 か ら 木津 川 
河口 付近 まで 広がる 府下 最大 の も の で 、 東 西 6 km、 幅 1 km、 面 積 約 590ha の 規模 で す 。 現在 、 砂 丘 地 で 
は 、 飛 砂防 正 の た め に クロ マツ や ニセ アカ シア 等 が 植林 され て お り 、 見 た 目 に は 砂丘 地 と わか ら な い 場 
合 も 多い で す 。 

この ほか 市 域 に は 、 久 美浜 湾 、 離 湖 な ど 、 砂州 や 砂丘 等 に より 外海 と 切り 離さ れ て 形成 され た ラグ ー 
ン ( 油 湖 ・ 海 跡 湖 ) が 見 られ ます 。 久 美浜 湾 は 、 約 40 万 年 前 まで に その 骨格 が 形成 され まし た 。 約 13 
万 年 前 に は 滴 奥 の 位置 まで 海域 が 広がり まし た が 、 約 5 万 年 前 の 最終 氷 期 に は 海面 が 大 きく 低下 し ま 
し た 。 約 6 千年 前 の 紳 文 海 進 期 に は 、 海面 下 に 小 天橋 砂 洲 が 形づくら れ 、 その後 、 さ ら に 発達 し た 砂 洲 
が 陸地 と な り 、 現 在 の 久美 浜 湾 が で き あ が り ま し た 。 


山地 台地 段丘 Ma 
還 還 だ 人 山 b 較 記 秒 陀 合 地 (上 位 ) 岬 


四国 山 b 敵国 秒 原 台地 (中 位 ) 
開 詞 小 起伏 山地 。 砂 確 台地 (下位 ) 


山麓 地 低地 
火山 地 扇状 地 性 低地 
還 記 忠 伏 火山 地 。 三角州 性 低地 
丘陵 地 ロー ム 台 地 


還 還 大 号 伏 丘 陸地 較 詞 岩石 台地 (中 位 ) 
。 。 小 起伏 丘陵 地 


Wa 


.] 


2 が 。 a 


1-4 地形 区 分 図 
資料 :20 万 分 の 1 土地 分 類 基本 調査 (地形 区 分 ) よ り 作成 
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【 地 質 】 

丹後 半島 に は 、 日 本 列島 が で きる 前 後 の 時 代 の 岩石 や 地 
質 が 広く み ら れ ます 。 市 域 の 約 半分 を 占め 、 特に 西部 の 内 
陸 部 に よく み ら れ る 花 賠 着 は 、 お よそ 5, 000~6,000 万 年 
前 の ユー ラ シ ア 大 陸 の 地下 で 、 マ グマ が ゆっ くり 冷え て 固 
まっ た 岩石 で す 。 こ れ は 海岸 の 白砂 の も と に な る 石英 ・ 
長石 や 砂鉄 の 原料 で ある 磯 鉄鉱 な どの 鉱物 か ら な り 、 風 
化す る と 崩れ や すい マサ 土 に な り ま す 。 この よう に 風化 し 
た 花 則 岩 地帯 は 土木 工事 が 容易 で あり 、 集落 に 近い 花 賠 岩 
の 丘陵 で は 、 国 営農 地 開 発 が な され て いま す 。 ま た 花 周 岩 
に 含ま れる 磁 鉄 鉱 は 、 風化 に より 砂鉄 と し て 取り 出す こと 
が で きま す 。 日 本 古来 の 製鉄 で ある た た ら 製鉄 は 、 こ の 砂 
鉄 を 木炭 で 高温 に し た 炉 で 溶かし て 鉄鉱 を 取り 出す 技術 
で す 。 市 域 に は 古墳 時 代 後期 お よび 奈良 時 代 の 製鉄 遺跡 で 
ある 知 虎 遺跡 (弥栄 町 木橋 )、 江 戸 時 代 に 操業 し た と 推定 さ 
れる た た ら 製 鉄 跡 (久美 浜町 奥山 ) な どの 製鉄 遺跡 が 残っ 
て いま す 。 

一 方 、 半島 東部 、 ス イス 村 の ある 太鼓 山 周辺 な どの 山間 
部 に は 、 お よそ 2, 000 万 年 前 に ユー ラ シ ア 大 陸 の 縁 で 起こ 
っ た 噴火 で 流れ 出 た 安山岩 、 玄 武 着 が み ら れ ます 。 同じ 時 
代 の 玄武 岩 質 安山岩 は 、 甲 坂 不 動 尊 天 長 の 滝 (久美 浜町 甲 
坂 ) や 神谷 神社 の 磐 座 (久美 浜町 新町 ) 付近 に 点 在 し ます 。 

さら に 、 東部 の 海岸 部 に は 、1, 500 万 年 前 、 日 本 列島 が で 
きた ころ の 中 火 で 流れ 出 た 溶 央 が 固まっ た 安山岩 や 流 
紋 着 、 火砕流 堆積 物 が 堆積 し た 濾 灰 岩 が み ら れ ます 。 竹野 


川 河口 域 に ある 安山岩 で で きた 立岩 と 刻 風 肉 が 代表 的 な も 


ちゅ うじ ょ う 


の で 、 ど ちら に も 溶岩 が 冷え 固まる と き に で きた 禁 状 
節理 が み ら れ ます 。 ま た 流 紋 岩 の 溶岩 は 流れ に くい た め 、 

噴火 時 に は ドー ム 状 の 火山 を 作り ます 。 久美 浜 湾岸 の 見 山 
や ジジ ラ 山 等 は 、 噴 火 し た ドー ム 状 火山 の 残 寺 と され て い 
ます 。1, 500 万 年 前 に で き あ が っ た 日 本 海 の 海底 に 堆積 し 
た 地層 は 、 泥 岩 ・ 砂 岩 ・ 確 岩 と し て 、 有 丹後 半島 の 各地 で み 
られ ます 。 鳴き 砂 で 知ら れる 国 の 名 勝 、 天然 記 念 物 の 琴 引 浜 
で は 、 砂浜 の 下 に 硬い 岩石 が 見 え 隠 れ し て いま す 。 こ れ は 、 


ぎょ うか い が ん 


火山 灰 が 海水 と 反応 し て 緑色 と な っ た 海 灰 岩 の 一 種 で 、 グ 


リー ンタ フ と も 呼ば れ て いま す 。 ま た 泥岩 の 地層 の 表面 に 
は 、 様 々 な 筋 状 の 模様 が 見 えま す が 、 こ れ は 生 痕 化石 と い 
っ て 、 海底 で 巣 穴 を 掘り 、 遣い まわ っ た 生物 の 痕跡 で す 。 同 
じ く 鳴き 砂 で 知ら れる 丹後 町 の 砂 方 浜 で は 、 砂 岩層 の 下 の 
泥岩 層 か ら 、 海 の 生物 の 化石 が みつ か っ て いま す 。 
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花岡 岩 起源 の 真砂 


久美 浜町 箱 石浜 の 砂鉄 


琴 引 浜 生 


痕 化 石 


沖積 層 ・ 砂 丘 

| | 隊 ・ 泥 ・ 砂 

照 来 層 群 

還 安山岩 類 

還 傘 涯 ・ 砂 岩 ・ 泥 岩 

| 流 徹 岩 深 岩 ・ 火 砕 岩 

北 但 層 群 

還 証 泥岩 ・ 砂 岩 ・ 火 砕 岩 類 

導 衣 流 紋 岩 溶岩 ・ 火 砕 岩 , 砕 居 岩 類 
国 記 到 武 岩 一 安山岩 溶岩 ・ 火 砕 岩 砕 大岩 類 
白亜 紀 一 古 第 三 紀 火 成 岩 類 

国 還 花 責 岩 類 

国 記 花 財 内 緑 岩 類 

還流 紋 岩 溶岩 ・ 火 砕 岩 

先 白亜 系 

国 詞 起 苦 鉄 質 岩 ・ 砕 居 岩 類 


1-5 地質 図 
資料 : 先 山 徹 ・ 松 原典 孝 ・ 三 田村 宗 樹 (2012) 山 陰 海岸 に お ける ジオ パー ク 活 動 一 大 地 と 暮らし の か か わり 一 、 地 質 学 雑誌 第 118 巻 、4 


真 、 図 3 山際 海岸 ヅ ツ オ パー ク の 地質 図 より 本 市 域 を 抜粋 、 一 部 加工 


岩石 地 


| 婦 記 


未熟 土 

| 大 積 性 未 譲 
ー- 砂丘 未熟 圭 培 
黒 ボ 土 

較 還 ot 
還 多 湯 ホッ 幸 
褐色 森林 土 


較 記 人 8 色 林 土 培 
開放 押 色素 林 土 壌 ( 赤 掲 系 ) 
凍 記 8 色 森林 土壌 

褐色 森 林 土壌 ( 赤 神 系 ) 

赤 黄色 土 


NNSNN さ や 


my 
泥炭 土 


0 う ア : 稼 | 還 還 四 光 土 
1-6 土壌 分 類 図 
資料 :20 万 分 の 1 土地 分 類 基本 調査 (土壌 分 類 ) よ り 作 成 
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(2) 水 系 ・ 水 利 
本 市 の 主 な 水系 は 、 東 か ら 順に 、 宇 川 、 竹 野川 、 福 田川 、 佐 濃 谷 川 、 川 上 谷川 で す 。 こ れ ら は 約 8km 
の 間隔 に 並ん で 、 南 か ら 北 に 流れ 、 日 本 海 に そそ ぐ と いう 特徴 が あり ます 。 


ーー 河川 


桶 越 川 
。 新 構 越 川 訂 湖 


/ 二 
(て ん 本 
僚 野 川 。 福 還 ) 野川 と 
久美 谷川 に 原川 上 が 西川 


神谷 川 
二 河 梨 川 栃 谷川 計 未 了 川 還 田 題 き 
て 
伯 者 谷川 
還 還 sk。 川 8 


1-7 主 な 河川 と 流域 区 分 図 
資料 : 


団 


土 数 値 情 報 ・ 流 域 メ ッシュ (平成 21 年 ) よ り 作成 


(3) 気 候 

京都 府 北部 に 当たる 丹後 半島 は 、 夏 の 日 照 時 間 が 長く 、 冬 が 短い 日 本 海 気候 の 特徴 が 顕著 で あり 、 冬 
の 降雪 は 多く 、 比 較 的 温暖 な 北陸 ・ 山 陰 型 に 属し て いま す 。 こ の 気候 区 は 、 冬 に 北西 か ら の 湿っ た 季節 
風 の 影響 で 牙 天 が 多く 、 多 湿 で 降水 ・ 降 雪 量 も 多く な る と いう 特徴 が あり ます 。「 弁 当 忘 れ て も 傘 忘れ 
る な 」 と いう 言葉 は 、 冬 の 「 う ら に し 」 気候 の 特徴 を 言い 表し て いま す 。 また 冬季 に 西高 東 低 の 気圧 配置 
に な る と 、 大 陸 か ら 冷 た い 湿 っ た 空気 が 日 本 海 に 流れ 込み 、 温暖 な 対馬 海流 の 水蒸気 を 吸収 し て 湿っ た 
空気 と な り 、 日 本 海 に 到来 し ます 。 こ れ が 山地 に ぶつ か っ て 、 雪 雲 が 発生 し 、 日 本 海 側 に 大 雪 を も た ら 
じ ま ま > し か し 近年 は ほとん ど 横 午 の な い 年 も あり 、 その 原因 と し て は 温暖 化 現 象 が 考え られ ます 。 
令 和 2 年 (2020) 度 の 間 人 観測 所 及び 宮津 観測 所 の 月 平均 気温 は 、 最も 寒い 2 月 で 6.3 こ 7.4C、 最も 暑 


い 8 月 で 28.128.2C と な っ て いま す 。 一 方 、 都 市 部 で 頻出 する ヒー ト ア イラ ンド 現象 は 見 られ ませ ん 。 
月 平均 気温 (で C) 月 別 降水 量 (mm) 


呈 間 人 599 
き 22:5 338 


画 峰山 298 
300 283 292 
272 
中 宮津 259 
250 230 216 
200 195 193.5 185 目 。。 
157 
0 
1 5 
109 07. 了 
0 89 86 5 
64 
56 
0 39 上 
。 | 
月 9 


2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 10 月 11 月 12 月 


350 


加 


戸 
紀 


g 


1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 


図 1-8 月 別 平均 気温 と 月 別 降水 量 


※ 間 人 観測 所 (京丹後 市 丹後 町 間 人 小字 新 ヶ 皿 )、 蜂 山 観 測 所 (京丹後 市 峰山 町 荒山 )、 宮 津 観測 所 (宮津 市 字 上 司 ) に お ける 
令 和 2 年 度 の 計測 値 ( 資 料 : 気 象 庁 ) よ り 作 成 
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(4) 生 態 系 
自然 豊か な 市 域 に は 、 多 様 な 植生 が 見 られ ます 。 日 本 海 に 面 し て いる 沿岸 部 の 砂浜 や 岸壁 地 に は クロ 
マツ が 広く 分 布 し て いま す 。 ま た 人 手 の あ まり 入っ て いな い 海 岸 に 近い 丘陵 斜面 で は 、 ス ダ ジ イ 、 タ ブ 
ノ キ な ど が 優 占 する 常 線 広葉 樹林 が 見 られ ます 。 また 山地 の ほとん ど は アカ マツ 、 コ ナラ 、 シ デ 類 等 
の 二 次 林 で し た が 、 松 枯れ に よっ て アカ マツ が 減少 し 、 常 線 広葉樹 の ス ダ ジイ の 勢力 が 強く な っ て い 
ます 。 集 落 周辺 で は 、 か つて は 農家 に よ 2 の の の RS の 
は 十分 な 管理 が な され な く な り 、 繁 殖 力 の 強 さ か ら 、 周 辺 の 杉 人 工 林 や 広葉 樹林 に 侵入 し 分 布 を 拡大 し 
て いま す 。 一 方 、 標 高 の 高い 500m 以 上 の 山地 に ( は 、 ミ ズ ナ ラ な どの 冷 湯 帯 性 の 落 業 広 業 構 林 が 広がっ 
て いま す 。 京丹後 市 と 宮津 市 の 境界 域 に は 、 ブ ナ を 中 心 と し た 冷温 淀 落 業 広葉 樹林 が 分 布 し 、 内 山 ブナ 
林 と し て 知ら れ て いま す 。 ほ か に は 、 兵 庫 県 と の 境界 に 近い 高 章 寺 ヶ 岳 に も 分 布 し て お り 、 近 畿 地 方 で 
は 残り 少な い 貴 重 な 森 林 で す 。 ま た 丹後 町 業 原 な どの 水田 下 に は 、 ス ギ の 埋没 株 が 見 られ ます 。 か つて 
は 広い 範囲 で スギ の 自然 林 が 分 布 し まし た が 、 現 在 は まっ た く 残 っ て いま せん 。 
市 内 の 名 勝 ・ 天然 記念 物 と し て は 、 手 和 断 層 ( 国 指定 天然 記念 物 ) や 、 宗二 寺 放 ( 
財 環境 


等 の 19 件 が 指定 され て いる ほか 、 文化 財 環 境 保全 地区 と し て 、 竹野 神社 文化 財 環 
が 決定 され て いま す (次 頁 表 )。 


(京都 府 指定 名 勝 ) 
眠 保 全 地区 等 の 5 件 


河辺 ・ 湿 原 ・ 塩 沼地 ・ 砂 丘 植生 等 


ブナ クラ ス 域 自然 植生 ヤブ ツバ キク ラス 域 自然 植 植林 地 、 耕 作 地 植生 


チャ ボ ガ ヤ ー ケ ヤキ 群集 


ケヤキ 群落 (VD) 

較 zo 還 記 『 フ コッ ジー スタ ジイ 群集 
ブナ クラ ス 域 代償 植生 to 他 

較 還 コキ ツー ミッ バツ ッ ジー コナ ラ 辞 集 ヤブ ッ パ キワ ラス 域 代 償 植 生 

国 還 カシ テー ィ イヌ シテ 群落 (V) 較 計 ユキ ウー ミッ パパ ツ ッ ジー アカ マツ 群 集 
四国 り - ミ ズ ナ ラ 理 信 還 記 シイ カシ ニ 交 本 


凍 その 他 国 :oe 


スギ ・ ヒ ノ キ ・ サ ワラ 植林 
虹 Z ロ マツ 植林 

その 他 植 林 
国 記 2 坦 - を 地 


、 農 条 地 


1-9 植生 区 分 図 
資料 自然 環境 保全 基礎 調査 ・ 第 6・7 回 植生 調査 より 作成 
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表 1-1 名 勝 ・ 天 然 記念 物 一 臣 


番号 | 指定 別 区 分 名 称 員数 等 所 在 地 指定 登録 年 月 日 時 代 
細野 町 失 小 字 小 池 昭和 2 年 
1 | 国 : 指 | 天 | 犯 村 断層 NIAH | 
野内 柱 ケ 谷 186-2 の 
2 | 国 指 | 名 天 | 琴 引 浜 細野 町 持 津 、 遊 平成 19 年 7 月 26 日 | - 
江戸 時 代 後期 
3 | 府 - 指 | 名 | 宗 雲 き 庭園 383 mf | 久美 浜町 新町 昭和 59 年 4 月 14 晴 6 
か 
| に SR 大 害 町 善 王寺 平成 5 年 4 月 9 日 | - 
産地 
5 | 主 指 | 天 名 | 立直 と 丹後 町 問 人 平成 30 年 3 月 23 日 | - 
7 | 征 指 | 名 天 | 五色 浜 周辺 5 細野 町 塩江 昭和 51 年 3 月 1 日 | - 
8 | 市 - 指 | 天 | 若宮 神社 の ス ダ ジイ 1 本 | 大 二 町 奥 大 野 平成 13 年 3 月 27 日 | - 
市 ・ 指 天 内 山 の 大 ブナ 1 本 大 宮 町 五 十 河 平成 13 年 3 月 27 - 
10 | 市 ・ 指 天 平 海岸 海浜 植物 群 自生 地 | 約 1 万 m | 丹後 町 平 昭和 61 年 6 月 18 - 
11 | 市 ・ 指 天 宇川 流域 天然 鮎 生息 地 | - 丹後 町 内 小脇 平 昭和 61 年 6 月 18 - 
12 | 市 - 指 | 天 | 八幡 神社 ムク ロジ 1 本 | 峰山 困 鱗 留 平成 20 年 7 月 8 昌 |- 
13 | 市 指 | 天 | 生 王 部 神社 スタ ダ ジイ |1 本 | 網野 町 生野 内 平成 20 年 7 月 8 日 |- 
14 | 市 ・ 指 天 Ri 2 1 本 久美 浜町 湊 宮 平成 20 年 7 月 8 - 
15 | 市 ・ 指 天 有 霧 の 宮 神 社 八 岐 杉 1 本 大 宮 町 五 十 河 平成 20 年 7 月 8 - 
16 | 市: 指 | 天 | 話 山 陣屋 跡 エ ノ キ 1 本 | 嘩 山 町 吉原 平成 20 年 7 月 8 昌 |- 
17 | 市 ・ 指 天 雲 松寺 跡 タ ラ ヨ ウ 1 本 久美 浜町 小 桑 平成 20 年 7 月 8 - 
18 | 市 ・ 指 名 有 霧 降り の 滝 - 網野 町 新庄 平成 27 年 5 月 7 ー 
19 | 市 ・ 指 名 無明 の 滝 - 久美 浜町 市 野々 平成 27 年 5 月 7 - 
天 : 天 然 記念 物 、 名 : 名 勝 ※ 令 和 4 年 4 月 1 日 現在 
表 1-2 文化 財 環境 保全 地区 
番号 | 指定 別 | 区 分 名 称 所 在 地 決定 年 月 日 時 代 
1 | 府 環 竹野 神社 文化 財 環境 保全 地区 | 丹後 町 竹野 昭和 60 年 5 月 15 ー 
2 | 府 環 神谷 神社 文化 財 環境 保全 地区 | 久美 浜町 新町 昭和 60 年 5 月 15 - 
3 | 府 環 多久 神社 文化 財 環 境 保全 地区 | 峰山 町 丹波 ・ 矢 田 | 平成 16 年 3 月 19 - 
4 | 市 環 | 三嶋 田神 社 環境 保全 地区 久美 浜町 金谷 平成 3 年 7 月 15 5 
5 | 市 環 甲 坂 不動 尊 環 境 保全 地区 久美 浜町 栃 谷 平成 3 年 7 月 15 人 EAN 
(1559) 征 銘 
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"コウ ノ ト リ の 親子 。 の の 3777 の 7 プン 5777 0 で 2 の PD 


動物 の 分 布 を みる と 、 豊か な 市 域 の 自然 環境 を 反映 し 、 種類 が 豊富 で す 。 一 方 、 学術 的 に 貴重 な た め 
天然 記念 物 に 指定 され て いる 種 や 、 野生 下 で 生息 数 が 少な いた め 、 絶滅 の お それ の ある 野生 動植物 の 竹 


どう し ょ 


の 作 存 に 関す る 法律 ( 種 の 保存 法 ) で 「 国 内 希少 野生 動植物 種 」 に 指定 され て いる 種 が 生息 し て いま す 。 
特別 天然 記念 物 の コウ ノ ト リ は 、 兵庫 県 豊岡 市 が 最大 の 繁殖 地 で す 。 市 域 は 、 豊 岡市 に 隣接 し 、 学 術 
的 に 見 る と その 生 忠 疾 に 含ま れ ま す 。「 京 丹後 市 生物 多様 性 を 育む 農 失 計画 画 」 を 進め る 京丹後 市 で 
は 、 日常 的 に コウ ノ ト リ が 生息 し 、 繋 殖 期 に は 営巣 、 騰 化 、 巣立ち が 見 られ ます 。 その た め 京 丹後 市 は 
IPPM-0WS (コウ ノ ト リ の 個体 群 管理 に 関す る 機関 ・ 衣 蘭 バ ネル ) に よる コウ ノ ト リ の 個体 管理 の 取 
り 組 み に 参 加 し て いま す 。 

アベ サン ショ ウ ウ オ は 、 昭 和 7 年 (1932)、 中 郡 長 善 村 ( 現 大 宮 町 善 王寺 ) 姫 党 神社 付近 で 、 小 学生 
が 小型 サン ショ ウ ウ オ の 幼生 を 発見 し た こと が 始ま り で 、 新種 と 認定 され まし た 。 そ の 後 、 種 は 昭和 59 
年 (1984) に 京都 府 の 天然 記念 物 に 登録 され 、 新種 認定 個体 が 見 つか っ た 基準 産地 は 平成 5 年 (1993) 
に 京都 府 の 天然 記念 物 に 指定 され まし た 。 ま た 平成 7 年 (1995) に は 、 環 境 省 (当時 は 環境 庁 ) の 国内 
希少 野生 動物 竹 に 指定 され 、 その後 、 基準 産地 を 含む 周辺 の の 生息 地 は 、 平成 18 年 (2006) に 善 王寺 長岡 
アベ サン ショ ウ ウ オ 生 息 地 保護 区 に 指定 され て いま す 。 また 京都 府 は 、 種 を 京都 府 絶滅 の お それ の ある 
野生 生物 の 保全 に 関す る 条例 に よる 指定 希少 野生 生物 に 指定 し て いま す 。 そ の 生息 地 は 極め て 限ら れ て 
お り 、 京 都 府 の 玉 後 地域 ( 京 凡 後 市 与謝 郡 与謝 野 町 )、 兵 庫 県 但馬 地域 、 福 井 県 嶺 北 南 部 、 鶴 南 東部 
や 石川 県 加 交 西 部 地域 の うち ご く 狭い 範囲 で すす 。 な お 地元 の アベ サン ショ ウ ウ オ を 守る 会 が 、 生 息 地 保 


護 区 内 の アベ サン ショ ウ ウ オ の 保護 、 観 察 な どの 活動 を 行い 、 見 守り を 続け て いま す 。 
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(5) 景 
【 京 都 府 景観 資産 お よび 京都 府 文化 的 景観 】 
京都 府 に は 、 地 域 固 有 の 歴史 や 文化 に 裏打ち され た 府内 各地 の 身近 な 景観 と 、 そ の 景観 を 支え て いる 


地域 の 活動 を 合わ せ て 登録 する 京都 府 景観 資 産 登録 制度 が あり ます 。 こ の 制度 は 、 景 観 資産 と し て の 価 
値 を 広く 共 共有 し 、 情報 発信 に よる 地域 の 部 力 向 上 、 地 域 の 景観 づ さく りや まち づく り 活動 の 促進 を 図る こ 


ま きょう が みさ き 


と を 目的 と し て いま す 。 市 内 で は 、「 久 美浜 湾 と カキ 養殖 景観 」、「 丹 後 の 立岩 ・ 良 風 岩 ・ 生 プ 後 松島 ・ 経 ヶ 岬 
の 海岸 景観 」、「 琴 引 浜 の 白砂 青松 と 鳴 砂 」、「 城 下町 に 由来 する 風情 ある 久美 浜 の 街 な み 」 の 4 件 が 、 
景観 資産 と し て 登録 され て いま す 。 また 文化 財 と し て の 景観 保護 制度 で は 、 文化 的 景観 制度 が あり ます 。 
京丹後 市 は 景観 条例 が 未 制定 の た め 、 京 都 府 景観 資産 に 登録 され た も の の 中 か ら 、 市 か ら の 申し 出 に よ 
り 京都 府 文化 的 景観 の 選定 が 行わ れ て いま す 。 市 域 で は 「 久 美浜 洲 と 牡 凡 棚 」 と 「 京 玉 後 市 久美 浜 湾 沿 


し ょ うか けん 


岸 の 商家 建築 税 と 哲 な み 景観 」 の 2 件 が 京都 府 文化 的 景観 に 選定 され て いま す 。 


久美 浜 湾 と 牡 騙 の 養殖 景 
出典 : 京 都 府 「 京 都 府 景観 資産 」HP 


ーー テーー 


ア k 
ラー ーー ーー いま ー 


ぶ 


[臣下 町 に 由来 する 風情 ある 久美 浜 の 街 な み 」 の 指定 範囲 


丹後 の 立 震 ・ 選 風 岩 ・ 丹 後 松島 ・ 経 ヶ 岬 の 海岸 景観 (京都 府 景観 資産 ) 


琴 引 浜 の 白砂 青松 と 鳴 砂 (京都 府 景観 資産 ) 


図 1-10 京都 府 景観 資産 お よび 文化 的 景観 の 分 布 
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【 京 丹後 市 住民 協定 時 観 形成 条例 】 

本 市 で は 、 久 美浜 一 区 (久美 浜町 仲町 ・ 土 居 ・ 東 本 町 ・ 西 本 町 ・ 新 町 ・ 新 橋 区 ) に お いて 、 京 丹後 市 
住民 協定 景観 形成 条例 第 5 条 に 基づく 景観 形成 住民 協定 区 域 を 設定 し て いま す 。 こ の 区 域内 で は 、 
色彩 、 屋根 及び 遍 、 外 な どの 材料 や 区 面 の 位置 、 窓 や 出入 口 な ど 開口 部 の 形状 や 色彩 、 階数 、1 階 の 


等 、 規 則 で 定め る 行為 な ど を 行う 場合 は 、 条 例 第 6 条 に 基づく 届出 が 必要 な 場合 が あり ます 。 

また 景観 形成 区 域内 に お いて 、 市 民 が 優れ た 景観 形成 を 図る た め の 自主 的 な 努力 を 行 お うと する 場合 、 
市 は 技術 的 援助 を 行い 、 又 は 予算 の 範囲 内 に お いて 財政 的 な 援助 を 行う な ど 、 支援 に 努め る も の と し て 
いま す 。 

この よう な 地域 主体 の 取り 組み が 早く か ら 行 われ た こと も あり 、 人 久美 浜町 一 区 の 町 並み は 、 京 都 府 景 
観 資産 や 京都 府 文化 的 景観 に 選定 され て いま す 。 


ーー た 


久美 \ 


グ Me ここ 
/ 5 


ィ ー 久 美浜 公園 


の べ こ ヽ 2 SN 。 て ( ん 、 あい Do 


1-11 久美 浜 一 区 ・ 景 観 形成 住民 協定 区 域 資料 : 京 丹後 市 建設 部 資料 より 作成 
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2. 社会 的 状況 


2-1. 人 口 動態 

本 市 の 人 口 推移 を みる と 、 昭 和 25 年 (1950) に は 83,001 人 で し た が 、 令 和 2 年 (2020) に は 50,860 
人 と 減少 し て いま す 。 一 方 、 世 帯 数 に つい て は 、 昭 和 55 年 (1980) に は 19,009 世帯 で あり 、 そ の 後 は 
増加 し まし た が 、 平 成 17 年 (2005) の 20, 920 世帯 を ピー ク と し て や や 減少 に 転じ 、 令 和 2 年 (2020) 
で は 20, 138 世帯 と な っ て いま す 。 この よう に 人 口 減少 の 一 方 で 、 世帯 数 増加 が 長期 間 続 いた こと か ら 、 
結婚 を 機 に 世帯 独立 を 行う 核 家族 が 増加 し た も の と 推測 され ます 。 ま た 、 京 丹後 市 まち ・ ひ と ・ し ご と 
創 生 人 口 ビ ジョ ン ( 令 和 4 年 7 月 改訂 ) の 将来 推計 人 口 は 、 令 和 42 年 (2060) に は 、46, 021 人 と 予測 
し て いま す 。 年 齢 区 分 別 の 人 口 を 見 る と 、 平成 12 年 (2000) で は 老 竿 人 口 (65 歳 以 上 ) の 割合 が 25.3% 
で す が 、 令 和 2 年 (2020) に は 38.2% と 増加 し て いま す 。 一 方 、 同 期間 で の 年 少 人 口 (0 歳 こ 14 歳 ) の 
割合 の 推移 を みる と 、16.2% (2000) か ら 11.2% (2020) と 減少 し て いま す 。 進 学 や 就職 で 市 外 に 転出 
する タイ ミン グ に 該当 する 年 齢 層 (1524 歳 ) に 着目 する と 、「1519 歳 」 で は 5.2% (2000) か ら 3.9% 
(2020)、「2024 歳 」 で は 3.19%6 (2000) か ら 2.3% (2020) と 、 い ずれ も 減少 し て いま す 。 年 少 人 品 
の 減少 は 、 学 校 再 配置 を 進め る 大 き な 要 因 と な っ た ほか 、 子 ども を 担い 手 と する 行事 の 休止 に つなが っ 
で いす 


(人 ) 
100,000 


90.000 83.001__80.106 _ 75.187 7 
82234 | 77.028 | 74394 71.548 :g og 
80,000 
70,000 
60,000 
46,021 


0 41.963___43.595 
50,000 42,345 | 42.347 


18,000 
用 17,000 
16,000 


40,000 ] 語 一 - - 
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1-12 人 口 ・ 世 帯 数 の 推移 と 将来 推計 人 口 


資料 : 国 勢 調査 、 京 丹後 市 まち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 人 口 ビジ ョ ン ( 令 和 4 年 7 月 改定 ) よ り 作成 。 
注 ) 人 口 及 び 世 帯 数 は 各 調 査 年 10 月 1 日 現在 の 値 。 平成 12 年 (2000) 度 以前 は 、 該 当地 域 の 合計 値 。 


H12(65,578) 10,646 し 02 16,600 
H17(62,721) 9,459 17,575 


2345 1.683 


H22(59,023) 8,042 18,263 


2.626 1.509 


H27(55,028) 6,700 19,421 


2330 1.322 


R2(50,547) 5,.662 19,292 
1.987 1.165 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 


因 0>14 歳 邊 15 て 19 歳 20 て 24 歳 邊 25 て 64 歳 邊 65 歳 以上 


1-13 年 齢 別人 口 割合 の 推移 
資料 : 国 勢 調査 より 作成 。 平成 12 年 (2000) 度 は 該当 地域 の 合計 値 。「 年 齢 不詳 」 を 除い て 集計 。 
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【 人 口 増減 率 】 

統計 区 別人 口 の 推移 及び 増減 率 を みる 
と 、 平 成 17 年 (2005) か ら 平 成 27 年 (2015) 
に か け て の 人 口 増減 率 は 、 弥 栄町 、 久美 浜町 
の 山間 部 で -40% 以 下 と 低く な っ て いま す 。 
一 方 で 、 竹 野川 流域 や 福田 川 流域 の 平地 等 


人 口 増減 率 (平成 17 年 平成 27 年 ) 
画 40% 以 上 

国 20% こ 40% 
還 0% 一 20% 
0% 
国 0% ン -20% 

国 -20% 一 -40% 
園 -40% 以 下 

ロロ I6 町 の 境界 


で は 、 人 口 は 増加 傾向 に あり ます 。 

増減 率 の デー タ か ら は 、 市 域 全域 で 人 口 
減少 が 進む 一 方 、 通勤 、 通 学 、 買い 物 な どの 
日 常 生活 に お いて 便利 な 平地 部 へ と 人 が 移 
動 す る 傾向 が 読み 取れ ます 。 これ は 、 世 帯 独 
立 に 際 し て 、 山 間 地 か ら 平 地 部 へ 居住 地 を 
移す 可能 性 が ある と も いえ ます 。 

人 口 増減 率 の 差異 は 、 区 の 人 口 規模 の 格 

差 が 広がる 要因 の 一 つと な っ て いま す 。 | 己 


] km 


し 305) ョ 


1-14 統計 区 別 の 人 口 増減 率 (平成 17 年 (2005) 平成 27 年 (2015)〉 


【 老 年 人 口 割合 の 推移 】 


出典 : 国 勢 調査 、 地 図 で 見 る 統計 (統計 GIS) よ り 作 成 


地域 毎 に 高齢 化 の 進行 状況 を 把握 する た め に 、 平 成 7 年 995)、 平 成 17 年 (2005)、 平 成 27 年 (2015) 


の 国勢 調査 に よる 年 齢 別人 口 割 合 を 次 表 に 整理 する と 、 


どの 地域 も この 20 年 間 で 老年 人 口 割合 が 増加 


し て いま す 。 特 に 平成 27 年 (2015) に つい て 、 老 年 人 口 割合 が 市 全体 で の 同 割 合 35.3% を 超え て いる 
地域 を 挙げ る と 、 蜂 山 町 で は 峰山 (老年 人 口 割合 37.7%)、 五 笛 (36.2%) 等 3 か 所 、 大 宮 町 で は 五 十 
河 (44.09%)、 常 埋 (35.7%) 等 3 か 所 、 網 野 町 で は 切 畑 (57.19%)、 漠 野 (52.9%) 等 12 か 所 、 丹 後 町 
で は 竹野 (46.5%)、 下 宇川 (41.2%) 等 5 か 所 、 弥 栄町 で は 弥栄 (37.6%)、 野 間 (57.0%) と 全域 


久美 浜町 で は 一 区 (41.8%)、 川 上 (40.8%) 等 7 か 
所 、 と な っ て いま す 。 この よう に 、 過疎 化 が 進む 山間 
部 の 集落 や 漁村 地域 で の 、 高 齢 化 の 進行 が 顕著 に な 
っ て いま す 。 特 に 弥栄 町 野間 で は 、 既 に 平成 7 年 
(1995) の 段階 で 老年 人 口 割合 が 42.2% と 、 他 地域 
に 比べ て 極め て 高く な っ て いま す 。 逆 に 平成 27 年 
(2015) に つい て 、 老 年 人 口 割合 が 30% 未 満 と 他 地 
域 に 比べ て 比較 的 少な い 地 域 を 挙げ る と 、 峰 山 町 で 
は 長岡 (老年 人 口 割合 26.4%)、 新 山 (新町 、 荒 山 
27.1%)、 大 宮 町 で は 口 大 野 (29.6%)、 周 松 (25.9%)、 
河辺 (27.9%)、 善 王寺 (20.7%) で す 。 こ れ ら の 地 
域 は 、 国道 312 号 沿い に 位置 し 、 シ ョ ッ ピ ング セン タ 
ー や 大 型 店 舗 が 立ち 並び ます 。 生 活 面 で 便利 な 地域 
で ある こと か ら 、 新 た な 住宅 地 が 形成 され て いま す 。 

この よう に 市 域 の 老年 人 口 割合 に は 、 大 き な 地 域 
差 が ある こと が わか り ま す 。 
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H27 年 老年 人 口 割合 (%) 


較 50% 一 下 因 
[I 旧 6 町 の 境界 浅 茂 川 


1-15 老年 人 口 割合 (平成 27 年 (2015)〉 
出典 : 国 勢 調査 、 地 図 で 見 る 統計 (統計 GIS) よ り 作成 


表 1-3 小 地域 別 の 年 齢 層 別 人 口 割合 < 平成 7 年 (1995)、 平 成 17 年 (2005)、 平 成 27 年 (2015)〉 


Aa 生 ロ 生 

町 | 年 | 人 年 人 | 人 | 和 人 (0 | 町 | 地域 | 年 | 半年 人 | 人 老年 人 
(人 )※2 | 割合 (9%) (%) 9 TX (人 ) | 割合 (%) (%) 割合 (%) 
H7 4.149 16.5 633 20.3 H7 158 17.7 633 19.0 
峰山 H17 3.629 14.6 55.9 29.4 生野 内 |H17 143 19.6 54.5 25.9 
H27 3.103 11.9 504 ト 87 H27 104 10.6 56.7 32.7 
H7 2790 18.1 63.1 18.8 H7 101 23.8 41.6 34.7 
吉原 H17 2.653 15.8 59.6 24.7 切 畑 H17 71 5.6 50.7 43.7 
H27 2.399 14.0 55.2 30.7 H27 42 00 429| ト 571 
H7 .598 19.5 57.3 23.2 H7 300 21.3 55.3 23.3 
誕 人 H17 .414 13.5 57.2 29.3 新庄 H17 261 15.7 56.3 28.0 

下 H27 192 9.9 539 ト 562| H27 196 107 53.6 
町 H7 949 16.0 59.9 24.1 H7 1.100 15.5 62.8 21.7 
長岡 H17 ,221 18.3 59.2 22.4 木津 H17 1.116 13.5 50.6 35.8 
H27 .362 18.6 55.0 26.| 罰 H27 963 75 475 ト 45 
H7 2.690 17.1 65.7 172| 起 H7 26 53.8 46.2 00 

新山 H17 2.727 17.8 59.4 228| 古 日 和田 |H17 IX X X X 

H27 2.678 15.9 570 27.1 H27 IX X X X 
H7 .850 18.6 616 19.8 統 H7 202 88 55.9 25.2 
丹波 H17 .614 16.1 56.6 27.3 き 依 野 H17 185 8.9 54.6 26.5 
H27 283 9.5 533| 372| こ H27 157 27 53.5 33.8 
H7 2.317 18.5 624 19.1 H7 23 30 47.8 39.1 
ロ 大 野 |H17 2.467 18.2 56.5 25.3 溝 野 H17 25 0.0 56.0 44.0 
H27 2.253 14.1 56.3 29.6 H27 17 00 471| 52 引 
H7 980 16.7 62.3 20.9 H7 1.522 8.1 643 17.5 
奥 大 野 |H17 959 16.2 59.6 24.2 浜 詰 H17 1.355 7.3 58.1 24.6 
H27 813 11.9 56.2 31.9 H27 1.183 37 52.4 33.9 
H7 591 14.2 58.5 27.2 H7 286 36 66.1 20.3 
常吉 H17 510 12.4 55.9 31.8 塩江 H17 235 3.2 600 26.8 
H27 407 10.1 518| 58 H27 181 6 530|_ 409| 
H7 1.220 18.4 58.2 23.4 H7 163 25.2 57.7 17.2 
大 に 重 H17 1.074 12.7 56.6 30.7 磯 H17 123 46 58.5 26.8 
宮 H27 996 10.7 535| _ 35 H27 94 5.3 62.8 31.9 
町 H7 705 12.3 58.0 29.6 H7 2.794 6.9 57.3 25.8 
五 十 河 |H17 632 10.1 52.2 37.7 間 人 H17 2.426 2.5 56.3 31.2 
H27 504 79 480 ト | 44Q| H27 1.987 1.4 486 ト 40 
H7 1.721 18.2 628 18.9 H7 1.787 93 55.1 25.6 
周 松 H17 1.781 16.9 617 214 豊栄 H17 1.645 48 54.3 30.9 
H27 1.879 14.5 59.6 25.9 H27 1.442 1.2 497| 89 
H7 1.673 19.6 62.9 17.5| 丹 H7 787 40 57.8 28.2 
河辺 H17 1.703 17.1 62.5 20.3| 後 | 竹野 H17 674 1.6 49.1 39.3 
H27 1.639 15.7 56.3 27.9| 町 H27 525 76 459| 465| 
H7 1.209 19.9 648 15.2 H7 686 7.9 58.7 23.3 
善 王寺 |H17 1.631 22.9 63.5 13.7 上 宇川 |H17 593 8.2 52.1 29.7 
H27 1.620 18.1 61.2 20.7 H27 421 1.4 487| 599| 
H7 5.019 16.6 644 19.0 H7 1.553 72 575 25.3 
網野 H17 4.794 14.9 60.4 24.6 下 宇川 |H17 1.207 0.9 56.3 32.9 
H27 4.138 13.4 51.6 35.0 H27 941 7.9 50.9 ト 有史 
H7 2.444 17.7 624 19.9 H7 5.819 86 59.0 22.5 
浅 茂 川 |H17 2.187 15.5 58.2 26.3| 。。 | 路 栄 H17 5.468 5.7 55.1 29.2 
H27 1.764 11.6 53.5 349| H27 4.886 1.3 51.1 上 上 376| 
H7 939 18.4 630 185| 古 H7 306 0.5 47.4 42.2 
下 岡 H17 746 17.0 56.8 26.1 野間 H17 237 1.4 40.5 48.1 
H27 613 9.1 56.6 34.3 H27 172 5.2 378| 57| 
H7 870 16.9 62.4 20.7 H7 2.065 47 56.9 28.3 
小浜 H17 870 12.1 53.9 34.0 一 区 H17 1.932 3.9 51.7 34.4 
H27 798 9.8 397| 50 引 H27 1.647 08 474 ト 妥 
H7 1.527 17.4 644 18.2 H7 1.122 90 54.8 26.2 
島津 H17 1.485 15.8 59.3 24.8 区 H17 1.010 43 54.9 30.9 
H27 1.281 10.9 536| 85 H27 879 0.9 516|_ 874| 
H7 45 24.4 53.3 22.2 H7 1.578 6.1 56.8 27.1 
細 仲 禅 寺 |H17 27 11.1 51.9 37.0 川上 H17 1.359 .2 55.1 33.7 
野 H27 17 00 529| 47 H27 1.166 90 502|_ 40 
町 H7 524 19.7 620 18.3 H7 1.318 6.4 54.8 28.8 
掛 津 H17 479 15.4 59.9 24.6 海部 H17 1.204 .5 54.2 34.2 
H27 381 100 570 331| ん H27 1.008 1 504| 38 
H7 | ト ー - ー 美 H7 1.152 79 52.6 29.5 
尾 坂 H17 |- ー 回 回 = | 佐 濃 南 [H17 1.019 3.8 52.9 33.3 
H27 ト - = 四 = 町 H27 838 2 524| 364| 
H7 544 17.6 625 19.9 H7 1.007 84 56.8 24.8 
三津 H17 480 13.3 58.1 28.5 佐 濃 北 |H17 887 .2 57.2 31.7 
H27 360 4.2 494|_ 464l H27 785 9.6 529| 376| 
H7 253 13.4 60.1 26.5 H7 1.188 9.9 54.8 25.3 
高橋 H17 220 15.9 55.5 28.6 田村 H17 1.027 3.5 54.9 31.5 
H27 219 15.5 457| 38| H27 889 3.9 51.9 34.2 
H7 53 20.8 604 18.9 H7 1.521 85 57.3 24.3 
公 庄 H17 48 20.8 47.9 31.3 神野 H17 1.403 5.2 58.1 26.7 
H27 35 2.9 514 上 トー 45 H27 1.267 2.7 53.4 33.9 
H7 597 17.8 58.8 23.5 H7 1.387 5.8 57.7 26.5 
郷 H17 509 14.1 57.4 28.5 湊 H17 1.256 1.8 52.1 36.1 
H27 387 10.6 540 ト 554| H27 1.117 1.5 464| 41 
5 H7 | 67.208 17.5 60.3 22.2 
雪 人 0 H17 | 62.723 15.1 56.9 28.0 
H27 | 55.028 12.2 52.5 35.3 

※1: 各 年 次 の 国勢 調査 に お ける 小 地域 (町 丁字 等 別 ) で 集計 し て いる 。 


※2: 人 口 総数 は 、 年 齢 不詳 人 口 を 除く 。「X」 は 秘匿 地 、「 一 」 は デー タ な し 。 
※3: 平 成 27 年 の 老年 人 口 割合 が 、 市 全体 の 同和 割合 (35.3%) を 超え た 箇所 に 黄色 の 網 掛け 。 出典: 国勢 調査 より 作成 
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22. 教育 
【 学 校 再 配置 】 

戦後 し ば らく は 、 明 治 期 の 町 村 単 位 で 小学 校 が 運営 され 、 小 学校 区 が 広域 な 場合 は 分 校 が 設け られ ま 
し た 。 一 方 、 大 宮 町 域 で は 、 昭 和 47 年 (1972) の 大 宮 第 一 小学 校 の 設置 を 皮切り に 学校 統合 が 先行 し ま 
し た 。 京 丹後 市 発足 後 、 本 市 と 教育 委員 会 で は 、 少 子 化 の 進展 と 学校 の 小 規模 化 が 進む 中 、 次 代 を 担っ 
て いく 子ども た ち に 、 よ り 良 い 教育 環境 や 教育 条件 を 整え 「 学 校 力 」 を 高め る た め 、 平成 22 年 (2010) 
12 月 に 策定 し た 「 京 丹後 市 学校 再 配置 基本 計画 」 に 基づい て 、 地 域 や PTA と の 話し 合い を 持ち な が ら 、 
学校 の 適正 規模 や 適正 配置 を 考え た 学校 再 配置 に 取り 組ん で きま し た 。 ま た 、 同 時 に 進め て きた 子ども 
た ちの 育ち と 指導 の 一 貫 性 を めざす 「 京 丹後 市 学校 教育 改革 構想 」 に お いて も 、 小 中 一 貫 教 育 と と も に 、 

「 ま ちの 宝 で ある 子ども た ち 」 を 、 行 政 、 学 校 、 地 域 が 一 体 と な っ て 育成 し て いく 新しい 学校 づく り 、 
地域 づく り の スタ ー ト で ある 学校 再 配置 と 連動 し た 学校 教育 改革 を 進め る も の と し て いま し た 。 現在 、 
次 の 図 1-17 に 示す と お り 、 小 学校 17 校 、 中 学校 6 校 に 再編 し て いま す 。 な お 令 和 4 年 2 月 に は 、 こ れ 
まで の 再 配置 の 検証 結果 や 文部 科学 省 が 示す 「 公 立 小学 校 ・ 中 学校 の 適正 規模 ・ 適 正 配置 に 関す る 手引 」 
な ど を 踏ま え 、 地域 の 現状 や 市 の 行 財政 運営 等 を 考慮 する と と も に 、 将 来 の 小 中 学 校 の 子ども た ち に と 
っ て 、 よ り 良 い 教 育 環 境 の 姿 を 最 優先 に 描く こと と し て 、「 京 丹後 市 学校 適正 配置 基本 計画 (京丹後 市 学 
校 再 配置 基本 計画 改定 版 )」 を 定め て いま す 。 

【 保 幼小 中 一 貫 教 育 】 

本 市 教育 委員 会 で は 、 平 成 24 年 (2012) 11 月 に 「 京 丹後 市 の 学校 教育 改革 構想 」 を 策定 し 、「 子 ども 
た ちの 育ち と 指導 の 一 貫 性 を 目指 し て 」 を テー マ と し て 、 平 成 26 年 (2014) 度 か ら 小 中 一 貫 教 育 を 順次 
導入 し まし た 。 本 市 の 小 中 一 貫 教 育 は 、 中 学校 区 を 単位 と し て 、 既 存 の 校舎 を 活用 し た 「 施 設 分 離 型 」 
で 実施 し て いま す 。 中 学校 区 ご と に 教育 目標 で ある 「 目 指す 子ども 像 」 を 設定 し 、 校 区 内 の 離れ た 場所 
に ある 小学 校 と 中 学校 が カリ キュ ラム 、 生 徒 指導 の 方 針 な ど を 一 貫 さ せ 、 互 い に 連 携 、 協 同 し な が ら 一 
体 と な っ た 教育 活動 を 系 統 的 に 行っ て きま し た 。 令 和 2 年度 よ り 「 保 幼小 中 一 貫 教 育 」 と 名 称 を 改め 、 
就学 前 の 保育 所 や 幼稚 園 を 加え 、 中 学校 卒業 まで の 10 年 間 を 見 据え た 保 幼小 中 一 貫 教 育 を 進め て お り 、 
定期 的 に モデ ルカ リキ ュ ラ ム の 見 直し を 行っ て いま す 。 


【 丹 後 学 の 取り 組み 】 
本 市 で は 、 学 習 を 通し て 郷土 
へ の 誇 り と 愛情 を 育て 、 地域 を 特設 の カリ キュ ラム に よる 有 丹後 学 
1 〇 本 市 に 特 化し だ 学習 内 容 、 カ リキ ュ ラ ム を 特設 
通し て 自己 の 生き 方 、 あ り 方 を 総合 的 な 学習 の 〇 学校 3 年 以上 で 年 間 15-20 時 間 程度 を 実施 
6 時 間 を 活用 し た 総合 的 な 学習 の 時 間 の ね らい や 学習 方 法 を 活用 
考え る た め 、 本 市 の 「 人 」、「 環 本 凡 後 学 〇 地域 と 結び 付い た 学習 方 法 を 工夫 


境 」、「 文 化 」 を 学ぶ 「 丹 後 学 」 


を 保 幼 小 中 一 貫 教 育 モ デル カリ 店 制 


完了 アム あど し て いま す 。 〇 既存 の 教科 ・ 領 域 の 学習 内 容 を 丹後 学 に 位置 付け 
記 社会 科 地 域 学 習 、 理 科 ジ オ パ ー ク の 学習 等 
ド / 吉 テー ンー 
幼稚 園 ・ 保 育 所 を 0 期 と し て O 小 学校 生活 科 と の 関連 を 整理 ・ 活 用 


中 学校 2 。 3 年 まで の 四 期 まで 和 丹後 学 の ね らい も 加 
に 区 分 し 、 地 域 の 人 々 と の 協 働 

に よっ て 、 地 域 か ら 学 ぶ 学 習 、 
地域 と 連携 し た キャ リア 教育 を 
進め て いま す 。 


1-16 丹後 学 の グラ ンド デザ イン 
出典 : 京 丹後 市 小 中 一 貫 教 育 モ デル カリ キュ ラム @ 有 丹後 学 」: カ リキ ュ ラ ム の 概要 と 活用 
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大 宮中 学 昭和 59 


現在 
| 五 十 河 中 学校 | 23 衝 大 宮中 学校 五 十 河 分 校 昭和 55 年 - 
河 小学 大 宮入 
大 | _」 = 重 ! 学 校 の うち ニ 重 ・ 胡 区 打 
宮 本 天 = 三重 小学 校 の うち 三坂 ・ 谷 内 区 下 
町 


と 長 牙 学校 の うち 善 寺 区 昭和 49 年 
|ーー | 長 着 小 学校 m 
革 療 小学 校 。 | ーー 


平成 9 和 
| 弥 宋 中 学校 | 
弥 | 宮 了 小学 
7 \ 学 4 
米 2 寺 し be | 折 小 学 校 | 9 
町 | 野間 小学 校 ニニ ニー - 


野間 小学 校 味 土 野 分 校 


竹野 
| 下校 ト 
宇川 小学 校 ] 


ー 和泊 
川上 小学 校 平成 26 年 


人 スー 押 ーー 拉 現在 
佐 濃 小学 校 
浜 子 
町 


入野 小学 校 ] 


5 し 湊 小 学校 」 
一久 和 F 還 牧 | 。。。。 ーー 天 
1-17 市 内 の 小 中 学 校 再編 の 推移 
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2-3. 産業 
【 農 業 】 

本 市 の 花 賠 岩 地帯 の 山々 と その 周辺 は 、 昭 和 後 期 より 国営 農地 開発 事業 な ど が 進み 、 現 在 で は 京都 府下 
最大 規模 の 農業 地域 と な っ て いま す 。 

花 剛 地帯 を 水源 と する ぎれ いな 水 を 活用 し た 水稲 の ほか 、 海岸 落 話 に お ける メロ ン 、 ス イカ 、 サ ツ 
マイ モ な どの 栽培 海岸 役 丘 や 陸地 で は ナ シ や モモ な どの 果 横 栽 税 が 行わ れ て 、 ま す 。 主 な 農産 物 は 
水稲 の 他 、 天 豆 、 小 豆 、 さ つま いも 、 か ぼ ち ゃ 、 大 根 、 ブ ロッ コリー の ほか 、 黒 大 豆 や 水菜 、 九 条 ネギ 
を 中 心 と し た 「 京 野菜 」 の 生産 が 特筆 され ます 。 近 年 は お 茶 の 生産 も 増加 し て いま す 。 こ れ ら の 農産 物 
は 、 貴 重 な 観 光 資源 の ひと つと な っ て いま す 。 

一 方 で 、 過疎 化 ・ 高 齢 化 に 伴う 農業 従 事 者 や 後継 者 の 減少 に よる 労働 力 不足 、 農産 物 の 輸入 自由 化 や 
価格 低迷 に 加え 、 野 生 鳥 獣 に よる 農作物 被害 も 年 々 深刻 に な っ て いま す 。 近 年 は 、 農 業 の 生産 機能 だ 
け で な く 、 集 落 自 治 機能 、 国土 保全 、 環境 保全 な ど 、 農業 の 持つ さまざま な 機能 が 見 直さ れ て いま す 。 
こう し た 中 で 、 新 規 就農 者 や 後継 者 の 確保 、 育 成 、 地 産地 消 の 仕組 み づ く り 、 観 光 農 闘 の 活用 な ど 、 
農業 振興 に 向け た 取り 組み が 進め られ て いま す 。 近 年 で は 、「 美 食 観光 事業 」 と し て 、 四 季 折々 の 京 丹 


後 ら し い 特 色 あ る 農林 水産 物 を 使用 し た スイ ー ツ を 開発 ・ 製 造 し て 、 市 内 の 店 舗 ・ 施 設 等 で 販売 し て い 


琴 引 浜 の 塩 を 利用 し た きん つば 


ブドウ 、 モ モ を 利用 し た ゼリー 


【 漁 業 】 
丹後 で は 、 古 代 よ り 、 豊 か な 海 の も と 、 漁 業 が 盛ん に 行わ れ て きま し た 。 現在 も 、 網野 町 浜 詰 や 久美 
浜町 湊 宮 で は ブリ 漁 ( に 用 いる 定置 綱 光 が 行わ れ て いま す 。 ま た 、 間 人 ガニ を 対象 と し た 底 曳 き 絢 泊 抹 


等 に より 豊か な 魚介 類 が 水揚げ され て いま す 。 さ ら に 、 中 浜 地区 で は 一 本 釣り の 漁法 が 受け 継が れ て い 
ます 。 ま た 、 自 然 の 景勝 が その まま 残る 本 市 の 海域 は 、 山 か ら 流れ で た 養分 が その まま 海 に 入り 込み 、 
植物 性 プラ ンク トン が 豊富 で す 。 こ の た め 、 サ ザ エ 、 ア ワ ビ な どの 貝類 が 餌 と する ワカ メ 、 テ ング サ 、 
メ 、 ホ ンダ ワラ な どの 海草 類 が た くさ ん 生息 する た め 、 黒 アワ ビ が 特産 と な っ て いま す 。 

近年 は 、 漁 筑 量 の 減少 や 輸入 魚 産物 の 増加 に よる 魚 価 低迷 、 漁 業 従事 者 の 高齢 化 や 後継 者 不足 な ど 
の 課題 を 抱え て いま す が 、 江 港 漁場 の 整備 だ け で な く 、 サザ エ や アワ ビ な どの 稚内 や アユ 、 ク ロダ イ 、 
ヒラ メ の 稚魚 の 放流 な ど 、「 つ くり 育て る 漁業 」 を 推進 し て いる と と も に 、 漁業 を まもり 育て て いく た め 
の 様々 な 取り 組み を 進め て いま す 。 人 久美 浜 湾 湊 宮 で は 、 近 年 、 若 い 世代 に よる カキ 養殖 業 の 事業 展開 
が み ら れ る だ け で な く 、 中 浜 漁港 で は 婦人 部 に よる 黒 ア ワ ビ の 養殖 が 進め られ る な ど 、 育 て る 海 業 に よ 
っ て 得 られ る 上 恵み が 本 市 の 特産 品 と し て 注目 を 浴び て いま す 。 

さら に 、 観 光 立 市 を 目指 す 本 市 で は 、 観 光 産 業 と 連携 し た “地産 来 消 ” の 取り 組み や 漁業 体験 事業 、 
漁業 や 海 を 活用 し た 一 日 漁師 体験 な どの アク ティ ビ テ ィ を 柱 と し た 「 海 業 」 の 取り 組み な ど を 進め て い 
ます 。 ま た 、 本 市 の 特徴 的 な 産業 で ある 漁業 に つい て 、 総 合 的 な 学習 の 時 間 に 地域 漁業 に 関す る 講座 を 
本 市 職員 が 行い 、 子 ども た ち に 郷土 の 良さ を 知っ て も ら う 取り 組み を 進め て いま す 。 
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[酒造 業 】 

古代 の 丹後 の 酒造 業 の 記録 と し て は 、『 丹 後 国 風 土 記 』 逸 文 に 記さ れる 
羽衣 天女 伝説 の ほか 、 天 宮 売 神社 (大 害 町 和 要 の 祭神 大 完 神 が 和 中 
IE 3 

城 宮木 簡 が 見 つか っ て いる こと が 特筆 され ます 。 

MM 7 
白 杉 酒 造 、 木 下 酒造 、 吉 岡 酒造 場 、 熊 野 酒造 な ど 多く の 造り 酒屋 が 操業 と 
し 、 さ ま ざ ま な 味覚 、 風 味 が 楽し め る 日 本 酒 が つく られ て いま す 。 近 年 は 、 喘 画 の 舞台 と し て 知ら れる 酒蔵 
市 内 の 造り 酒屋 で 体験 試飲 や 酒蔵 見 学 が 行わ れる な ど 、 観 光 事業 と の 連携 も 進ん で お り 、 映 画 の 舞台 と し て 
知ら れる 酒蔵 も み ら れ ます 。 

また 丹後 町 宇川 を 中 心 と し た 地域 で は 、 か つて 瑞 後 杜氏 が 出稼 ぎ に 出 て いま し た 。 その 歴史 は 江戸 時 代 に 
さか の ぼる も の で 、 海 が 荒れ て 漁 に 出る こと が で き な い 冬季 の 厳し い 気 候 の 時 期 に 行わ れ た 出稼 ぎ で し た 。 そ 
の 後 、 大 正 か ら 昭和 期 に か け て は 、 近 畿 や 北陸 を 中 心 に 全国 で 活躍 し 、 各 地 で 名 酒 を 生産 し まし た 。 


【 丹 後 ちり めん 】 

日 本 で の 織物 技術 は 、 弥 生 時 代 に 燃 作 と と も に 普及 し まし た 。 古 く は 、 弥 生 時 代 後期 の 今 市 墳 曹 群 (大 
宮 町 河辺 ) 出土 の 「 や り が ん な 」 に 巻い た 絹 ※、 古 墳 時 代 前 期 の カジ ヤ 古 墳 (峰山 町 杉谷 ) 出土 の 簡 形 
銅器 に つい た 平 繝 、 天 平 11 年 (739)、 鳥 取 卿 (弥栄 町 ) か ら 頁 納 され 正 倉 院 宝物 に 残る 「 縮 」 が あ 
り ま す 。 ま た 南北 朝 期 か ら 室町 時 代 初期 と され る 『 庭 訓 往来 』 に は 全国 の 特産 品 の 中 に 「 丹 後 精 好 」 が 
あげ られ て いま す 。「 精 好 」 と は 、 生 地 の 質 が 級 密 で 張り を 持つ 絹 織物 で 、 主 に 上 質 の 裕 に 使用 され た 
絹 織 物 で す 。 

江戸 時 代 前 期 の 京都 で は 、 友 入 策 の 技法 が 開発 され 、 そ の 集め 下地 と し て 西陣 で 搬 糸 を 伴う 「 ち り めん 」 
の 自生 地 が 織 ら れ ま し た 。 同じ 時 期 の 丹後 で は 、 農家 の 副業 と し て 「 歓 糸 」 や 「 細 」 が 生産 され て いま し 
た が 、 当時 の 蜂 山 工 は 作 害 や 外 依 が 重なり 、 著 財 政 や 生活 が 困 究 し て いた 時 期 で し た 。 里山 の 幼 屋 佐 平治 
(森田 治郎 兵衛 ) は 、 西 陣 で 修行 奉公 の 末 、 章 保 5 年 (1720) に ちり めん の 技 編 を 及 後 に も た らし まし 
た 。 佐 平治 が 初め て 織っ た ちり めん 布 は 禅定 寺 (峰山 町 小西 ) に 納め られ 現在 も 寺 室 と し て 大 切 に 保 
存 さ れ て いま す 。 さら に 息 政 元 年 (1789)、 峰山 藩 は 藩 令 に より 「 有 中 と 上 」 を 実施 し て 用 
を 防ぐ こと に し まし た 。 この 制度 が 丹後 ちり めん の 「 品 質 検 査 制 度 」 の na 
始ま り で 、 丹後 機 業 史 の 中 で 画 期 的 な も の と いわ れ て いま す 。 また 文政 
3 年 (1820) に は 、 峰山 落 の ほか 宮津 藩 な どの 機 屋 が 連携 し 、 口 大 野村 
に 「 三 領分 大 会 所 」 と 呼ば れる 組織 を 造り まし た 。 そ の 後 、 天 保 11 年 
(1840) の 『 諸 国産 物 大 数 望 』 で は 、 西 の 小結 に 「 タ ン ゴ 縮 縮 」 が 記さ 
れる まで に 発展 し まし た 。 また 金比羅 神社 (峰山 町 泉 ) 境内 社 の 木島 | 
神社 に は 、 養 装 の 敵 で ある ネズ ミ を 取る の が 猫 で ある た め 、 狐 犬 の 代わ 
り に 大 変 珍し い 獲 猫 が 礼 ら れ て いま す 。 

明治 期 に 入る と 、 生 終 や 織物 は 、 重要 な 輸出 品 と な り ま し た 。 丹後 ち 
り め ん も 海外 向け の 製品 が 求め られ 、 国内 向け に は 、 換 糸 を 使わ な いち 
り め ん 風 の 旭 織 や 、 大 宮 町 口 大 野 の 蒲田 善 兵衛 が 発明 し た 綿 ち り め ん 
な ど が 作ら れ ま し た 。 これ ら は 、 ちり めん 生産 に 粗製 乱造 傾向 を 生む こ 
と に な っ た た め 、 大 正 か ら 昭和 戦前 期 に は 久 後 織物 同業 組合 (現在 の 計 柄 始 得 清田 氏 記 念 


ん そめ 
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丹後 織物 工業 組 合 ) が 設立 され 、 丹後 震 炎 か ら の 復興 を 経て 、 精錬 を 丹後 で 行う 「 国 練 」 が 実施 され まし 
た 。 ち り め ん 製造 は 、 個 人 経営 の 賃 機 の ほか 、 足 米 機 業 場 (網野 町 島津 ) な どの 大 型 の ちり めん 工場 が 
稼働 し て お り 、 技 術 面 の 指導 は 京都 府立 織物 試験 所 (現在 の 京都 府 織 物 ・ 機 械 金属 振興 セン ター) が 行い 
まし た 。 試 線 品 見 本 帳 な ど は 、 当 時 の よう す を 伝え る 資料 で す 。 ま た 絹 糸 の 原料 と な る 窒 を 飼う 産 酸 は 、 
大 正 年 間 が 最盛 期 で し た 。 昭 和 20 年 代 ま で は 盛ん に 行わ れ 、 農 家 の 大 切な 収入 源 で し た 。 較 下 の 風穴 
(丹後 町 遠 下 ) は 、 春 の 卵 で ある 春 種 を 保管 し た 場所 で し た 。 

戦時 中 の 中 断 期 を 経て 、 戦後 も 海外 向け 生産 が 
引き 続き 行わ れ ま し た 。 転機 と な っ た 高度 経済 成 5 


長期 に は 、 和 服 生地 の 生産 が 中 心 と な り 、 い わ ゆ 。 や 


る 「 ガ チャ 万 景気 」 の も と 、 昭和 48 年 (1973) に " 


生産 量 は 頂点 に 達し まし た 。 そ の 後 、 生 産 量 は 減 画 . 

少し ます が 、 一 方 で 着物 以外 の 分 野 の 開発 や 海外 ' 半 - 較 画 画 
へ の 挑戦 を 行う 事業 者 も あり 、 現 在 の 丹後 ちり め We 2 2 am Aa 2 
ん は 新た な 展開 を 見 せ て いま す 。 図 1-18 丹後 織物 産地 の 推移 (ちり めん 生産 量 ) 
市 で は 、 平 成 26 年 (2014) 12 月 に は 、 奈 種 業 、 NR 


よう さん ぎょ う せい し ぎょ う 


窒 業 、 製 系 業 、 絹 織物 業 、 絹 製品 製造 加工 業 な ど 、 現 在 の 壌 糸 ・ 絹 業 の 振興 を 図る と と も に 、 絹 の 素 
材 ・ 機 能 を 活用 し た ヘル スケ ア 産 業 、 医 療 ・ 医 薬 産業 、 産 業 素材 産業 な ど 新た な 絹 産 業 の 創業 や 事業 創 
出 を めざし て 、『 新 シル ク 産 業 創造 研究 会 』 を 創設 し 、 検 討 を 行い 、 平 成 28 年 (2016) 3 月 に 「 絹 の ふ 
る さと 京 玉 後 推進 プラ ン 」 を 策定 し まし た 。 


【 機 械 ・ 金 属 産業 】 

織機 調整 技術 者 や 戦時 中 の 疎開 工場 の 出身 者 に よる 起業 を ルー ツ と し 、 そ の 後 中 核 企業 の 地域 貢献 に 
より 市 内 取引 関係 の 構築 も 進む 中 、 機械 ・ 金 属 産 業 が 大 きく 躍進 し まし た 。 機械 計算 機 の 生産 が 本 格 的 
と な り 、 昭和 44 年 (1969) に は 、 生産 台数 が 国内 シェ ア の 40% を 占め て いま し た 。 これ が 基礎 と な り 、 
ミシン の 部 品 や オー トバ イ 部 品 、 自 動車 部 品 の 生産 か ら 工 作 機械 製品 の 製造 が 丹後 の 「 も の づく り 」 の 
基盤 を 支え を て いま す 。 機械 ・ 金 属 産業 を 支え る 人 材 、 特 に 若者 の も の づく り 離 れ や 新規 学卒 者 の 市 外 流 
出 に より 、 人 材 の 高齢 化 や 人 材 不足 が 課題 と な っ て いま す が 、 関 係 団体 や 企業 が 一 体 と な っ て 、 産業 人 
材 の 確保 、 育 成 に 取り 組み 、 企業 誘致 に よる 新規 雇用 の 場 づ くり な ど 、 新しい 働き 方 の 創造 に 取り 組ん 
で いま す 。 


【 も の づく り の ふる さと 丹後 】 

『 稚 後 国 風土 記 』 の 羽衣 天女 は 、 方 病 に 効く 酒 を 造っ た 豊 宇賀 能 売 神 、 す な わ ち 伊勢 神宮 外宮 の 豊 受 
大 神 と 記さ れ ま す 。 丹後 に は 元 伊勢 伝 基 が あり 、 天 女 が 祀 られ た 奈 具 神 社 を は じ め 豊 受 大 神 を 祀 る 神社 
が あり ます 。 近 世に さか の ぼる 伝承 と し て 、 月 輸 田 ( 蜂 山 町 二 箇 ) は 、 豊 受 大 神 に よる 科 作 発祥 の 地 
と 伝え 、 木津 (網野 町 ) の 地名 の 由来 は 、 垂 仁 天皇 の 時 代 に ' 橘 を 持ち 帰っ た 菓子 作り の 祖 、 田 道 間 守 命 
と の 関係 が 伝わっ て いま す 。 ヤ マト タケ ル の 祖母 で ある 垂 仁 天皇 の 皇后 は 、 丹 後 出身 の ヒバ ス ヒ メ で あ 
り 、 そ こ か ら 想 起 さ れ た と 思わ れ ま す 。 

本 市 の も の づく り の 源流 は 、 後 世 の 伝説 ・ 伝 承 を 根拠 と する 場合 が 多い で す が 、 一 部 は 古代 に さか の 
ぼる も の で す 。 こ の た め 、 本 市 で は 「 日 本 の ふる さと 丹後 」 を キャ ッ チ フレ ー ズ の 一 つと し て まち づく 
り を 推進 し て きま し た 。 
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【 観 光 客 数 と 観光 産業 】 

京丹後 市 の 観光 産業 は 、 夏 季 の 海水 浴 、 冬 季 の カニ を 中 心 に 、 昭 和 50 年 代 頃 か ら 平 成 10 年 (1998) 
頃 に か け て 大 ぎく 成長 し 、 平 成 10 年 に は 年 間 観光 入 和 審 数 が 223 万 人 に 達し まし た 。 し か し 氷 浴 や 
カニ に よる 誘客 が 減少 し た こと に 加え 、 旅行 形態 の 変化 、 旅行 ニー ズ の 多様 化 な どの 要因 に より 、 平成 
24 年 (2012) に は 観光 入 込 客 数 が 172 万 人 に まで 落ち 込み まし た 。 そ の 後 、 平 成 25 年 (2013) か ら は 
府 北部 7 市 町 の 連携 に よる 広域 的 滞在 弟 観 光 を 目指 し た 「 海 の 京都 」 の 取組 が スタ ー ト し 、 平 成 26 年 
(2014) に は 「 海 の 京都 角 光 半 」 と し て 国 の 認定 を 受け 、 平 成 27 年 (2015) に は 「 海 の 京都 博 」 の 開 
催 、 ま た 同年 の 京都 縦貫 自動 車道 全線 開通 、 平 成 28 年 (2016) の 山陰 近 襲 自動 車道 「 京 丹後 大 宮 イ ン 
二 半 NM 令 和 元 年 (2019) に は 、 観光 入 込 客数 が 212 万 人 まで 回 復 
し まし た 。 そ の 後 、 新型 コロ ナウ イル ス の 感染 拡大 防止 の た め 、 皿 急 事態 韻 言 の 発 員 や 外出 自 斎 の 
要請 が 行わ れ 、 多く の 観光 施設 で 閉館 、 休業 、 入場 制限 等 が 行わ れ た こと 、 各 種 イ ベン ト の 中 止 等 か ら 、 
令 和 2 年 (2020) 度 は 165 万 人 まで 減少 し まし た 。 

観光 を 取り 巻く 課題 と し て は 、 ① 観 光 客 の 滞在 時 間 が 短く 、 日 帰り 客数 と 比較 し て 宿泊 客数 が 伸び 
悩ん で いる こと 、 ② 高 速 道路 開通 に よる 観光 客 増 が 客 単価 増 に つなが っ て いな いこ と 、③⑨ 夏 ・ 冬 の 「 ニ 
季 希 の 観光 地 」 で 、 年 間 を 通じ た 安 定 し た 誘客 が 実現 し て いな いこ と 、④ 外 国人 旅行 客 の 誘致 が 不 十分 
で ある こと 、⑤ 観 光 地 と し て の 論 知 度 が 低く 、 効 果 的 な 観光 情報 の 発信 が で き て いな いこ と 、⑥@ 評 価 が 
高い 「 食 」 の 魅力 が 十分 に 活用 され て いな いこ と 、⑦ ジ オ パ ー ク が 育む 地域 資源 、 四 季 折 々 の 魅力 が 十 
分 に 生か され て いな いこ と 、 地 域 や 業界 等 が 一 体 と な っ て 取り 組む 体制 、 機 運 が 不 十分 な こと 、@ 観 


光 業 を 支え る 人 材 不足 、 が 挙げ られ て いま す 。 
出典 : 第 3 次 京丹後 市 観光 振興 計画 「” 旬 ” で も て な す 食 の まち 」、 京 都 府 観光 入 込 客数 


(人 ) ( 千 円 ) 
2.500,000 9.000,000 
8.000,000 


2.000,000 ァ 000.000 
6,000,000 
1.500.000 
5,000,000 
4000,000 
1.000.000 
3.000,000 
500.000 2.000,000 
1.000.000 
0 0 
H21  H22  H23  H24  H25 H26  H27 H28 H29 H30 R 元  R2 


昼 計 観光 入 込 客数 (人 ) 一 一 観光 消費 額 ( 千 円 ) 


1-19 観光 入 込 客数 観光 消費 額 の 推移 
資料 : 京 都 府 観 光 入 込 客数 及び 観光 消費 額 


経 ケ 岬 灯台 


資料: 京丹後 市 HP 


28 


【 観 光 振興 策 の 展開 】 

本 市 は 平成 21 年 2009) の 「 京 玉 後 市 観光 立 市 推進 条例 」 の 制定 以降 、「 京 丹後 市 観光 振興 計画 」〈 平 
成 21 年 (2009) : 第 1 次 、 平 成 25 年 2013) : 第 2 次 〉 を 策定 し て 観光 施策 を 推進 し て きま し た 。 し か 
し 、 観光 を 取り 巻く 本 市 の 諸 課題 に 対応 し た 新た な 観光 立 市 の 実現 を 目指 すこ と が 求め られ る こと か ら 、 
第 3 次 京丹後 市 観光 振興 計画 〈" 旬 " で も て な す 食 の まち ー ジ オ の 魅力 あふ れる 「 河 在 型 観光 地 へ 」) ( 計 
画 期間 : 20182022 年 度 ) を 策定 し まし た 。 

第 3 次 観光 振興 計画 で は 、「 他 地域 と の 差別 化 」 を 図り 、「 本 市 の 強み を 活か せる 、 絞 り 込 み の 戦略 」 
と し て 「 旬 」 と 「 こ だ わり 」 を 持つ 「 食 で も て な す 観 光 」 を 中 心 に 、「 ジ オ パ ー ク が 生み 出す 、 魅 力 ある 
多様 な 資源 」 を 活か し た 、 四 季 を 通じ た 「 滞 在 型 の 観光 地 づ くり 」 を 進め る こと を コン セプト に 掲げ て 
いま す 。 

計画 の 基本 方 針 と し て 、①「“ 旬 " で も て な す 食 の 観光 」 を 徹底 的 に 推進 する 、 ジオ パー ク や 四季 の 
魅力 を 活か し た 「 体 験 ・ 滞 在 型 の 観光 地 」 を つく る 、③ 外 国人 旅行 客 、 宿 泊 客 等 の 誘致 を 強化 する 、④ 
「 ジ オ ・ ス ポー ツ 」 や 「 ジ オ ・ ア クティ ビ テ ィ 」 で 観光 交流 人 口 の 拡大 を 目指 す 、⑤ 徹 底 し た マー ケ テ 
ィング 手法 で 戦略 的 に 観光 情報 を 発信 する 、⑥ 地 域 総 ぐる み の 観 光 地 づ くり を 推進 する 、 の 6 つ を 掲げ 、 
この 基本 方 針 に 基づく 施策 を 展開 し て いま す 。 

さら に 6 つの 基本 方 針 の な か で も 、① と ② を 重点 的 か つ 優 先 的 な 基本 方 針 と 位置 づけ 、 基 本 方 針 ② の 
戦略 的 な プロ ジェ クト と し て は 、 日 本 遺産 「 丹 後 ち ら り めん 回 廊 」 の 繊 物 業 や 「 ハ イ テ ク ラン ド 」 を 構成 
する 機械 金属 業 な どの 特色 ある 産業 を 活か し た 「 産 業 観光 」 の 展開 や 「 丹 後 王国 」 な どの 歴史 や 遺跡 
ふる さと の 伝説 を 観光 に 活用 する こと を 掲げ て いま す 。 

計画 の 基本 方 針 を 受け た 重点 的 な 戦略 プロ ジェ クト と し て 、 美食 観 光 、 ま ち 歩 き 観光 、 体 験 型 ・ 産 業 
観光 、 教 育 旅 行 な ど の アク ショ ンプ ラン を 実行 する た め 、 ジ オ パ ー ク 主要 スポ ッ ト や 日 本 遺産 「 丹 後 ち 
り め ん 回 廊 」 構 成文 化 財 の ほか 、 間 人 ・ 人 竹野 の 漁師 町 や 峰山 の 金 刀 比 羅 神社 周辺 、 網 野 や 浅 蔵 川 の 機 屋 
の 町 並み 、 久 美浜 の 歴史 的 町 並み 、 湊 宮 の 町 並み な どの 町 歩き スポ ッ ト を 観光 振興 計画 マッ プ と し て 取 
り 上 げ て いま す 。 

こう し た 観光 振興 計画 に 基づく 戦略 的 な 取り 組み と し て 、 京 丹後 市 観光 公社 (以下 「 観 光 公社 」 と い 
う ) で は 、 公 式 ホ ー ム ペー ジ 「 京 丹後 ナビ 」 を 開設 し 、 ジ オ の 恵 
み で ある 温泉 、 旬 で も て な す 食 の まち 、 歴史 文化 に あふ れる まち 、 
丹後 半島 を 一 周 す る ツー リン グ な どの 観光 情報 を 提供 し て いま 
す 。 さ ら に 、 観 光 公社 が ツア ー を 主催 し て 、 市 内 の 各地 の 魅力 を 
情報 発信 し て いま す 。 

この ほか 、 リ アル タイ ム 道 路 情報 や ライ ブ カ メ ラ な どの 情報 や 
映像 を 発信 する た け で な く 、 デ ジタル 観光 パン フレ ッ ト の 公開 や 
各所 で 展開 する 体験 メニ ュー を 紹介 し て いま す 。 

また 、「 丹 後 ナ ビ 」 で は 市 内 の ロケ 地 や ロケ 作品 を 紹介 し 、「 ロ 
ケ の メッ カ 」 を 目指 し て 、 官 民 が 一 丸 と な り 積 極 的 に 情報 を 発信 
し て いこ うと し て いま す 。 そ の 結果 、「 第 12 回 ロケ ーション ジャ 晴明 大 区 
パン 大 賞 」 に 、『 映 画 太陽 の 子 』〈 令 和 3 年 (2021) 8 月 上 映 ) =m クー 
(丹後 町 平 海岸 ) と 『 天 外 者 』〈 令 和 2 年 (2020) 1 2 月 上 映 ) ( 網 。 カラ シャ 骨 酔 地 「 味 寺野 
野 町 三津 洲 港 ) の ロケ 地 と し て 、 初 め て 京丹後 市 が ノミ ネー ト 地 を 巡る 旅 マ ッ プ 
域 ・ 作 品 に 選ば れ ま し た 。 


」 
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2 一 4. 土地 利用 
京丹後 市 域 に つい て 、 土地 利用 種別 の 面積 割合 を みる と 、 森 林 が 79.2% と 最も 多く な っ て お り 、 次 い 
で 田 が 10.0%、 建 物 用 地 が 4.6%%6 と な っ て いま す 。 


河川 、 湖 沼 等 , 海浜 , 0.1% 
その 他 の 用 地 , 0.8% 1.0% ゴル フ 場 , 0.1% 


道路 ・ 鉄 道 。0. 2% ー 
建物 用 地 , 4.66 ニーー / se 
・ り 0 


荒地 0.4% 


1-20 土地 利用 種別 面積 割合 
※ 国 土 数 値 情報 土地 利用 細分 メッ シュ デー タ [H28〕※ 単 位 :3 次 メッ シュ 1/10 細分 区 画 (100m メッ シュ ) を 用 い 、GIS 上 で の 面積 割 合 を 概算 し た 。 


土地 利用 種別 較 計 導 . 欠 道 


内 凍 諾 その 他 の 用 地 
その 他 の 臓 用 地 導 還 河川 、 洋 沼 等 
| 詞 | 


荒地 
建物 用 地 


| 部 影 : 


1-21 土地 利用 細分 図 
資料 : 国 土 数 値 情報 土地 利用 細分 メッ シュ デー タ 【H28]※ 単 位 :3 次 メッ シュ 1/10 細分 区 画 (100m メッ シュ ) よ り 作成 
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2-5. 交通 

自家 用 車 な ど に よる 市 外 か ら 京 丹後 市 へ の アク セス に は 、 平 成 28 年 (2016) に 供用 が 開始 され た 山陰 
近畿 自動 車道 の 京丹後 大 宮 イ ンタ ー チ ェ ン ジ が 支 関 口 と な っ て いま す 。 現在 、 自動 車道 は 、 峰山 、 網野 、 
豊岡 方 面 へ の 邊 介 工事 が 着実 に 進め られ て いま す 。 こ の ほか 、 市 内 の 道路 綱 は 、 国 道 178 号 、 国 道 312 
号 、 国道 482 号 を 基幹 と し て 、 主要 地方 道 伴 網野 線 や 味 土 野 大 宮 線 な どの 府 道 が 整備 され て いま す 。 府 
道 の う ち 山 間 部 で は 、 一 部 幅員 が 狭い 区 間 も み られ ます 。 

市 域 の 主 な 人 共 交 通 機関 と し て は 、 鉄道 と 路線 パス が あり ます 。 この うち 鉄道 は 、 宮津 と 豊岡 を 結ぶ 
京都 丹後 鉄道 宮 豊 線 が 運行 され 、 宮 津 市 、 与謝 野 町 、 伊 根 町 を 含む 2 市 2 町 で 、65 歳 以上 の 高齢 者 を 対 
象 に 蓮 貸 を 上 限 200 円 と する 「 高 齢 者 200 円 レー ル 」 を 実施 し て いま す 。 路線 バス と し て は 、 久 後 海陸 
交通 (株 ) が 9 路線 ! を 運行 され て いる ほか 、 市 営 バ ス 9 路線 を 運行 し て お り 、 通 学 、 通 院 、 買 い 物 な ど 
地域 住民 に と っ て 不可 欠 な 交通 機関 と な っ て いま す 。 また 市 内 の バス は 、 平成 22 年 (2010) より すべ て 
の 路線 で 運賃 が 一 乗車 に つき 200 円 を 上 限 と する 「 上 限 200 円 バス 」 を 運行 し て いま す 。 バ ス の 大 幅 な 
利用 促進 に 結び 付い た この 政策 は 、 そ の 後 、 宣 津 市 、 与 謝 野 町 、 伊 根 町 に も 広がり まし た 。 

この ほか 、 京 都 方 面 へ は 京都 丹後 鉄道 の 特急 列車 が 、 京 都 ・ 大 阪 方 面 へ は 、 丹 後 海陸 交通 (株 ) の 高 
速 バス が 運行 され て お り 、 利 便 性 が 向 上 し て いま す 。 


主 な 交通 綱 

高速 道路 

ーー 一 般 国道 

ーー 一 般 府県 道 (放線 部 分 は 未 供用 ) 

ーー 主要 地方 道 (府県 道 ) (※ 点 線 部 分 は 未 供用 ) 
m 高速 IC・JCT 


ーーー 京都 丹後 鉄道 ー ン テバ ) い @ 
ンプ 


3 


ー い ト ヽ 
還 駅 (※ 主 駅 名 の み 栖 記 ) 7 な 


に 震 
7 網野 重 
了 み ジ / 


Z も A 
テン 人 紀和 / 


ル ィ 2 ン ー 
者 い A 


1-22 主 な 交通 綱 
出典 : 京 者 府 ・ 市 町 村 共同 統合 型 地図 情報 シス テム 【GIS] (京都 府 管内 道路 マッ プ ) 、 国土 数 値 情報 〔R2 鉄道 時 系 列 デー タ ] 〔R2 高速 道路 時 系 列 デー タ ] よ り 作成 


g が 、 


1 京丹後 市 公共 交通 ガイ ドブ ッ ク ( 令 和 4 年 3 月 12 日 改正 ) 
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2-6. 法規 制 
【 都 市 計画 区 域 】 

市 域 で は 、 合 併 前 の 峰山 町 と 網野 町 が 、 町 域 の 一 部 に 都市 計画 区 域 の 指定 を 行っ て お り 、 京 丹後 市 発 
足 後 も その まま 引き 継が れ て いま し た 。 し か し 、 そ の 後 の 社 会 情勢 の 変化 も あり 、 平 成 27 年 (2015) 3 
月 31 日 、 峰 山 都 市 計画 区 域 、 細 野 都 市 計画 区 域 お よび その 周辺 を 一 つの 都市 計画 区 域 と し 、「 京 丹後 者 
市 計画 区 域 」 が 指定 され まし た 。 


記 よし は ら ふ だ し けん 和え お り も と ふる どの むろ ご ぶ ふく ぶさ ぶ き や 
都市 計画 地域 に 含ま れる 地域 は 、 峰 山 町 の 吉原 、 不 断 、 四 軒 、 上 、 織 元 、 古 殿 、 室 、 呉 服 、 富 貴 屋 、 
さか い な . に わ し ら が ね いずみ 2 まう じ ちと せ S たび な に や す すげ に ん ば り な が お か ん まち ら や ま な いき を ん 1 
上 界 、 浪 花 、 自 銀 、 泉 、 光 明寺 、 千 歳 、 御 旅 、 杉 谷 、 安 、 菅 、 新 治 、 長 剛 、 新 町 、 荒 記 、 丹 波 、 
や た いし まる あか さか 5 くち お お の す き こ うべ 凍 5 じ も り も と 
矢田 、 石 刀 、 赤坂 大 宮 町 の 口 大 野 、 周 松 、 河辺 、 善 王 寺 、 森本 の 一 部 (工業 団地 周辺 )、 網野 町 の 網野 、 
あさ も が わ し も お か いく の うち 


浅 茂 川 、 下 岡 、 小 浜 、 公 庄 、 高 橋 の 一 部 、 郷 の 一 部 、 生 野内 の 一 部 ( 旧 郷 村 に お ける 京都 丹後 鉄道 軌道 


HE 


1-23 都市 計画 区 域 


出典 : 都 市 計画 区 域 新旧 比較 図 (平成 27 年 3 月 31 日 公示 )、 国 土 数 値 情 報 (H30 都市 地域 デー タ ] よ り 作 成 
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【 自 然 環境 保全 地域 自然 公園 地域 】 
市 内 で は 、 自 禁 培 境 保全 法 や 、 京都 府 環境 を 守り 育て る 9 NM 
守ら 


紋 後 上 計 内 山 


地域 と し て 、 府 内 有数 の プ ナ 林 を 有する 「 凡 後 上 世 屋 内 山 」 と 、 信 仰 の 対象 と し て 城跡 と と も に 
て きた 「 権 規 出 」 の 2 地区 が 指定 され て いま す 。 
自然 公園 と し て は 、 山 陰 海 岸 国立 公園 、 丹 後 天 橋立 大 江山 国定 公園 の 2 か 所 が 指定 され て いま す 。 


山陰 海岸 国立 公園 区 域 に 含ま れる 五色 浜 で は 、 流 紋 周 の 62 


か いし ょ くだ いち 


海 食 台地 が あり 、 ワカ サハ マギ ク ヤ ナガ ハシ スミ レ な どの 貴重 な 植物 群落 が み ら れ ます 。 また 、 小 天橋 
で は 、 ト ウ テ イ ラン 、 ウン ラン 等 の 学術 休 値 が 高 か 群落 が み ら れ ます 。 


は ん と うか い が ん ち せ や こう げん ち 


丹後 天橋 立 大 江山 国定 公園 の うち 、 後半 島 海 岸 地 区 と 世 屋 地区 の 2 地区 が 市 内 に 位置 し て いま 


き が ん さき か い が ん けい か ん 


す 。 及 後半 人 光則 地 折 は 、 半 島 が 持つ 多様 な 地形 、 の 激 や 、 州 人 軍 な ど 、 さ ま ざ ま な 海岸 景観 、 
必 史 的 資源 な どの 文化 景観 が あり 、 和 了 多 料 の 風景 が 見 られ ます 。 世 屋 高 原 地 区 は 、 数 半 、 依 違 


山 、 金剛 間 子 出 な どの 山 が 連なる 高原 か ら な り 、 府内 有数 の 広大 な 落 業 広葉 構 株 整 と 谷 を 流れ る 渓流 や 
ん が ん けい けい か ん な だ 


希少 な 草花 な ど に よる 山間 景観 、 山 頂 か ら 真下 に 海 を 見 下ろ す 半島 な ら で は の 眺望 景観 、 棚 田 や 歴史 
的 資源 な どの 文化 景観 も 含む 多様 な 自然 の 風景 地 と な っ て いま す 。 
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現 山 京都 府 歴 史 的 
自然人 地域 


自然 公園 


2 四国 立 公 園 


| 四国 定 公園 
特別 地域 


(自然 環境 保全 地域 


へ 導 証 吉 都 府 自然 環境 保全 地域 
。 還 記 京都 府 歴史 的 自然 環境 保全 地域 


の 年 ' の イア う 川重 地域 
1-24 自然 公園 ・ 自 外 人 環境 保全 地域 の 指 定 状況 
出典 : 国 土 数 値 情報 [H27 自然 公園 地域 デー タ ] 〔H27 自然 環境 保全 地域 デー タ 〕 、 京 都 府 資料 、 環 境 省 資料 より 作成 


す 
ンー 
ふ 

ィ イ バ 
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表 1-4 自然 環境 保全 地域 の 指定 状況 


名 称 所 在 ・ 指 定 面積 指定 理由 根拠 法令 
丹後 上 世情 | 画 所 在 地 : 宮津 市 字 上 | 宮津 市 と 京丹後 市 大 宮 町 の 境 に ある 丹後 上 世 屋 内 山 保全 地域 は 、 丹 後半 島 東 
内 山 京 都 府 | 世 屋 及び 祥 後 市 大 宮 | 部 の 山地 に 位置 し 、 府 内 有数 の ブナ 自然 林 を 挫 す る 地域 で ある 。 特 に 本 地域 
町 石 十 河 地内 の ブナ 株 は 標高 450m 付 近 の 低い 標高 か ら 分 布 が 見 られ る ほか 、「 あ が りこ 」 
自然 環境 保 | 画 格 先 面 積 : 115.24ha | と 呼ば れる 巨大 な ブナ の 変 木 が 点 在 する な ど 、 学 術 上 価値 の 高い 自然 で あり 、 
全 地 域 (うち 京 丹 後 市 炭焼 き や 柴 刈り な ど 地 域 住民 の 暮らし や 営み と 深い 関わ り を 持ち な が ら 守 ら 
42.03ha、 宣 津 市 れ て きた すぐ れ た 自然 環境 で ある こと か ら 、 保 全 地 域 に 指定 し て いる 。 
73.21ha) ノ 根拠 法令 : ①、②、③ 
権現 山 京都 | 軒 所在地 : 京丹後 市 峰 | 京丹後 市 峰山 町 の 北西 に 位置 する 権現 山 (標高 18Im) は 、 古 く か ら 信仰 の 対 
語 歴 中 的 自 | 中 加 原 権現 山地 内 | 金 と し て 、 城跡 と と も に 自然 が 守ら れ て きた 地域 で ある 。 特 に ほぼ 極 相 居 態 
(吉原 山城 跡 周辺 地 | の 常緑 広葉 樹林 や 典型 的 な 恩 移 途上 の 形態 を 示す 落葉 広葉 樹林 、 針 葉 樹林 な 
人 欠 環境 保全 | 大 ) どの 天然 林 と 吉原 山城 跡 等 の 歴史 的 遺産 な ど が 密接 に 結び つい て 優れ た 歴史 
地域 画 指定 面積 : 14.83 ha | 的 風土 を 形成 し て いる た め 、 保 全 地 域 に 指定 し て いる 。 ノ 根拠 法令 : ②、③ 


根拠 法令 : ① 自 然 環境 保全 法 (昭和 47 年 8 
きす て る 条例 施行 規則 (平成 8 年 京都 


境 を 守り 


有 


第 85 号 )、② 京 都 府 環境 を 守り 育て る 条例 (平成 ? 年 京都 府 条 例 第 33 号 )、③ 京 都 府 環 
府 規則 第 5 号 ) 出 


遇 京都 府 レッ ド デ ー タ ブッ ク 2015 より 作成 


表 1-5 自然 公園 の 指定 状況 


名 称 場所 ・ 指 定 面積 等 概要 

山陰 海岸 | 置 所在地 : 京都 府 、 兵 | 山際 海岸 国立 公園 は 、 東 は 京都 府 京丹後 市 か ら 西 は 鳥取 県 鳥取 市 に 至る 約 
国立 公園 庫 県 、 鳥 取 県 75km の 海岸 部 が 指定 され て いる 。 山 地 が 直接 海 に 接する リア ス 海 岸 ( 沈 水 海 
画 指 定年 月 日 : 岸 ) で 、 海 食 崖 、 海 食 洞 、 岩礁 な ど が 著しく 発達 し 、 海 域 と 一 体 と な っ た 変化 
昭和 38 年 7 月 15 日 に 富む お 海岸 景観 が 特色 と な っ て いる 。 そ の 一 方 で 、 海 食 や 河口 か ら 運 ば れ た 
画面 積 ( 陸 域 の み ) : 砂 に より 形成 され た 鳥取 砂丘 に 代表 され る 開放 的 な 砂丘 の 景観 も 特色 と な っ 
8, 783ha て いる 。 こ の よう に この 国立 公園 で は 特質 な 地形 が 随所 で 見 られ 、 ま た 、 こ 
(京丹後 市 1, 206ha) れ ら の 地形 は さま ざま な 岩石 か ら 成 っ て いる こと か ら 「 地 質 の 公園 」、「 岩 石 
美 の 公園 」 と も 呼ば れ て いる 。 平成 22 年 (2010) に は 山陰 海岸 国立 公園 を 中 
心 と する 「 山 陰 海 大 ツ ヅ オ パー ク 」 の 世界 ジオ パー ク ネ ッ トワ ー ク へ の 加盟 が 

認定 され 、 山 陰 海 岸 の 重要 性 が 世界 的 に も 認め られ て いる 。 
丹後 天橋 | 置 所 在 地 : 福 知 山 市 、 舞 | ① 丹 後半 島 海岸 地区 : 当 地区 は 、 日 本 海 に 面 し 、 岩礁 海岸 や 砂浜 海岸 、 砂 州 な 
立 大 江山 鶴 市 、 宮 津 市 、 京 丹後 | ど 、 多 様 な 海岸 地形 と な っ て いる 。 こ の 地区 は 、 半 島 が 持つ 多様 な 地形 に 併せ 、 砂 
市 、 伊 根 町 、 与 謝 野 町 | 浜 や 奇岩 、 砂 州 、 島 、 岬 な ど 、 さ ま ざ ま な 海岸 景観 が あり 、 歴史 的 資源 な どの 文化 

国定 公園 


画 指 定年 月 日 : 

平成 19 年 8 月 3 日 

一 面積 : 19,023ha 
(京丹後 市 5,338ha) 


景観 を 含め 、 海 岸 独特 の 自然 風景 で ある 。 

② 世 屋 高原 地区 : 当 地区 は 、 丹 後半 島 の 東側 に 位置 し 、 権 現 山 、 太 鼓 山 、 依 遅 ヶ 
尾山 、 金 剛 童 子 山 な ど 、 標 高 500m か ら 600m の 和 村 線 が 連なる 高原 地形 で ある 。 
この 地区 は 、 府 内 有数 の 広大 な 落葉 広葉 樹林 帯 と 谷 を 流れ る 渓流 や 希少 な 草花 
等 に よる 山間 景観 、 山頂 か ら 真下 に 海 を 見 下ろ す 半 島 な ら で は の 眺 望 景 観 が あ 
り 、 棚 田 や 歴史 的 資源 な どの 文化 景観 も 包含 する 多様 な 自然 の 風景 地 で ある 。 

③ 大 江山 連峰 地区 : 当 地区 は 、 丹 後半 島 の 南 に 位置 し 、 西 か ら 赤石 ヶ 績 、 千 丈 ヶ 
獲 、 鳩 ヶ 峰 、 鍋 塚 、 鬼 の 岩屋 、 杉 山 、 赤 岩山 、 由 良 ヶ 岳 と 、 標 高 600m か ら 800m 
の 和 線 が 東西 に 連なっ て いる 連山 地形 で あり 、 こ の 地域 を 代表 する 山 で ある 。 処 
線 か ら は 360 度 の 視界 が 広がる パノラマ 景観 や 連山 の 山岳 景観 、 鬼 織 稲 荷 神社 
か ら 見 る 海原 の よう な 雲海 と 、 多様 な 自然 風景 を 望む こと が で きる 。 また 、 当 指定 
地域 は 、 日 本 三景 の 天橋 立 そ し て 、 丹 後 王国 さら に は 、 大 江山 の 鬼 伝 説 な ど 歴 史 


や 文化 に も 彩 ら れ て いる 。 
出典 : 山 陰 海 岸 国立 公園 指定 書 ( 環 境 省 、 平 成 26 年 3 月 31 日 )、 京 都 府 資料 より 作成 
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2-7. 美しい ふる さと づく り の 取り 組み 

本 市 の 海岸 線 は 、 山 陰 海 央 国立 公園 及び 久 後 天橋立 大 江山 国定 
公園 に 指定 され て いま す 。 また 、 丹後 半島 の 山地 は 、 市 内 を 南北 に 流 
れる 河川 の ' 源 と な っ て お り 、 海 と 山 が 織り 成す 豊か で 美しい 自然 
環境 は 、 本 市 の 誇る べき 資産 で す 。 こ の 美しい ふる さと の 自然 環境 
を 保全 し 、 将 来 の 世代 に 引き 継ぐ た め 、 市 民 お よび 関係 する 全て の 
人 が 協力 し て 次 代 に 美しい ふる さと を 継承 し て いく まち づく り に 努 
め る こと を 目的 に 「 京 丹後 市 美しい ふる さと づく り 条 例 」 が 制定 され 
て いま す 。 こ れ は 旧 網 野 町 が 平成 13 年 (2001) 7 月 に 制定 し た 条例 
を 本 市 が 引き 継ぎ 、 平 成 29 年 (2017) 4 月 1 日 に 改正 施行 し て いま 
網野 町 掛 津 ・ 遊 に ある 「 琴 引 浜 」 は 、 全 国 初 の 禁煙 ビー チ と し て 、 
本 条例 に より 特別 保護 区 域 に 指定 され て いま す 。 鳴 き 砂 を 構成 する 砂 
は お も に 石英 で す が 、 汚 れる と た ち ま ち 鳴 か な く な る と いう 繊細 な 性 
質 を 持っ て いま す 。 そ の た め 、 琴 引 浜 で は 、 花 火 、 キ ャ ンプ 、 炊 飯 な 
ど 鳴 き 砂 に 悪影響 を 与え る 行為 を 禁止 し て いま す 。 この 貴重 な 鳴き 砂 
を 保護 し て いく た め に 、 住 民 と 行政 が 連携 し て 様々 な 取組 が 続け られ 
て いま す 。 

昭和 62 年 (1987) に 設立 され た 「 琴 引 浜 の 鳴り 砂 を 守る 会 」( 以 下 
「 守 る 会 」 と いう ) は 、 夏季 の 海水 浴 シ ー ズ ン の 禁煙 ビー チ パ トロ ー 
ル の ほか 、 自然 環境 保護 の シン ポジ ウム の 開催 、 浜 へ 流入 する 河川 の 
水質 調査 、 渡 着物 展 の 開催 な ど 鳴き 砂 保護 の 啓発 活動 に 取り 組ん で 
いま す 。 

この 「 守 る 会 」 の 活動 と 呼応 する よう に 、「 琴 引 浜 」 が 平成 19 年 


て ん ね ん き ね ん ぶつ 


(2007)、 国 の 天 杖 記念 物 及 び 名 勝 に 指定 され まし た 。 こ の ほか 、 琴 


引 浜 観光 資源 調査 の 実施 、「 鳴 き 砂 の 保護 と 活用 を 考え る シン ポジ ウ 
ム 」 の 開催 、 鳴 き 砂 保護 対策 の 策定 な ど が 進ん で きま し た 。 中 で も 、 
全国 の 鳴き 砂 を も つ 市 町 村 に 呼び か け 、「 全 国 鳴き 砂 サ ミッ ト 」 を 開 
催し た こと が 契機 と な っ て 、「 全 国 鳴き 砂 (鳴り 砂 ) ネッ トワ ー ク 」 
(現在 、15 市 町 で 構成 ) が 組織 され 、 保 護 活動 の 輪 が 全国 に 広がっ 
て いま す 。 

また 、 鳴き 砂 保護 の 拠点 施設 と し て 、 平成 14 年 2002) 10 月 に 「 琴 
引 浜 鳴き 砂 文化 館 」 が 完成 し まし た 。 この 施設 は 、 住 民 と 行政 に よる 
長年 の 鳴き 砂 保護 活動 が 評価 され 、 ( 財 ) 日 本 ナシ ョ ナル トラ スト ( 当 


時 ) が 建設 し 、 内 部 の 展示 や 周辺 整備 を 本 市 が 受け 持っ て 整備 され た 』 


も の で す 。 

鳴き 砂 体験 ユー ナー や 世界 の 鳴き 砂 の 展示 な ど 鳴 き 砂 を テー マ に 
し た 施設 と し て は 、 世 界 で も 初め て の 施設 で す 。 館内 に は 、 鳴 き 砂 以 
外 に 海岸 渡 着物 の 展示 や 琴 引 浜 に 生息 する 微小 内 や 海浜 植物 な ど 


琴 引 浜 の 西 肖 


7 た 


Es 


週 
当 


琴 引 浜 鳴き 砂 文 化 館 の 
鳴き 砂 体験 ユ コー ナー 


(9908 且 議 


: 動 事 に ) 

I ヤ @。 と 」 ee 調和 

琴 引 浜 鳴き 砂 文化 館 の 
漂着 物 の 展示 


に つい て の 展示 な ども あり 、 本 市 の 自然 環境 保全 の 拠点 施設 と も な っ て いま す 。 
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2-8. 山陰 海岸 ヅ オ パー ク の 取り 組み 

【 ジ オ パ ー ク と は 】 

ジオ パー ク と は 、 科 学 的 に 見 て 特別 に 重要 で 貴重 な 、 あ る い は 美しい 地質 遺産 を 含む お 一種 の 自然 公園 
で す 。 地質 や 地形 は 、 地 球 の 歴史 を 物語 っ て いる だ け で な く 、 人 の 暮らし や 文化 に 直接 結び つい て いま 
す 。 この 大 地 の 営 み を ひと つの 遺産 と し て 学び 、 楽し ひ の が ジオ パー ク で す 。 平成 16 年 (2004) に ユネ 
スコ の 支援 に より 、 世 界 各地 の ジオ パー ク が 加盟 する 世界 ジオ パー ク ネ ッ トワ ー ク (GGN : Global 


Geoparks Network) が 設立 され 、 平 成 27 
ヾ ニュ 』 - 

年 2015) に は 世界 アオ パー ク は ユネ スコ EOPNS km て 
の 正式 事業 と な り ま し た 。 ジ オ パ ー ク は 0 て 

〒)ー 洞爺 湖 有 ンス 
地質 に 関す る 自然 遺産 を 保護 する だ け で JJ.。。。 な 7a 
な く 、 教 育 や 地域 の 活性 化 に 活か し て い 日 本 ジオ パーク il 
こう と する 点 で 、 主 に 保護 を 目的 と する Pawa・ 大 ん W 
世界 遺産 と 異な り ま す 。 また 「 場 所 」 だ け LT 

立山 \ 
で な く 、 そこ で 行わ れ て いる 活動 (例え ば sa ノ  F*ee 
教育 プロ の 2 ガイ ド 養 成 、 地域 振興 策 ams くい mL 2 
な ど ) や 、 人 組織 も 重視 され て お り 、 4 Rear ー 
萩 
年 に 一 度 の 見 直し 、 再審 査 が 行わ れ ます 。 ad ーー 
令 和 4 年 (2022) 1 月 現在 、 日 本 ジオ パー sam NN を 人 に 
文 \ 必 か 

ク 論 定 地域 は 46 地域 、 世界 ジオ パー ク 認 sm の に 提 
定 地域 は 9 地域 と な っ て いま す ?。 … 記 PT 
【 山 陰 海 岸 プ オ パ ー ク の 概要 】 =m の ル テ ッ 

抽 際 簿 準 ダラ オォ パー ク は 、 北 に 日 本 海 に 1-25 日 本 ジオ パー ク ・ 世 界 ジ サオ パー ク の 認定 状況 
画 し た 山際 和 岩国 立 公園 を 中 心 と する 導 出典 山際 海岸 ジオ バー ク 失 信 議会 


ゅ うごく さん ち 


岸部 南 は 中 国 山地 北側 に 位置 する 山間 部 、 東 は 京都 府 京丹後 市 経 ヶ 岬 か ら 、 西 は 鳥取 県 鳥取 市 青谷 
海岸 ド ま で の 東西 約 120km、 南 北 最大 約 30km の エリ ア で 、 面 積 は 約 2, 458.4 kW で す 。「^~ 日 本 海 形成 に 
伴う 多様 な 地形 ・ 地 質 ・ 風 土 と 人 々 の 暮らし て 」 を テー マ と し て 、 自 然 遺 産 の 保全 と 地域 活性 化 に つ な 
が る 活動 を 展開 し て いま す 。 

【 山 陰 海 岸 プ オ パー ク 認定 の 経緯 】 

陸 と 海 が 一 体 と な っ た 変化 に 富む 物 涯 景 級 を 有する 山際 海岸 は 、 昭和 30 年 (1955) に 国定 公園 、 昭和 
38 年 (1963) に は 国立 公園 に 指定 され 、 そ れ 以 降 も 海中 公園 区 域 が 追加 され る な ど 、 海 岸部 だ け で な 
く 海域 も 含め た 景観 係 全 が 進め られ て きま し た 。 

京丹後 市 内 に お いて も 、 地 域 の 貴重 な 景観 資源 を 市 民 の 手 で 保全 し 、 活 用 する 活動 が 展開 され て きま 
し た 。 例え ば 、 昭 和 62 年 (1987) に 地域 住民 を 中 心 に 設立 され た 「 末 引 浜 の 鳴り 砂 を 守る 会 」 は 、 こ れ 
まで に 浜辺 の 清掃 、 鳴き 砂 保護 の 講演 会 や シン ポジ ウム の 開催 、 中 国 や タイ へ の 鳴き 秒 調査 団 の 派遣 
浜 へ の 流入 洒 川 の 水質 調査 や 水質 淳 化 、 着物 尾 の 開催 、 浜 の 後 き 地 の 植林 な ど に 取り 組ん で きま 
し た 。 平成 9 年 (1997) に 起こ っ た ナ ホ トカ 号 音 油 災 害 で は 、 琴 引 浜 に お ける 重油 回 収 作業 の 中 心 的 役 
割 を 果たし 、 そ の 功績 が 認め られ 、 境 店 (当時 ) か ら 「 地 域 境 保全 功 光 者 」 の 表 彰 を 受け て い 
ます 。 現在 は 、 夏 期 に 禁煙 ビー チ の パト ロー ル 、 漂 着 ご み の 調査 、 は だ し の コン サー ト の 協力 、 全 国 


鳴 砂 サミ ッ ト へ の 参加 、 琴 引 浜 鳴き 砂 文化 館 の 運営 を 行っ て いま す 。 こ の 他 に も 、 農 林 漁 業 等 、 地 域 の 


2 日 本 ジオ パー ク ネ ッ トワ ー ク HP (https://geopark. jp/geopark/certification/) 令 和 4 年 7 月 25 日 閲覧 。 
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人 々 の 長い 営み の 中 で 守り 、 育 て られ て きた 地域 景観 は 、 大 きく 形 を 損なう こと な く 、 受 け 継が れ て き 
まし た 。 

そう し た 中 、 貴 重 な 地形 や 地質 を 数 多く 有 し 、 そ れ ら が も た ら す 多彩 な 自然 を 背景 に し た 人 々 の 文化 
や 歴史 が ある と いう この 地域 の 特徴 を 活か し 、 地域 の ツ オ ツー リズ ム を 通じ た 自然 遺産 の 保全 と 地域 活 
性 化 に つなが る 活動 を 展開 し て いく こと を 目的 と し て 、 平成 19 年 (2007) 7 月 、 山際 海岸 ツ ヅ オ パー ク 推 
進 協議 会 が 設置 され まし た 。 その 後 、 専門 家 か ら の 学 術 的 な 助言 を 受け つつ 協議 会 で の 検討 を 重ね 、 世 
界 ジ オ パ ー ク ネッ トワ ー ク へ の 申請 を 行い 、 平 成 22 年 (2010) 10 月 に 、 世 界 ジ オ パ ー ク ネッ トワ ー ク 
に 加盟 が 認定 され まし た 。 同 年 12 月 に は 、 具 体 的 な 行動 指針 や プロ ジェ クト 、 住 民 参加 に つい て の 行 
動 計画 を まとめ た 「 山 陰 海岸 ツメ オ パー ク 基 計 画 」 を 策定 し まし た 。 

4 年 に 一 度 の 見 直し は 、 平 成 26 年 (2014) 9 月 、 平 成 31 年 (2019) 2 月 に 行わ れ ま し た が 、 2 回 連 
続 で 再 認定 され て お り 、 当 地域 で 継続 し て きた ジオ パー ク を めぐ る 保存 、 活 用 の 取組 は 、 高 く 評価 され 
て いま す 。 令 和 3 年 (2021) 11 月 に は 、 山 陰 海 岸 ツ ヅ オ パー ク 推 進 協議 会 と し て 初 と な る 、 地 元 の 事業 者 
と の パー トナ ー シ ッ プ 和 協定 が 締結 され る な ど 、 持 続 可 能 な 地域 産業 、 ツ ー リ ズム の 推進 と いっ た 新た な 
取り 組み も 進め られ て いま す 。 


レグ San'in Kaigan Geopark Area 
A 境 山際 海岸 ヴ オ パー クエ リア 


山陰 海 崖 ジオ パー ク 新 温泉 町 山際 海岸 プ オ パー ク 館 
海 と 大 地 の 自 然 館 


道 の 駅 て ん き て ん き 有 丹後 。 経 ヶ 岬 


香美 町 立 ジ オ パ ー ク と 海 の 文化 館 
岩美 町 立 清 交 流 館 


山陰 海 岩国 立 公園 
鳥取 砂 工 ビジ ター セン ター 


あお や 郷土 館 


BE 


長 


1-26 山陰 海岸 プ ヴ オ パー クエ リア 出典 : 山 陰 海 賑 ツ メオ パー ク 推 進 協議 会 資料 


ーー 


5 貸 証 細 度 山陰 海岸 ウオ バー ク 


1-27 山 障 海岸 ヴ オ パー ク の 各種 パン フレ ッ ト と ロゴ マー ク ( 石 ) 
出典 : 山 陰 海岸 ツ オ パー ク 推 進 協議 会 資 料 
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ガサ イド と モデ ルコ デス 】 


市 内 の ジオ サイ ト ( ジ 
か ぶ と 山 、 


た て いわ 


お お な る 


立岩 、 大 成 古 
ど が 挙げ られ て いま す 。 こ れ ら ジオ サイ ト に は 、 天 然 記念 物 や 名 勝 な どの 文化 財 が 含 
また 山際 導 岩 ジオ パー ク 推 進 協議 会 で ( は 、「 海 わた り 、 


き ! 


オバ パー ク 内 の 見 どこ ろ ) と し て は は 、 琴 引 浜 、 卿 和 
墳 群 、 麻 風 岩 、 丹 後 松島 、 袖 志 の 棚 田 、 犬 ヶ 岬 、 


い が ん ち けい 


と うお ら だ ん そう 


内 陳 みさ き き 9 が 


終 ヶ 岬 、 経 ヶ 岬 入 


まれ て いま す 。 


街 つ な ぐ 」 を コン セプト と し て 、 上 記 の ジオ サ 


イト に も な っ て いる 背 岩 、 洞 剛 な ど 、 多 彩 な 海岸 地形 を 体感 する 総 延長 230.9km 〈27 コー ス : 書 谷 ( 島 


取 県 鳥取 市 ) - 経 ヶ 岬 (京都 府 京丹後 市 )) の 「 山 陰 海 岩 ツ メオ パー クト レイ ル 」 を 設 
この うち コー ス 21 か ら 27 が 整備 され て お り 、 内 容 、 


な 


見 どこ ろ に 


定 し て いま す 。 市 内 


は 史跡 な どの 文化 財 が 多く 含ま 


れ ま す 。 こ の 他 に 、 短 時 間 で も 楽し め る よう な 散策 モデ ルコ ー ス や 、 遊 覧 船 な ど に より 、 海 か ら の 景 


を 楽し め る マリ ンコ ー ス な ども 設 


定 さ れ て いま す 。 
表 1-6 山陰 海岸 プ ヴ オ パー ク モデ ルコ ー ス 


た 海 食 台 を 歩く コー ス 。 経 ヶ 岬 に は 、 名 前 の 由来 と 言わ れる デ 
イサ イト の 柱状 節理 が 先端 に 並ん で お り 、 全国 に 5 基 し か な い 
第 一 等 レン ズ が 使用 され た 灯台 も ある 。「 日 本 の 棚田 百 選 」 に 
選ば れ た 袖 志 の 棚 田 も 見 られ る 。 


区 分 コー ス 名 行程 ・- テ ー マ : 内 容 主 な 見 どこ ろ / 距 離 
コー ス 21 城崎 マリ ン ワ ー ル ド ( ガ イド セン ター)^ 小 天橋 : 田 結 湿地 (豊岡 市 )、 日 
田 結 湿 地 を 通り 、 ほ ぼ 森 に 帰っ た 山道 を 超え る コー ス 。 豊 岡 | 和 山 海岸 (豊岡 市 )、 小 
市 は 日 本 で 野生 の コウ ノ ト リ が 絶滅 する 前 に 最後 に 生息 し て | 天橋 等 /12. 6km 
いた 場所 で 、 復活 し た 今 は 田 結 湿 地 で も コウ ノ ト リ が 見 られ 
る 。 日 和 山 海岸 の ガイ ド セ ン ター か ら は 京都 の 丹後 半島 まで 
見 る こと が で きる 。 
コー ス 22 | 小 天橋 ~ 浜 詰 夕 日 ヶ 浦 キャ ンプ 場 : 小 天橋 、 箱 石 海岸 等 
北 近畿 最大 の ロン グ ビ ー チ を 歩く コー ス 。 日 本 海 と 久美 浜 湾 | /6.5km 
を 分 ける 砂州 で ある 小 天 橋 は 約 6km の 砂浜 が 続く 。 箱 石 海 
岸 周辺 で は 、50 種 以 上 の 貴重 な 海浜 植物 が 自生 し て お り 、 
春 に は 、 青 い 海 と 色とりどり の 花々 を 楽し お こと が で きる 。 
コー ス 23 浜 詰 夕日 ヶ 浦 キャ ンプ 場 八 丁 浜 シー サー ド パ ー ク 静 神 社 、 五 色 浜 、 夕 日 ヶ 
京丹後 市 網野 町 で 生ま れ た 静御前 を 祀る 静 神社 を 通る コー 浦 、 最 北 子 午 線 塔 
ス 。 様 々 な 色 の 火山 岩 を 含む 活 灰 岩 の 波 食 台 「 五 色 浜 」 や 、 美 | /11.9km 
し い 夕 日 で 有名 な 夕日 ヶ 浦 な ども 見 られ る 。 コー ス の 途中 、 東 
ジ 経 135 度 (子午 線 ) が 通る 最 北 の 地 で ある こと を 示す 子午 線 
オ 塔 の モニ ュ メ ント も ある 。 
| コース 24 | 八丁 浜 シ ー サ ー ド パー ク ~ 琴 引 浜 掛 津 キャ ンプ 場 : 琴 引 浜 、 水 晶 浜 、 等 
ク 砂浜 と 日 本 海 に よる 美しい 景色 を 楽し みな が ら 歩 く コ ー ス 。 名 | /4.2km 
。 勝 や 天然 記念 物 に 指定 され た 1.8km の 鳴り 砂 の 浜 で ある 琴 
イ 引 浜 や 、 高 温水 晶 で で きた 白く 輝く 浜 で ある 水晶 浜 な ど 、 砂 浜 
2 ご と に 違っ た 魅力 と 楽し み 方 を 感じ られ る 。 
| コー ス 25 琴 引 浜 掛 津 キ ャ ンプ 場 道 の 駅 て ん き て ん き 有 丹後 : 琴 引 浜 、 城 島 、 間 人 海岸 
ス 間 人 皇后 か ら 地名 を 贈ら れ た と 伝え られ る 間 人 の 地 を 歩く 。| 立岩 、 等 /10.7km 
周囲 約 1km も ある 柱状 節理 の 巨大 岩石 「 立 岩 」 や 、 間 人 海岸 
や 城島 に ある ドー ム 状 構造 の 地層 な ど 、 太古 の 火山 活動 に よ 
り で きた 地質 を コー ス 各 地 で 楽し め る 。 
コー ス 26 道 の 駅 て ん き て ん き 丹 後 ~ 高 嶋 オ ー ト キャ ンプ 場 : 日 本 海 を | 大 成 古墳 群 、 扉 風 岩 、 犬 
見 下ろ す 海岸 段丘 の 上 に ある 大 成 古墳 群 を 通る コー ス 。 海 面 | ヶ 岬 、 等 /9.9km 
か ら そ そり 立つ 扉 風 娠 も コー ス 中 に 見 られ る 。 中 盤 の 犬 ケ 岬 
か ら は 、 日 本 三景 の ー つ 、 宮城 県 の 松島 に 似 て いる こと か ら 
名 付け られ た 丹後 松島 の 美しい 海岸 線 を 眺め られ る 。 
コー ス 27 高嶋 オー トキ ャ ンプ 場 て 経 ヶ 岬 駐車 場 : 袖 志 の 棚 田 、 経 ヶ 岬 、 等 
近畿 最 北 端 の 経 ヶ 岬 か ら 、 地殻 変動 に より 隆起 し て 形成 され | /9.0km 
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立岩 周辺 散 | 奇岩 「 立 岩 」 と 古代 か ら の 人 々 の 営み : 立岩 、 大 成 古 墳 、 竹 野 神 
策 コ ー ス 鬼 退 治 伝説 や 竹野 神社 ・ 古 墳 な ど 、 立 岩 と 丹後 の 歴史 に つい | 社 、 神 明山 古墳 等 / 約 
て 学び 、 古 代 の ロマ ン と ジオ パー ク の 壮大 な 景観 を 体験 で き | 5km( 基 本 コー ス ) 
る コー ス 
琴 引 浜 コ ー | 白砂 青松 と 鳴き 砂 を めぐ る 道 : 琴 引 浜 、 離 湖 、 水 晶 浜 等 
ス 全国 で も 有数 の 鳴き 砂 の 浜 「 葬 引 浜 」 や 、 砂 丘 な ど を めぐ る コ | / 約 7.2km( 基 本 コー 
散 3 ス )、 約 1.4km( オ プシ ョ 
人 ンコ ー ス ) 
デ | 夕日 ヶ 浦 散 | きれ いな 夕日 と 温泉 の 町 : 夕日 ヶ 浦 、 砂 丘 農園 、 木 津 
ル | 策 コ ー ス 日 本 の 夕日 百 選 に 選ば れ て いる 美しい 夕日 が 浦 周辺 を 楽し | 温泉 等 / 約 5.5km( 基 本 コ 
] お と と も に :, 温泉 や 砂丘 地 で の 農業 を 学ぶ こと が で きる コー ス | 一 ス )、 約 4km( 塩 江 海 則 
ジレ オプ ショ ン )、 約 12km( 秒 
丘 農 園 を めぐ る ) 
か ぶ と 山 登 | か ぶ と 山 か ら 望む 久美 浜 湾 と 小 天 橋 : か ぶ と 山 公園 、 か ぶ と 山 
ea 久美 浜 湾 の 中 央 部 に そびえ る 火山 岩 の 残 丘 「 か ぶ と 山 」 に 登 | 展望 台 、 人 喰 岩 等 
り 、 雄 大 な 日 本 海 と 、 海 流 が 作り 出し た 独特 な 景観 を 楽し むこ | / 約 5.3km( 基 本 コー 
ど と が で きる コー ス ス )、 約 1.3km( シ ョ ー ト 
ヨー ス ) 
立岩 ・ 経 ヶ 岬 | 海岸 段丘 と 小さ な 島々 、 荒 々 し い 岩 壁 が 織り な す 美 し い 海岸 : | 経 ヶ 岬 、 立 岩城 嶋 等 /- 
= ドー スス 海 か ら は 日 本 海 の 荒波 に より 形成 され た 犬 ヶ 岬 、 経 ヶ 岬 な ど 
の ダイ ナミ ッ ク な 岩 壁 や 青 の 洞 窟 な ど が 楽し め る 
マ | 夕日 ヶ 浦 ・ 琴 | 伝説 と 浪 温 あふ れる 岩石 海 岩 と レビュー ティ フル ビー チ : 琴 引 浜 海水 浴 調 、 八 丁 
リ | 引 浜 コ ー ス | 琴 引 浜 、 八 丁 浜 な ど 砂浜 の 海岸 が 多く あり 、 散 策 や 海水 浴 、| 浜 海水 浴場 、 タ 日 ヶ 浦 
コ サー フィ ン 等 が 人 気 。 遊 覧 船 で は 五色 浜 な ど 岩 石 海岸 の 他 、| 等 /- 
| 浦島 太郎 伝説 、 静 御前 の 歴史 な ど 伝 説 と 浪漫 の 海上 ドラ イブ 
の が 楽し め る 
久美 浜 コー | 自然 と 人 々 の 暮らし が 調和 し た 「 神 の 箱庭 」: 久美 浜 の 町 並み 、 小 天 
ス 久美 浜 湾 遊 覧 船 で は 、 船 上 か ら 自 然 が 作り 出し た 地形 の 妙 を | 橋 、 丹 後 砂丘 等 /- 


眺め る こと が で きる 


出典 : 山 陰 海 左 ヅ オ パ ー ク 推進 協議 会 資料 より 作成 


ーー トレ イル コー ス 25 
トレ イル コー ス 26 

ーー トレ イル コー ス 27 

ーー 一 立岩 周辺 散策 コー ス 

ーー 立岩 ・ 経 ヶ 岬 コー ス (遊覧 船 ) 


海水 浴場 
施設 


図 1-28 山陰 海岸 ヅ ヴ オ パー ク モデ ルコ ー ス と 地域 資源 1 プ 3) 
出典 : 山 陰 海 則 ツ オォ パーク 推進 協議 会 資料 より 作成 
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ーー トレ イル コー ス 22 
| 一 トレ イル コー ス 23 
ーー トレ イル コー ス 24 
ーー トレ イル コー ス 25( 生 ) ) 
ー ーー タ 日 ヶ 浦 散策 コー ス ライ オン 
“ | 一生 引導 策 コース と 涯 
| 系 和 0 明 北 子午 線 塔 小泊 海水 冶 昌 
い べ ミ シン ー ブ の い 「 
ネタ キ の 赤 展 上 神社 し 清 人 人 
五色 浜 園地 朱 ン WS 
和 周 辺 潮 > 2 い 凍 8 
塩江 海岸 応 、 の VN ・ 


6 / ' と 稼 2 
タ 日 ヶ 清 ト / ん iM 


了 ュー 
` プー | マ 
み ひ M 


ゅ プー 


こっ 4 の 


ヘレ 

や 角 び す や 大 正 館 
図 1-29 山陰 海岸 ヴ オ パー ク モデ ルコ ー ス と 地域 資源 (2 ノ 3) 

出典 : 山 際 海 岸 ツ ヅ オ パーク 推進 協議 会 資料 より 作成 


/ 6 
道 の 駅 く か は ま SANKAIKAN 


] で (7 [| 

の / 
で 2 / し ーー * 地形 "地質 | 
ーー トレ イル コー ス 21 ゃ 自然 景 
ーー トレ イル コー ス 22 (再掲 ) 久美 浜 の 町 並み 4 歴史 文化 
ーー トレ イル コー ス 23( 再 掲 ) 仲谷 大 刀 直 (和合 神社 5 < 街並み 
一 か ぶ と 山 散策 コー ス ( - e 海水 浴場 
ーー タ 日 ヶ 浦 散策 コー ス ( 再 掲 ) 。 導 設 


出典 : 山 陰 海 央 ツ オバ ー ク 推進 協議 会 資料 より 作成 
【 大 地 の 学 習 で の 活用 】 
本 市 で は 、 保 幼小 中 一 貫 教 育 の 総合 的 な 学習 の 時 間 「 玉 後 学 」 の 中 で 、 さ ま ざ ま な 郊 土 教育 を 行っ 
て いま す 。 そ の 中 で 、 市 内 の 小学 校 6 年 生 は 、 硬 引 浜 、 郷 村 断 悦 な ど 山 陰 海 大 ア ヅ オ パー ク の ジオ スポ 
ッ ト を まわ る 「 大 地 の 学 習 」 の 取組 を 行っ て いま す 。 
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2-9. 市民 に よる 地域 資源 ガイ ド 活 動 

本 市 の 豊か な 地域 資源 を 活用 する た め の 活動 が 進ん で いま す 。 特 に 
山陰 海岸 ツナ パーク の 褒 定 後 、 本 市 で は 、NPO 法人 まち づく り サ ポー 
ト セ ンタ ー や 琴 引 浜 ガ イド シン クロ 、 小 天橋 ガイ ドク ラブ が 多様 な 
上 観 資 当 や 歴史 資源 な どの 魅力 や 価値 に つい て ガイ ドド 活動 を 通じ て 、 
情報 発信 し て いま す 。 

NPO 法人 まち づく り サ ポー ト セ ンタ ー は 、 経 ヶ 岬 や 選 風 岩 、 立岩 を 
中 心 に 本 市 一 円 で 活動 し て いる 団体 で 、 第 1 種 ガイ ド 12 名 、 第 2 種 まち づく リツ ボー ト セ ン ター の 人 
ガイ ド 1 名 を 含む 認定 ガイ ド で 構成 され て いま す 。 同 団体 が 行う ガイ 
ド の 内 容 は 地域 ガイ ド 部 と ネイ チャ ー ガ イド 部 に 分 か れ 、 地域 ガイ ド 
部 で は 丹後 の 歴史 や 伝説 、 山 陰 海 岸 ツ オ パ ー ク の ジオ サイ ト を 案内 、 中 
解説 し て いま す 。 一 方 、 ネイチャー ガイ ド 部 は 本 市 一 円 を 対象 と し て 
山野 草 の 観 察 ガイ ド や 京丹後 市 縦断 トレ イル ガイ ド ツ アー を 実施 し 
て いま す 。 

琴 引 浜 ガ イド シン クロ は 、 琴 引 浜 で 暮らし 、 琴 引 浜 の 保全 活動 を 行 
っ て いる メン バー が ガイ ド と な っ て いま す 。 本 引 浜 の 鳴 炒 と そこ で 暮 。 半 浜 ガイ ド シ ン クロ の 活動 
ら す 動植物 の 希少 性 を 説明 する だ け で な く 、 琴 引 浜 と と も に 暮らす ガ 出典 : 山 陰 海 岸 ヅ オ パ ー ク 推進 協議 会 
イド な ら で は の 魅力 的 な ガイ ド 活 動 を 展開 し て いま す 。 例 えば 琴 引 浜 
の 自 砂 青松 保存 活動 に 古く か ら 取 り 組 む お 地域 の 活動 、 本 市 の 産業 や 
ナ ホ トカ 号 重油 災害 等 の 説明 も 行っ て いま す 。 また 、 地域 資源 を 活用 
し て 環境 保全 の 教育 的 アプ ロー チ で ある 出前 授業 や フィ ー ル ド ワ ー 
ク も 行っ て いま す 。 さ ら に 京都 府 最大 の 淡水 湖 で ある 離 湖 の 歴史 文 計 軒 
化 や 網野 の 町 の 成り 立ち と 、 そ こ で 生ま れ た 文化 に つい て も 案内 し て 
Mx ます 。 


し ょ うてん きょう 


小 天橋 ガイ ドク ラブ が 案内 する 
小 実科 ガイ ドク ラブ は 、 小 天橋 の 自然 と 歴 ま に ふ れる こと を テー ジー ルド 


マ と し て 、 軒 家 を 中 心 と し た 小 天橋 の 歴史 や 江戸 時 代 に 衝 巡 業 で 2 


発展 し た 水戸 口 、 船 見 番 所 跡 、 錠 人 塚 、 大 石塔 、 御 柳 、 海 隣 寺 、 宝 泉 寺 、 時 児 神社 な どの 案内 を 行っ て 
いま す 。 ま た 、 瑞 後 砂 括 で は 、 ロ ング ビー チ 、 砂 丘 農業 、 海浜 植物 、 日 間 の 松原 を 案内 し 、 久 美浜 湾 で 
は 、 機 橋 の 風景 、 か ぶ と 山 、 牡 六 の 養殖 、 と り 内 の 養殖 地 な ど を 案内 し て いま す 。 

これ ら の ガイ ド 団 体 は 、 山 陰 海 岸 ツ ヅ オ パー ク ガ イド 認定 制度 に 基づき 活動 し て いる 団体 で 、 ガ イド 養 
成 講座 な ども 継続 的 に 開催 され 、 ガ イド の スキ ル ア ッ プ が 進め られ て いま す 。 

また 、NPO 法人 まち づく り サ ポー ト セ ンタ ー と 京丹後 市 観光 公社 、 兵 庫 県 姫路 市 の バス 会 社 の 3 者 の 
共同 開発 に よる トレ イル ツア ー「 京 丹後 縦断 トレ イル 」 が 人 気 を 呼ぶ な ど 、 市 民活 動 と 連携 し た 様々 な 
取り 組み が 展開 し て いま す 。 
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3. 歴史 的 背景 


3-1. 先史 
人 々 の 生活 の 始ま り ( 旧 石 器 ・ 縄 文 時 代 ) 

市 域 で 最も 古い 人 々 の 痕跡 は 、 近 畿 地 方 最 古 級 の 後期 自 
石器 時代 前 半 ( 約 3 万 6 千年 前 ) の 上 野 遺 跡 (丹後 町 上 野 ) 
で す 。 見 つか っ た 石器 に は 、 人 隈 岐 島 (島根 県 ) で と れる 黒 眠 
浅 な ど 遺 跡 の 近く に 見 られ な い 石材 も 使わ れ て お り 、 古 く 
か ら 人 々 の 交流 が あっ た こと が わか り ま す 。 ま た 浜 語 遺 中 
(網野 町 浜 計 ) で は 、 旧 石器 時 代 終 未 期 ( 約 1 万 6 千年 前 ) 
の 類 者 が 内 つか っ て いま す 。 約 1 万 2 千年 前 に は じ ま る 
縄 文 時 代 の 遺跡 と し て は 、 日 本 海 の 砂 丘 海岸 に 営ま れ た 
平 遺跡 (丹後 町 平 )、 浜 詰 遺跡 、 歯石 浜 遺跡 (久美 浜町 湊 宮 ) 
な ど が あり ます 。 ま た 内 陸 部 に は 、 正 垣 道 跡 (大 宮 町 奥 大 
野 )、 谷内 遺跡 (大 宮 町 谷内 )、 裏 陰 遺 跡 (大 宮 町 奥 大 野 ) な 
ど が あり ます 。 平 遺跡 で は 、 厚 さ 4 m に わた っ て 、 縄文 時 代 
の 昌明 なめ の 選 生 8 上 つか GiCPD 直ら の 
間 、 人 々 が 継続 し て 生活 し て いた こと が わか り ま し た 。 特 に 
「 平 式 土 器 」 と 呼ば れる 縄文 時 代 中 期 ( 約 5 千年 前 ) の 土器 
は 、 渦 巻き の 模様 や 紡 鎌 文 が 描か れ て お り 、 年 代 の 基準 と な 
っ て いま す 。 浜 詰 遺跡 で は 、 府下 で 唯一 の 負 塚 の ほか 、 縄文 
時 代 後 期 ( 約 4 千年 前 ) の 駿 欠 住 居 跡 が 発見 され て お り 、 
昭和 34 年 (1959) 5 月 に は 現地 に 復元 され て いま す 。 


平 遺跡 出土 土器 


集落 (ムラ ) の 成立 と 有力 者 の 登場 (弥生 時 代 ) 
弥生 時 代 の 代表 的 な 集落 遺跡 と し て は 、 稲 の 親 痕 の 残る 
土器 が 見 つか っ た 竹野 遺跡 (丹後 町 竹野 )、 深 い 環 潤 が 掘ら 
れ た 高地 性 集落 の 扇谷 遺跡 (峰山 町 丹波 )、 大 規模 な 環 洒 
集落 の 途中 ヶ 丘 遺跡 (峰山 町 長岡 )、 玉 つく りや 鍛冶 を 行っ 
た 奈 具 賠 遺跡 (弥栄 町 溝 谷 )、 古代 中 国 の 新 王 朝 (8~23 年 ) 
の 貨幣 「 作 四 」 が 見 つか っ た 函 石 浜 遺 跡 な ど が 挙げ られ ま 
す 。 弥生 時 代 後 期 ( 約 2 千年 前 ) に は 、 大 山 墳墓 群 (丹後 町 
大 山 )、 左 坂 墳墓 群 (大 宮 町 周 槍 )、 三坂 神社 墳墓 群 (大 宮 町 
三坂 ) な ど 、 有 力 者 と その 家族 を 埋葬 し た 墳墓 が 平地 に 近い 
世 雪上 に 造ら れ ま し た 。 こ れ ら の 墳 剖 で は 亡くな っ た 
人 を 葛 り 、2 木 檜 に 蓋 を する 時 に 土器 を 割る 「 墓 百 内 破砕 圭 
器 供 献 」 と いう 葬 送 儀礼 が 行わ れ ま し た 。 ま た 木 丁 内 か ら 
に で 抽 人 作 リッ ン に 人 
0 に 見 つか っ て いま す 。 


ふい 井 


弥生 時 代 後期 末 (2 世紀) の 紗 拓 今 墳 間 (峰山 町 赤坂 ) パフ ス の 篤 玉 、 小 玉 ( 折 寺 
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は 、 東 西 36m、 南北 39m、 高 さ 3.5m の 巨大 な 方 形 の 墳丘 
を も つ 国 内 最大 級 の 墳墓 で す 。 第 4 埋葬 施設 か ら は 、 中 国 の 
漢 至 と いう 顔料 を 成分 に 含む ガラ ス 玉 な ど を 使っ た 豪華 
な 顕 飾り が 出土 し て お り 、 葬 られ た 有力 者 の 力 の 大 き さ を 
あら わし て いま す 。 ま た 大 山 墳墓 群 か ら は 河内 (生駒 山西 
麓 ) 産 の 土器 が 、 古 天王 墳 間 群 (弥栄 町 和田 野 ) か ら は 河内 、 
東海 地域 の 土器 、 赤 坂 今井 墳墓 か ら は 東海 か ら 関東 地域 の 出土 し た 頭 館 り (赤坂 今井 墳墓) 
土器 が 見 つか っ て お り 、 有 丹後 の 有力 者 と 各地 と の 交流 の よ 
うす が うか が えま す 。 


丹後 三 大 古墳 の 築造 (古墳 時 代 ) 
古 貫 時 代 前 期初 頭 (3 世紀 ) の 大 田 南 5 号 墳 (峰山 町 矢 
田 ・ 弥 栄 困 和 田野) で は 、 中 国 三国 時 代 の 妥 の 年 号 「 青 普 


さん ね ん い ほう か く きく. し し ん きょう 、、 
三 年 (本 層 235 年) 鑑 を も っ 放電 和 暫 貞 が 冒し まし 青 則 三 年 銘 方 格 規 短 四 神 鐘 
た 。 邪 馬 台 国 の 女王 卑弥呼 が 魏 に 使者 を 送っ た の が 西暦 239 (大 田 南 5 号 墳 ) 


年 、 翌 年 に は 100 枚 の 銅鏡 を 受け 取っ た と され 、 そ の 中 の 

1 枚 と いう 説 が あり ます 。 この 銅鏡 は 、 日 本 で 発見 され た 年 
号 を も つ 鏡 の 中 で 最も 古い も の で 、 ほ か に 安 満 宮山 古墳 (大 
阪 府 ) と 関東 地方 出土 の 2 面 が あり ます 。 

前 期 前 葉 (4 世紀 前 半 ) の カジ ヤ 古 墳 (峰山 町 杉谷 ) は 、 
双 穴 式 石 室 か ら 欠 形 石 な どの 腕 飾 り 、 杖 の 先 に つけ た 筒 形 
銅器 な ど が 出土 し まし た 。 前 期 後半 (4 世紀 後半 ) か ら 中 期 
初頭 (5 世紀 初頭 ) に は 、 か つて 存在 し た ラグ ー ン ( 当 湖 ) 


や まこ さぶ 


と 港 を 望む よう に 、 編 野 銚子 山 古 墳 (網野 町 網野 )、 神 明山 


えび す や まこ 


前 期 後半 に 造ら れ た 里子 山 古 墳 (与謝 野 町 ) と と も に 丹後 の 
三 大 古墳 と 呼ば れ て いま す 。 こ の うち 細 野 銚子 山 古 墳 は 墳 
丘 長 201m を 測り 、 日 本 海 側 で 最大 の 大 き さ を 誇り ます 。 
また 神明 山 古 墳 は 墳丘 長 1900m あ り 、 船 を こぐ 人 物 を 線 刻 し 


た 寺 輸 が 見 つか っ て いま す 。 丹後 三 大 古墳 は 、 凡 後列 円 簡 寺 ト 
輪 が 使わ れ て お り 、 網 野 銚 子 山 古 墳 の 墳 括 に は 約 2.000 本 了 


が 並ん で いた と 考え られ て いま す 。 

古墳 時 代 中 期 前 半 ( 5 世紀 前 半 ) に は 、 墳 丘 長 105m の 黒部 
銚子 山 古 墳 (弥栄 町 黒部 ) が 築 か れ ま し た 。 し か し 、 その後 
の 有力 者 の 墓 は 、 前 方 後 円 墳 で は な く 、 円 墳 また は 方 墳 と な 
り ます 。 大 型 の 円 墳 の 産土 山 古 墳 (丹後 町 竹野 )、 方 填 の 離 
潮 古 墳 (細野 町 小浜 ) か ら は 、 地元 で と れる 凝灰岩 で 作ら れ 
た 「 王 者 の 槽 」 と も 呼ば れる 藤 持 形 石 西 が 出土 し て いま す 。 
また ニ ゴ レ 古墳 (弥栄 町 鳥取 ) か ら 出 土 し た 船形 填 輪 は 、 丸 
木 表 か ら 発展 し た 準 楠 造船 と 呼ば れる 船 を あら わし た も 
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~-m 


の で 、 当 時 の 人 々 が 交易 に 用 いた 姿 が 想像 で きま す 。 し か し 
この 時 期 の 丹後 に は 、 三 大 古墳 を 築い た と き の よ うな 強大 
な 権力 を も っ た 有力 者 は 存在 し な か っ た と 考え られ ます 。 

古墳 時 代 後期 後半 ( 6 世紀 後半 ) の 有力 者 の 墓 と し て 、 湯 
NII Ui 

鋼 装 龍 環 頭 大 力 を は じ め 、 大 量 の 鉄製 品 、 銅 移 、 須 恵 

0 

古墳 時 代 後 期 の 遠 虎 遺跡 (弥栄 町 木橋 ) は 、 製 鉄 、 製 炭 、 
鍛冶 な ど 鉄 生産 を 一 貫 し て 行っ て いた 製鉄 遺 献 で す 。 そ の 
後 、 奈 良 時 代 に は 、 製 鉄 の ほか 、 須 意 器 も 造ら れ て いま し た 。 
古代 の 丹後 地域 が 極め て 高い 技術 を も っ た 地域 で あっ た こ 
と が わか り ま す 。 


『 古 事 記 』・『 日 本 書 紀 』 に みる 古代 丹後 

『 古 事 記 』(712 年 )、『 日 本 書 紀 』(720 年 ) に は 、 古 代 の 
母 波 (丹後 ) に 関し て の 記述 が 多く み ら れ ます 。 それ に よれ 
ば 、 現 在 の 丹後 と 丹波 を 合わ せ た 領域 が 丹波 と 呼ば れ て い 
まし た 。『 古 事 記 』 に よる と 、 昌 波 (丹波 ) 大 県 主 由 碁 理 と 
いう 豪族 の 娘 ・ 竹 野比 売 ( 媛 ) が 、9 代 開 化 天皇 の 后 と な っ 
た と あり ます 。 この 竹野 比 売 が 、 年 老い て 卿 土 に 戻り 、 竹野 
神社 を 創建 し た と 伝わっ て いま す 。 

『 日 本 書 紀 』 に よれ ば 、 開化 天皇 と 胡 津 媛 の 子 が 彦 下 王 、 
その 子 が 月 流 道 后 で す 。『 古 事 記 』 に は 、 彦 牌 王 が 
玖 賀 耳 之 御 笠 と いう 丹波 の 一 族 を 征伐 し た と 記さ れ て いま 
す 。『 日 本 書 紀 』 に は 、10 代 則 神 天皇 が 派遣 し た 四 道 将軍 
の 一 人 と し て 丹波 道 主命 を 丹波 に 遣 し た と あり ます 。 こ の 
記事 に よる と 丹波 道 主 命 は 大 和 出 身 と な り ま す が 、 こ れ は 
地方 の 首長 の 祖先 を 大 和 朝 廷 に 結び つけ た も の と 考え ら 
れ 、 実 際 に は 、 有 丹波 の 有力 な 王 で あっ た と 思わ れ て いま す 。 

この 丹波 道 主 命 の 娘 達 (『 古 事 記 』 で は 3 人 、 『 日 本 書 紀 』 
で は 5 人 ) は 、11 代 垂 仁 天皇 の 尋 と な り ま し た 。 この うち 
比 疲 須 比 売 は 皇后 に な っ た と 伝え られ て お り 、 大 和 朝 廷 と 
の 強い 結び つき が うか が えま す 。 


脇 視 二 氏 の 「 丹 後 王 国 論 」 

和銅 6 年 (713) に 、 丹波 国 の うち 、 加佐 郡 、 与 佐 (与謝 ) 
郡 、 丹波 郡 、 竹野 都 、 熊野 郡 の 5 郡 を 割 いて 、 丹後 国 と な り 
まし た 。 それ 以前 は 、 後 の 丹 波 国 、 丹後 国 の 両方 を 併せ た 広 
大 な 範囲 が 丹波 国 で し た 。 有 丹後 に 巨大 な 前 方 後 円 墳 が 集中 
し て いる こと 、 峰 山 町 に 丹波 と いう 地名 が 残っ て いる こと 
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湯舟 坂 2 号 墳 出土 品 
(奈良 文化 財 研究 所 栗山 雅夫 氏 撮 影 


> や wr 


遠 虚 遺 中 鍛冶 工房 跡 ( 公 半 団 法 人 
京都 府 埋 蔵 文化 財 調 査 研究 モン ター 提供 ) 


[一 一 矯 畑 関係 親子 関係 ] 
光生 。 (嘆き 各 
| 
時 大草 弦 比 
彦 湯 産 央 全 
こ 妃 
科 明信 神 天皇 
意 左 水 依 比 売 凡 普 
に た:E キ : (史上 間 須 委 女 】 
| 
0 ご す 0 る の 
ロー 日 葉 酢 媒 垂 に 天 
ED 
六 計 吾 十 載 到 入 彰 全 
ま と の ひめ 
真 尋 野 媒 足 Ei 
ー 新 


みか ど わけ あう 
【 朝 廷 別 王 】 [ 


稚 多 遺 入 彦 


日 本 書 紀 に 表れ る 天香 家 と 丹後 と の 
関係 (『 丹 後 王国 の 世界 』 よ り ) 


丹波 バス 停 


な どか ら 、 分 国 以前 は 、 丹 後 が 丹波 国 の 中 心 的 な 場所 で あっ 
た と 推測 され て いま す 。 

「 丹 後 王国 論 」 は 、 昭 和 58 年 (1983) に 、 門脇 袖 二 氏 に 
より 発表 され まし た 。 門脇 氏 は 、 ヤ マト 政権 に よっ て 統一 さ 
れる 以前 の 弥生 時 代 か ら 古墳 時 代 に か け て 、 市 域 の 峰山 盆 
地 を 中 心 と し て 、 野 田川 、 竹野 川 、 福 箇 川 、 川上 谷川 の 名 流 
域 を 含め た 地域 に 、 地 域 国 家 が 存在 し て いた と いう も の で 
す 。 門脇 氏 は 、 地域 国家 の 成立 条件 と し て 、 ① 地 域 に お ける 
王権 と その 支配 体制 が ある こと ② 定 め ら れ た 支配 領域 が 
ある こと ③ 独 自 の 文化 や 支配 イデ オロ ギー が ある こと の 3 
点 を あげ まし た 。 その 上 で 、 古代 日 本 に いく つか 存在 し た 地 門脇 補 二 「 丹 後 王国 論 序 説 」 が 掲載 
域 国家 の 一 つと し て 丹後 王国 (丹波 王国 ) が 存在 し た と 考え され た 『 丹 後半 島 学術 調査 報告 』 
まし た 。「 丹 後 王国 論 」 は 、 そ の 後 の 研究 の みな ら ず 、 地 域 
振興 や 観光 に も 大 き な 影 響 を 与え まし た 。 


3-2. 古代 
寺院 の 建立 (飛鳥 時 代 一 奈良 時 代 ) 
当時 の 都 が あっ た 藤原 宮 ・ 平 城 宮 か ら 出 土 し た 木簡 に は 、 
飛鳥 か ら 奈 良 時 代 に 丹後 か ら 税 と し て 米 や 海産 物 が 納め ら 
れ た こと が 記さ れ ま す 。 また 、 こく ば ら 野 遺 跡 (久美 浜町 浦 
明 ) な どの 調査 で は 、 奈 良 時 代 に 入る と 堅 穴 住 居 か ら 
掘 立柱 建物 へ 変化 する こと が わか っ て いま す 。 
偽 野 廃寺 (網野 町 依 野 ) は 、7 世 紀 後半 に 造ら れ た 市 域 
で 唯一 の 古代 寺院 跡 で す 。 依 野 川 改修 工事 に より 、 塔 の 礎石 
や 、 上 鬼 万 な ど が 出土 し まし た 。 見 つか っ た 土器 か ら 、 平 安 
時 代 ま で 営ま れ て いた と 考え られ ます 。 ま た 天平 13 年 
(741)、 宣 武 天皇 は 国分 寺 建 立 の 認 を 出し 、 各 国 に 国分 
寺 ・ 国 分 尼寺 が 建立 され まし た 。 丹後 国分 寺 は 、 丹後 国府 の 
推定 地 に 近い 宮津 市 国分 に 建立 され た と 考え られ て いま す 。 


依 野 廃寺 塔 の 礎石 


平田 何 翌 剖 米 ( き 商 ) 聞 凌 叶 半 路 回 記 


や 時 迷 ( 蛋 旨 光 貴 還 本 憶 逢 当 座 星 民 是 回 恋 


湖 海 使 朝 鮮 半島 と の 交流 (平安 時 代 ) 

中 国東 北部 に 大 族 栄 が 建国 し た 湖 梅 (698 こ 926 年 ) は 、 
滅亡 まで の 200 年 間 に 34 回 、 我が国 に 湖 海 使 を 派遣 し て い 
ます 。 延長 7 年 (929)、 湊 海 滅亡 後 の 東 航 国 の 一 行 が 、 丹 
後 国 竹野 郡 大 津 浜 に 到着 し まし た 。 し か し 朝廷 は 使節 団 の 
都 入り を 許可 せ ず 、 そ の まま 東 丹 国 に 帰ら せ た と いう 記録 
が あり ます 。 古 代 に は 梁 湖 で あっ た と 思わ れ 、 港 の 役割 を 果 
た し て いた 離 湖 (網野 町 小浜 な ど ) の 東岸 に 横 枕 遺跡 ( 綱 
野 町 島津 ) が あり ます 。 この 遺跡 か ら は 、 平安 時 代 の 秀 薬 を 
塗っ た 陶器 類 や 、 当 時 貴重 で あっ た 中 国 製 の 磁器 な ど が 見 


平城 宮木 簡 ( レ プリ カ ) 


エー 


離 湖 と 横 枕 遺 跡 ( 公 益 財 団 法人 京都 府 埋 


蔵 文 化 財 調 査 研究 セン ター 提供 ) 
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つか っ て いま す 。 横 枕 遺 跡 は 、 使 館 団 が 滞在 し た 客 館 跡 の 
可能 性 が 指摘 され て いま す 。 


密教 系 寺院 と 経塚 造営 (平安 時 代 ) 
平安 時 代 に 入る と 、 本 市 の 各地 で 寺院 が 開か れ 、 特 に 


革 雪氷 の 山本 寺院 が 多く 存在 し まし た 。 基 無明 三蔵 が 開い 


う せ ん じゅ か ん の ん 半 補 


た と 伝え 、10 世紀 に 造ら れ た 木造 寺 手 観音 立 像 を 本 尊 と す 
る 編 城 寺 (峰山 町 橋 木 )、 天 応元 年 (781)、 和 隠岐 島 か ら 来 た 


角 法 上 人 の 音信 と 伝え 、12 世紀 の 導 世間 了 立像 を 
本 尊 と する 上 山寺 (丹後 町 )、 同 じ く 12 世紀 の 木造 薬師 如 


来 及 び 両 脇 侍 像 を 本 尊 と する 円 東寺 (久美 浜町 円 頓 寺 ) や 
願 寺 (丹後 町 成願寺 )、 現 在 は メト ロ ポ リタ ン 美 術 館 ( ア 緑 城 寺 木 千 手 観音 立像 


メリ カ ) が 所 蔵 する 金 負 蔵 権現 像 が あっ た と 伝え る 
凶 接 寺 (現在 は 久美 浜町 大 向 の 信昭 寺 ) な ど が あり ます 。 “ D 


っ ぽう し そう 


また 平安 時 代 中 期 に 流行 し た 来 法 思 想 は 、 経 典 を 土 中 に 
め 、 後 世に 伝え よう と する 塚 の 流行 に つなが り ま し た 。 
市 域 で は 、 喜 応 2 年 (1170) の 銘文 を 持っ 銅板 製 の 縦 筒 が 
出土 し た 山の神 一 号 経塚 (久美 浜町 円 頓 寺 ) が 最も 古い も の 
で す 。 そ の 後 、 市 域 で は 14 世紀 に か け て 経塚 が 造ら れ ま す 。 


成願寺 木造 薬師 如来 台 像 両 脇 侍 像 
3-3. 中 世 
荘園 制 と 寺社 
中 世 の 土 地 制度 の ー つ に 、10 世紀 以降 に 成立 し た 葵 園 制 
が あり ます 。 鎌 倉 時 代 か ら 室町 時 代 に か け て 丹後 国内 に あ 
っ た 施 ・ 保 ・ 荘 園 な ど は 、 長 禄 3 年 (1459) の 「 玉 後 国 諸 
庄 卿 保 惣 田 数 帳 ( 田 数 帳 )」 に 記さ れ て いま す 。 丹後 国 の 
荘園 は 、 加 佐 郡 6 荘 、 与 許 郡 6 荘 、 丹 波 郡 2 荘 、 竹 野 郡 5 菩 、 
熊野 郡 6 荘 の 計 25 荘 あり ます 。 こ の うち 、 市域 に は 13 ヶ 
所 の 荘園 が あり まし た 。「 田 数 帳 」 に 記さ れ た 荘園 は 、 地 理 
的 に 近い 京都 ・ 奈 良 な どの 寺社 領 と し て 始ま り ま す が 、 鎌 倉 
時 代 か ら 室町 時 代 に か け て 武士 が 台頭 し た こと も あり 、 武 
家 領 が 増え て いき ます 。 
京都 ・ 奈 良 な どの 寺社 の 荘園 で あっ た 名 残 は 、 市 内 各地 に 
残る 寺社 に 見 る こと が で きま す 。 例 えば 、 木 津 蘭 の 加茂 
神社 (網野 町 木津 ) は 下鴨 神社 (京都 市 )、 鹿 野 荘 の 鹿野 
八幡 神社 (久美 浜町 鹿野 ) ・ 佐 野 遼 の 矢田 八幡 神社 (久美 浜 
町 佐野 )、 平 荘 の 平八 幡 神社 (丹後 町 平 )、 は 、 石 清水 
八幡 宮 (八幡 市 ) の 荘園 で あっ た 時 代 に 祀 られ た と 考え られ 
ます 。 


が ん 


本 願 寺 (久美 浜町 十 楽 ) は 、 後 白 


山の神 1 号 経 塚 銅製 経 筒 (円 頓 き 所 蔵 ) 


平八 幡 神社 
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堂 領 (京都 市 東山 区 ) で あっ た 久美 共に ある 浄土 宗 の ぎ 
院 で す 。 本 願 寺 文 書 に は 、 後 白河 法 皇 の 五 七 日 供 養 を 行っ た 
と いう 言い 伝え が 記さ れ 、 本 尊 の 木造 阿弥 陀 如来 立像 は その 
時 に 造ら れ た と され ます 。 ま た 当時 の よう す を 伝え る 鎌倉 時 代 
後期 の 本 堂 が あり ます 。 


南北 朝 時 代 か ら 戦国 時 代 へ 

吉 年 (1333)、 鎌倉 幕 府 が 滅ぶ と 、 京都 の 北朝 と 吉野 
の 貢 朝 が 対立 する 南北 朝 時 代 と な り ま し た 。 幕 府 滅亡 時 
の 丹後 で は 、 後 角 本 天皇 の 命 で 欠 谷 竣 が 、 熊 野 郡 の 清家 

(清明)、 浦 富 保 、 竹 野 郡 の 木津 卿 、 木 津 荘 、 船 木 荘 、 丹 波 
郡 の 丹波 郷 、 光 安保 、 閣 王寺 の 城 を 焼き は ら っ て いま す ([ 能 
谷 直 経 代 直久 軍 中 状 」)。 南北 朝 動乱 期 に は 、 すでに 丹後 各 
地 に 城 が あっ た こと が わか り ま す 。 

建 武 3 年 (1336)、 足 利 尊氏 は 、 一 色 範 光 を 丹後 国 守護 に 
任命 し まし た 。 一 色 氏 は 、 応仁 の 乱 後 、 丹後 府中 (宮津 市 府 
中 ) に 守護 所 を 置き まし た 。 その 後 、 一 色 氏 は 内 紛 を 起こ し 
それ に 乗じ て 、 若 狭 国 (福井 県 ) の 武田 氏 が 何 度 も 丹後 国 
を 攻め て いま す 。 永 正 14 年 (1517) に は 、 丹後 府 中 か ら 書 沢 
城 (弥栄 町 吉沢 ) や 堤 籠 屋 城 (弥栄 町 堤 ) へ 武田 氏 が 侵攻 
し 、 合 戦 が 行わ れ ま し た 。 

天文 7 年 (1538) の 「 寺 後 国 御 構 家 帳 」 に は 、 丹後 守護 
一 色 氏 を 頂点 に 「 国 の 御幸 行 」 と 呼ば れ た 石川 氏 (加悦 )、 
伊賀 氏 (久美 浜 )、 小 倉 氏 (宮津 )、「 国 の お と な 衆 」 井 上 氏 
が 守護 の も と に あり 、 さ ら に 各地 に 城 持 ちの 城主 が 点 在 し 
て いた こと が 記さ れ て いま す 。 また 山林 寺院 の 雄 坂 寺 (網野 
町 尾 坂 ) は 、「 大 な る 城主 也 」 と 記さ れ 、 武 装 し た 寺院 が あ 802 
っ た こと が わか り ま す 。 京都 府 埋蔵 文化 財 調査 研究 セン ター 提供 ) 

この よう に 南北 朝 時 代 か ら 戦国 時 代 に は 、 市 域 に 多く の 山 
城 が 築 か れ ま し た 。 若 狭 葉 田 氏 と の 合戦 の 舞台 と な っ た 坦 
和 屋 城 の 近く に 立地 する シミ ズ 谷 城跡 (栄町 堤 ) で は 、 掘 
立 柱 建物 跡 、 鍛 冶 炉 な ど が あり 、 瀬 戸 焼 、 美 濃 焼 、 青 磁 移 
な どの 陶磁 器 、 土 師 器 な ど が 見 つか っ て いま す 。 ま た 下 岡 
城跡 (網野 町 下 岡 ) は 、 部 、 井 戸 、 江 堀 な どの 遺構 が よく 残り 、 
戦国 時 代 の 山城 の よう す が よ くわ か る 遺跡 で す 。 


信仰 の 展開 
鎌 食 時代 か ら 室 町 時 代 に か け て 、 市 域 に は 、 さ ま ざ ま な 信 
仰 の 展開 が 見 られ まし た 。 


\ っ ぺん し ょ うに 


時 宗 の 開祖 一 思 上 人 は 、 束 安 8 年 (1285) に 「 丹 後 の 久 


安楽 寺 八角 石塔 
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美 の 浜 」 で 踊り 念仏 を 行い 、 龍 が あら われ た と 伝え て いま す 。 
その 後 の 時 宗 は 、 熊 野 郡 に 浦 明道 場 が あっ た と いう 記録 が 
残る ほか 、 室 町 時 代 の 八幡 神社 (丹後 町 平 ) 鯉 口 や 安楽 ぎ ( 丹 
後 町 此 代 ) の 八角 石塔 な ど が 残っ て いま す 。 

祥 家 で は 、 永 草 4 年 (1432) に 近 和 竹 が 共済 寺院 
と し て 再興 し た 常 章 院 (久美 浜町 新町 ) が 知ら れ て いま す 。 
また 戦国 時 代 に な る と 、 生 前 に 死後 の 供養 を 行う 導 修 
と いう 風習 が 盛ん に 行わ れ 、 市 域 に は 多く の 供養 塔 が 建て 
られ まし た 。 代表 的 な も の に は 、 福 介 寺 (弥栄 町 黒部 ) 境内 
に ある 埋 禄 4 年 (1531) の 填 三 仏 石塔 や 、 永 禄 7 年 (1564) 
の 立石 大 逆 修 載 ( 大 定 町 森本 ) な ど が あり ます 。 この 時 期 325. N 
の お 墓 に は 、 水 戸谷 遺跡 (大 宮 町 三重 ) の よう に 、 火葬 後 の 福 昌 ぎ 二 三 仏 石 塔 

義人 EE 
つか っ て いま す 。 


3-4. 近世 
細川 藤 孝 ・ 忠 興 の 丹後 支配 
天正 7 年 (1579)、 細 信長 は 明細 光秀 、 細 川藤 ・ 下 興 
親子 に 丹波 丹後 の 平定 を 命じ ます 。 明智 光秀 は 、 丹 波 を 支配 
し 、 細 川藤 孝 ・ 忠 興 は 一 年 が か り で 丹後 守護 の 一 色 氏 を 支配 
下 に 置き まし た 。 天正 8 年 (1580) に は 、 細川 氏 は 宮津 城 の 
築城 に 取り 掛か り 、 城 下町 の 建設 も 行わ れ ま し た 。 
天正 10 年 (1582) の 本 能 寺 の 変 で 、 明 智 光秀 が 織田 信長 
を 討っ た の ち 、 光秀 は 細川 藤 孝 ・ 束 興 に 味方 に な る よう 求め 
まし た が 、 藤 孝 は これ を 断り 、 幽斎 と 名 を 改め て 隠居 し 、 家 
押 を 忠興 に 譲っ て 舞 稚 の 田辺 城 に 移り まし た 。 この 時 、 忠興 
は 、 明智 光秀 の 娘 で あっ た 妻 ・ 玉 子 (ガラ シャ 夫人 ) を 、 弥 
栄町 味 土 野 の 山中 に 幽閉 し た と 伝え て いま す 。 その 後 、 細 川 
氏 は 、 一 色 氏 を 滅ぼし 、 約 20 年 間 に わ た っ て 丹後 を 支配 し 
まし た 。 幽斎 は 、 和歌 、 能 や 文芸 に 秀 で て お り 、 当時 の 一 流 
の 文化 人 で し た 。 


細川 ガラ シャ 夫人 隠棲 地 に 建つ 石碑 


松井 康之 の 久美 浜 支 配 
松井 康之 は 、 細 川藤 孝 の 重臣 で す 。 康之 は 、 和 施 ( 久 
美浜 町 西本 町 ) に 入り 、 ふも と の 久美 浜 を 城下 町 と し で 
貸し まし た 。 また 叔父 の 放 江 を 特 い て 共 間 院 を 再 典 し 、 
II 父 正之 と 母 法 書 の 墓 を 移し まし た 。 康之 は 、 
秀吉 の 鳥取 城 (鳥取 県 ) の 戦 や 、 文 禄 2 年 (1593) の 
0 に も 本 電 し て いたす - 関ケ原 の 合戦 時 の 康 


き つき じょう 


之 は 、 細 川 家 の 領地 が あっ た 豊 豊後 杵築 城 (大 分 県 ) に あっ 


絹本 著 色 松井 康之 像 ( 宗 雲寺 所 蔵 ) 
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て 、 九州 の 西 軍 と 戦い まし た 。 康之 は 、 藤 孝 ・ 忠 興 同様 に 、 
茶道 や 文芸 秀 で て お り 、 茶 道 は 千 利 休 に 学ん で いま し た 。 


京極 氏 と 峰山 藩 
細川 氏 の 豊前 申 津 (大 分 県 ) に 国替え 後 、 丹後 を 治め た の 
は 、 外 様 大 名 の 京極 高知 で す 。 京極 氏 は 、 室 町 幕府 の 要職 
を 務め た 大 名 と し て 知ら れ て いま す 。 高 知 は 、 鹿 長 7 年 
(1602) に 、 所 領 で ある 丹後 全域 に わた る 検地 を 実施 し 、 支 
配 の 基礎 を 固め まし た 。 元 和 8 年 (1622)、 京 極 高知 の 死後 、 
遺言 に より 高知 の 三 人 の 子 が 分 割 し て 相続 する こと と な り 、 
宮津 落 を 高広 、 田辺 藩 を 高三 、 峰山 (峯山 ) 藩 を 高 通 が 統治 
する こと に な り ま し た 。 
峰山 藩 は 、 そ の 後 、 明治 4 年 (1871) の 廃藩置県 まで 、 12 
代 250 年 間 に わ た っ て 、 京 極 氏 が 治め まし た 。 京極 氏 の 普 
提 寺 で あっ た 常 立 寺 に は 、 歴 代 藩 主 の 肖像 画 と 墓所 が 残 
され て いま す 。 
峰山 藩 は 、1 万 石 の 小さ な 藩 で あっ た も の の 、 3 人 の 藩主 
が 江戸 幕府 の 著 年 害 を 務め る な ど 、 諸 代 大 名 並み の 扱い で 
し た 、 また 宮津 藩 領 、 久 美浜 代官 所 領 と 比較 する と 、 蜂 山 藩 
で は 百 姓 一 控 が 一 度 も な か っ た こと が 注目 され ます 。 こ 
れ は 小さ な 藩 ゆ え に 管理 が 行き 届き 、 領 民 に と っ て 良い 政 
治 が 行わ れ て いた た め と 考え られ て いま す 。 
京極 氏 は 、 丹 後 ち り め ん を 扱う 間 屋 を 選定 する な ど 、 丹 後 
ちり めん の 保護 策 を 採り 、 振 興 を 図り まし た 。 丹後 ち り め ん 
は 、4 代 落 主 高 之 の 時 代 、 部 保 5 年 (1720) に 、 絹 屋 佐 平治 
が 京都 の 西陣 か ら 、 ち り め ん の 技術 を 峰山 に 持ち 帰っ た こ 
と に 始ま り ま す 。 佐 平治 は 、 後 に 名 を 森田 治郎 兵衛 と 改め 、 
「 丹 後 ち り め ん 」 の 始祖 と し て 讃え られ 、 その 墓 は 常 立 寺 に 
あり ます 。 その 後 、 ち り め ん 産業 は 、 歴代 藩主 の も と で 発展 
を 遂げ 、 有 丹後 全体 に 富 と 活気 を も た らし まし た 。 
また 4 代 高 之 は 、 博学 多才 で あり 、 書画 ・ 森 工 ・ 陶 芸 の 作 
品 が 伝え られ て いま す 。 7 代 高 備 の 時 代 に は 、 讃 岐 ( 香 川 県 ) 
の 金 羅 権現 を 峰山 に 分 礼 し 、 金 力 比 較 神 社 が 創建 され た 
と 信 え て いま す 。 


天領 と 久美 浜 代官 所 
熊野 郡 は 、 利 文 6 年 (1666) 以降 、 幕 府 の 直轄 領 (天領 ) 
と な り ま し た 。 これ は 、 熊野 郡 を 領地 と し て いた 宮津 落 が 、 
藩主 ・ 京 極 高 国 父 子 と の 不 和 と 領内 農民 へ の 悪政 を 理由 に 、 
領地 を 没収 され た こと に より ます 。 その 後 、 但 馬 の 生 野 代 


伝え る 陣屋 橋 
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所 の 支配 下 に 置か れ た の ち 、 溢 宮 に 「 般 見 療 所 」 が 設け ら 
れ 、 章 保 20 年 (1735) に 、 代官 所 は 久美 浜 に 移さ れ ま し た 。 
現在 の 久美 浜 小学 校 は 、 か つて 代官 所 の あっ た 場所 で す 。 
利 政 1 年 (1799) の 丹後 但馬 美作 国 村々 新高 帳 」 に よる 
と 、 久 美浜 代官 所 の 支配 地 は 、 丹 後 、 但 馬 の 227 ヶ村 に 及 
び 、 一 時 は 美作 国 (岡山 県 ) に も 支配 地 が あり まし た 。 年 
貴 は 米 と 銀 で 納め られ 、 米 は 間 人 、 浜 詰 、 久美 浜 な どの 蔵 に 
集め られ まし た 。 その 後 、 旭 湊 (久美 浜町 浦 井 ) な どか ら 
千石 船 で 江戸 や 大 坂 に 送ら れ 、 銀 は 陸路 で 大 阪 へ 送ら れ ま 
し た 。 丹 後 の 米 は 、 江 戸 の 台所 を 支え て いま し た 。 

代官 所 は 、 支 配 地 の 広 さ に 比べ 役人 の 数 が 少な か っ た た 
め 、 支 配下 の 村々 の 代表 者 で ある 郡中 代 や 、 い くつ か の 村 
の 庄 屋 の 代表 者 の 組合 物 代 、 庄 屋 な どの 村 役 人 、 代 官 所 の 
公金 を 預かる 掛 屋 な ど が お か れ ま し た 。 な お 郡中 代 は 、 久美 
浜村 の 庄屋 が 勤め まし た 。 

久美 浜 の 稲葉 家 (稲葉 本 家 ) は 、 代官 所 の 掛 屋 を つと め た 
家 で す 。 土 地 集積 に より 財 を な し 、 出 右 藩 (兵庫 県 ) な ど 
の 掛 屋 も つと め ま し た 。 離れ 座敷 の 吟 松 舎 に は 、 大 名 や 幕 


ぼっ きゃ く 


府 役人 の ほか 、 文 人 ・ 時 客 が 訪れ まし た 。 


AA 


与 調 郡 


介入 美浜 代官 所 領 


人 ム 宮 津 沙 領 
や 峰山 藩 領 
口 田辺 ( 舞 稚 ) 藩 領 


「 複数 の 領主 の 領地 が ある こと を 示す 


ー 当時 部 界 


『 旧 高 旧 領 取調 帳 』 等 より 作成 


稲葉 家 住宅 


1-31 江戸 時 代 未 期 の 丹後 国領 主 別 領地 村 配置 図 『 図 説 京丹後 市 の 歴史 』p78 より ) 
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北 前 船 の 寄港 地 と し て の 発展 

鉄道 が 開通 する 以前 の 時 代 、 大 量 の 貨物 の 輸送 に は 、 船 が 
最も 有効 な 手段 で し た 。 江戸 時 代 、 日 本 海 沿岸 に は 北 前 前 の 
航路 が 開か れ 、 各 地 の 産物 が 運搬 、 取 引 さ れ て いま し た 。 

市 域 で は 、 間 人 (丹後 町 )、 滋 蔵 川 ( 綱 野 町 )、 湊 宮 (久美 
浜町 ) が 北 前 船 の 寄港 地 と し て 発展 し まし た 。 深 宮 の 「 五 軒 ーー 
家 」 は 、 細 船 業 の 他 に 両替 商 、 酒 造 業 な ど を 行っ て いた 北 前 船 を 模 し た 奉納 和 船 
豪商 で 、 本 座主 、 新 シ 屋 下 屋 、 木下 家 、 五 宣 家 の こと で す 。 0 
五 軒 家 は 、 天正 期 (15731592 年 ) か ら 江戸 時 代 前 期 に 最も 
栄え た と 伝え て いま す 。 その 後 、 延 剖 3 年 (1746) の 湊 宮村 
の 月 細 帳 に は 、850 石 積 か ら 420 石積 の 船 19 弁 が あっ た こと 
が 記さ れ て いま す 。 し か し 幕末 に な る と 船 は 小さ く な り 、 
弘 化 2 年 (1845) に は 、 船 は 16 重 最大 で 150 石積 と 記さ れ 
て いま す 。 五 軒 家 に 関す る 史跡 と し て は 、 五 軒 家 の 一 つ 小 丁 
伯 陽 の 建て た 大 石塔 の ほか 、 天 明 の 角 鐘 の 時 に 、 紗 の 炊き 出 
し を 受け 取る た め 五 軒 屋 を 目指 し な が ら も 途中 で 力尽き た 
人 々 の 供養 に 建て られ た 矢 霊 朱 骨 慕 が あり ます 。 

間 人 に は 、 船 符 間 屋 と し て 但馬 屋 、 加賀 屋 、 因幡 屋 が あり 
まし た 。 加賀 屋 に は 、 宝 磨 年 代 (1751 こ 1764 年 ) か ら 明治 
時 代 ま で の 客船 帳 が 残っ て お り 、 北 海道 か ら 九州 まで 、 加 
賀 屋 と 取引 が あっ た 船 名 が 記録 され て いま す 。 


加賀 屋 客 般 帳 (個人 所 蔵 ) 


村 の よう す と 信仰 

江戸 時 代 の 農村 は 、「 村 」 を 単位 に 営ま れ て いま し た 。 村 
の よう す は 、 村 明細 帳 な どの 喝 料 に 記録 され て お り 、 農 村 
の 場合 は 、 職 人 の 家 が 若干 ある も の の 、 村 の 大 半 は 農業 に 
従事 し て いた よう で す 。 農地 に は 、 水田 、 畑 が あり 、 水田 に 
は 用 水 が 欠 か せな いも の で し た 。 水 田 の 胆 料 に は 柴 草 を 中 
心 に 秋 や 油 事 、 畑 の 肥料 に は 柴 草 、 灰 の ほか 、 農 業 に 従 
事 し た 邊 な どの 胆 を 使っ て いた よう で す 。 山 は 、 肥 料 と し て 
用 いた 柴 草 の ほか 、 世 な どの 燃料 を 得る た め に 重要 な も の 
で し た 。 そ の た め 、 村 同士 で 用 水 や 山 争い が 起こ り 、 代 官 
所 や 藩主 の も と へ 訴え る こと も あり まし た 。 争論 で は 、 現 地 
の よう す を 描い た 絵図 が 作ら れる こと も あり まし た 。 

村 で は 、 信 仰 の 中 心 と し て 神社 が 祀 られ 、 本 殿 や 鳥居 な ど 
が 造ら れ ま し た 。 秋 祭り に は 、 収 穫 に 感謝 する 祭礼 行事 な 
ど が 行わ れ ま し た 。 現 在 に 伝わる 神社 や 民俗 芸能 は 、 大 半 が 
江戸 時 代 に さか の ぼる も の で す 。 また 江戸 時 代 の 村人 は 、 寺 
院 の 槽 家 で も あり まし た 。 現在 に 残る 寺院 の 大 半 は 、 江 戸 時 
代 に さか の ぼる も の で す 。 
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4 5. 近 現 代 

明治 維新 と 及 後 
幕末 に な る と 日 本 海 沿岸 の 諸 藩 は 、 外 国 船 に 対し て 警戒 
を 強め て いま し た 。 宮津 落 で は 、 海 防 警 備 の た め に 砲台 を 設 
置 し 、 峠 に は 胸壁 (と り で ) を 設け まし た 。 市域 で は 大 内 
峠 に 胸壁 が あり まし た 。 慶応 2 年 (1866)、 幕府 は 第 二 次 長 
州 征討 を 行い 、 当 時 老 中 で あっ た 宮津 藩主 ・ 本 庄 宗 秀 は 
先 多 副 総督 を 務め 、 著 年 千 で あっ た 蜂 山 藩主 ・ 京 極 高富 は 四 
国 年 長 諸 軍 の 取り 締まり に 当たり まし た 。 し か し 長州 征討 
は 失敗 し 、 幕 府 の 権威 は 失墜 し ます 。 慶応 3 年 (1867)、 第 


15 代 将 軍 ・ 徳 川 鹿 喜 は 大 政 替 本 を 行い まし た 。 次 いで 「 王 政 “ 
流 5 だ いこ うれ い 内 S ea 9 浅 - 
復古 の 大 号令 」 が 出さ れ 、 明 治 新 政府 が 誕生 し まし た 。 京極 高富 像 (金比羅 神社 所 蔵 ) 


当時 、 丹 波 ・ 丹 後に あっ た 亀山 (亀岡 )、 篠 山 、 福 知 山 、 
田辺 (舞鶴 )、 宮 津 な どの 藩主 た ち は 、 す べ て 幕府 に 近い 大 
名 で し た 。 慶応 4 年 (1868)、 新 政府 は 山陰 道 の 針 哲 総 督 と 
し て 西園 寺 公 望 を 任命 し まし た 。 西園 寺 は 、 京 都 を 出発 し て 
か ら お よそ 20 日 間 で 、 こ れ ら 諸 藩 を 服属 させ まし た 。 な お 
西園 き は 、 久 美浜 代官 所 へ 入る 前 に 稲葉 本 家 の 吟 松 舎 で 昼 
食 を と っ て いま す 。 久美 浜 代官 所 領 は 、 久美 浜 県 と な り ま し 
た 。 久美 浜 県 は 、 明治 2 年 (1869) に 府下 で 最も 早い 小学 校 es 
建設 に 関す る 令 達 を 発し て いま す 。 翌 3 年 (1870) に は 、 長 講和 
明 き (久美 浜町 土居 ) に 久美 浜 県 小学 校 が 置か れ ま し た 。 


廃藩置県 か ら 、 豊 岡 県 、 京 都 府 

明治 新政 府 は 、 様々 な 制度 改正 、 改革 を 行い まし た 。 明治 
4 年 (1871) 7 月 に は 、 廃藩置県 が だ おこなわ れ 、 丹後 は 宮津 、 
舞鶴 、 峰山 、 久美 浜 の 4 県 と な り ま し た 。 この 中 で 久美 浜 県 
の 範囲 は 、 丹後 ・ 丹 波 ・ 但 馬 ・ 播 磨 ・ 美 作 の 5 カ国 に わた る 
広域 な も の で 、 県 庁 は 久美 浜 代官 所 の あっ た 場所 に 建築 さ 
れ ま し た 。 同 年 11 月 に は 、 全 国 3 府 72 県 に 統合 され 、 丹 
後 は 、 但馬 お よび 丹波 の うち 天田 ・ 氷 上 ・ 多 紀 の 3 郡 と と も 
に 豊岡 県 と な り ま し た 。 そ の 後 、 明 治 9 年 (1876) 8 月 に は 、 
豊岡 県 が 廃止 され 、 丹後 、 丹波 は 京都 府 に 編入 され 、 現在 に 
至っ て いま す 。 明治 時 代 前 期 に は 、 地 券 交付 、 地租 改正 と い 
っ た 土地 制度 や 戸籍 制度 な ど が は じ ま り 、 現 在 に 引き 継が 
れ て いる も の も 多く み ら れ ます 。 

な お 久美浜 県 庁 の 建物 は 、 解 体 ・ 移 築 し た 上 で 豊岡 県 訂 
(兵庫 県 豊岡 市 ) と し て 使用 され た 後 、 大 正 12 年 (1923) 


に 神谷 神社 境内 へ 玄関 棟 が 移さ れ 、 参 考 館 と し て 残っ て い 


示す 。 
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難航 し た 鉄道 敷設 

明治 20 年 代 、 ロ シア で シベ リア 鉄道 が 造ら れる と 、 日 本 海 
に 面 し た 丹後 で は 、 宮津 ー ウ ラジ オス トッ ク (ロシア ) 間 の 貿 
易 を 試み まし た 。 し か し 日 清 ・ 日 角 戦 争 に よる 朝鮮 半島 情勢 
の 変化 や 、 宮 津 か ら 京 阪神 へ の 鉄道 が 完成 し て いな か っ た こ 
と も あり 、 失 敗 に 終わ り ま す 。 = 
京都 一 舞鶴 間 の 鉄道 計画 は 、 明 治 27 年 (1894)、 京 都 鉄道 
株 式 会 社 の 事業 に 国 の 認可 が 下り まし た 。 こ れ を 受け 丹後 各 
地 の 有 力 者 は 、 宮 津 一 城崎 間 の 鉄道 敷設 を 目指 す 綱 後 鉄道 株 
式 会 社 を 設立 し まし た 。 し か し 日 清 戦争 後 の 明治 32 年 (1899)、 
京都 鉄道 株 式 会 社 は 京都 園部 間 を 開通 させ た も の の 、 さ ら 
な る 巡 伸 に 行き 詰まり 、 丹 後 鉄道 株 式 会 社 も 解散 し まし た 。 一 
方 、 間 人 (丹後 町 ) 出身 で 大 阪 財界 の 雄 で あっ た 松本 重 太朗 
が 関わ っ た 阪 鶴 鉄道 株 式 会 社 は 、 明治 32 年 に 大 阪 一 福 知 山間 
の 鉄道 を 開通 し まし た 。 その 後 、 日 胃 戦 争 に よる 情勢 の 緊 追 に 
より 、 日 本 海 側 に 唯一 置か れ た 舞 鈴 鐘 守 府 と 京阪 神 を 鉄道 で 
結ぶ 必要 が あっ た た め 、 明 治 37 年 (1904) 11 月 、 政府 に より 
福知山 一 綾部 一 舞鶴 間 の 鉄道 が 開通 し まし た 。 

その 後 、 市 域 の 鉄道 建設 は 、 大 正 7 年 (1918) の 舞鶴 一 蜂 山 
間 の 着工 で よう や く 実 現し 、 大 正 14 年 に 峰山 駅 、 口 大 野 駅 ( 現 
在 の 京丹後 大 宮 駅 ) が 開業 し まし た 。 峰山 一 豊岡 間 は 、 大 正 15 
年 (1926) に 峰山 一 網野 間 、 昭 和 4 年 (1929) に 豊岡 一 久美 浜 
間 、 同 6 年 に 網野 一 丹後 木津 間 (現在 の タ 日 ヶ 浦 木 津 温泉 駅 )、 
同 7 年 に 丹後 木津 一 久美 浜 間 が 開通 、 よ う や く 全 通し まし た 。 


生活 の 近代 化 
丹後 の 電気 事業 は 、 日 吉 戦 争 後に 本 格 化し まし た 。 明 治 45 
年 (1912) 6 月 に 両 丹 電気 株 式 会 社 が 発足 し 、 同 年 9 月 に は 
竹山 町 に 初め て 電気 が 通り まし た 。 翌 大 正 2 年 (1913) に 発 足 
し た 豊 騰 電気 株 式 会 社 は 、 丹 後 へ も 事業 区 域 を 拡大 し 、 大 正 4 
年 に 網野 町 に 電気 が 通り まし た 。 大 正 6 年 (1917) に は 、 両 丹 
電気 と 豊岡 電気 が 合併 し 三 丹 電 気 株 式 会 社 と な り 、 大 正 時 代 
未 に は 市 域 の ほとん どの 地域 に 電気 が 通り まし た 。 この 間 、 大 
正 9 年 (1920) に は 、 水力 発電 の 億 電 所 (丹後 町 ) が 送電 
を 開始 し 、 現 在 も 稼働 し て いま す 。 

医療 で は 、 コ レラ な どの 伝 築 洒 予防 が 大 き な 課題 で し た 。 
NINE 各 町 村 で は 伝 委 
病 隔離 病 舎 の 建設 が 進み まし た 。 一 方 、 明治 前 期 ま で の 医師 
は 、 幕末 の 蘭 方 当家 に よる 凍 守 ye 中 心 で し た 。 その 後 、 日 
清 戦争 後に は 、 大 学 、 高 等 学校 、 専 門 学校 卒業 の 医師 が 増加 し 、 
医療 の 近代 化 が 進み まし た 。 
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峰山 線 開通 記念 絵葉書 (峰山 駅 ) 


有人 所 


久美 浜町 伝染 病 隔離 病 舎 
(稲葉 家 写真 B658) 


日 清 ・ 日 吉 戦 争 、 第 1 次 世界 大 戦 に よる 社会 の 変容 

明治 22 年 (1889) の 改正 徴兵 令 は 、 例外 は ある も の の 国 
展 皆 兵 に 近づく も の で し た 。 各 町 村役場 に は 「 兵 事 」 が 業務 
と し て 加わ る こと と な り ま し た 。 

日 清 ・ 日 露 戦争 で は 、 市 域 か ら の 従軍 者 が あり 、 日 外 戦 
争 で は 戦死 者 も 出 ま し た 。 市 域 各 地 に は 、 明治 三 十 七 年 役 
記念 碑 や 征 露 記念 の 奉納 品 、 当 事 郵 合 な どの 資料 が 残っ て 
いま す 。 明治 43 年 (1910) に は 、 在 卿 向 人 の 親 駿 と 団結 の 
た め 在 卿 筆 人 会 が 発足 し 、 町 村 単位 で 分 会 が 組織 され 、 軍 の 
監督 を 受け まし た 。 大 正 2 年 (1913) に 第 一 次 世界 大 戦 が 勤 
発する と 、 市 域 の 経済 面 で は 、 織 物 業 を 中 心 に 好況 を 迎え 
まし た が 、 そ の 後 、 大 正 9 年 (1920) か ら 始 まる 戦後 葉 慌 
で 木 況 に 陥り まし た 。 

大 正 15 年 (1926) か ら は 、 町 村 ご と に 16 歳 以上 の 動 
男子 に 生 事 教練 を ほど こす 青年 訓練 所 が 設置 され 、 皿 殊 
碑 が 一 斉 に 建設 され る な ど 、 軍隊 を 起点 と し た 地域 の 各 
的 結合 が の ゆる や か に 進行 する こと と な り ま し た 。 


丹後 震 災 か ら の 復興 
昭和 2 年 (1927) 3 月 7 日 、 北 丹後 地震 (丹後 岩 災 ) が 発 
生 し まし た 。 こ の 地震 に よる 死者 は 2.925 人 、 全 壊 家 屋 
12, 584 棟 、 全 焼 家屋 6, 459 棟 と いう 甚大 な も の で し た 。 最 
も 被害 が 大 きか っ た の は 峰山 町 で 、 当 時 の 市 街 地 の 90% 以 
上 が 焼失 し まし た 。 
この 地震 の 震源 と な っ た 断層 は 、 括 村 断層 帯 と 山田 断層 
帯 で し た 。 郷 村 断層 は 、 丹 後半 島 を 北 北西 か ら 南 南東 に 縦断 
する 約 18 km の 断層 で す 。 山田 断層 は 、 東 北東 か ら 西南 西方 
向 に 伸び る 約 7km の 断層 で す 。 地震 発生 直後 か ら 、 当 時 の 地 
震 学 者 に よる 現地 調査 が 行わ れ 、 郷 村 断 層 の うち 、 学 術 的 に 
価値 が ある と され た 3 地点 は 、 天 然 記念 物 と し て 保存 され 
も K 
震 災 発生 直後 の 負傷 者 の 救護 、 救 接 物 資 の 補給 、 倒 接 農 炎 直後 の 峰山 町 
し せっ じ ぬ うた く (『 丹 後 但馬 震 災 画 報 』 よ り ) 
家屋 の 片づけ 、 バ ラッ ク (仮設 住宅 ) の 建設 と いっ た 救護 
活動 に は 、 各 地 か ら 支 援 の 手 が 差し 伸 べら れ ま し た 。 救護 活 
動 は 約 1 ヶ月 で 区 切り を 迎え 、 被 災 地 は 復興 に 向け て 進む 
こと と な り ま し た 。 
住宅 や 産業 の 復興 に は 、 資 金融 資 が あり まし た が 、 被 災 し 
た 人 々 に は 重い 負担 と お なり まし た 。 そ れ で も 融資 を も と に 
ちり めん 業 な どの 産業 や 住宅 の 復興 が 進め られ 、 被 災 地 は 
速やか な 復興 が 果たさ れ ま し た 。 


復興 の 途上 に ある 峰山 町 
(『 丹 後 介 馬 岩 災 画 報 』 よ り ) 
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1-32 丹後 震 災 に よる 町 村 ご と の 死傷 者 率 の 分 布 (『 京 丹後 市 の 災害 』p133 より 、 断 層 名 を 追記 ) 


1-33 凡 後 震 災 に よる 町 村 ご と の 死傷 者 率 の 分 布 (『 京 丹後 市 の 災害 』p134 より ) 
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表 1-7 京丹後 市 (丹後 半島 西部 山地 ) に お ける 廃 村 集 落 の 状況 


守 | 集 逆 名 | 所 在 地 | 二 革 の | 集落 の 地形 2 | 世間 | 全面 計 化 の 時 備考 
1 | 内 | 灯 |150 | 邊 隊 務 載 代 面 ii 昭和 43 年 
2 | 日 和田 | 細野 町 | 140 | 中腹 肝 壌 衝 面 |34 | 昭和 20 年 4 戸 新規 転入 
3 | 尾 坂 | 細野 町 |180 | 人 頂 12? | 昭和 36 年 
4 | 大 河内 | 大 者 町 Iie0 | 人 頭 昭和 18 年 
5 | 奥 車 谷 | 大 二 町 |180 | 谷 頭 59 | 昭和 28 年 
表 1-8 京丹後 市 (丹後 半島 東部 山地 ) に お ける 廃 村 集 落 の 状況 
計 さ | 集落 名 | 所 在 地 | ポン | 集落 の 地形 ※2 | の | 全面 府 村 化 の 時 期 備考 
6 | 小脇 | 丹後 町 |120 | 中腹 食 抽 面 |13 | 平成 生 
7 | 川久保 | 弥栄 町 |9o 谷中 7 昭和 56 年 より 無休 
8 三山 丹後 町 | 120 谷 頭 35 昭和 50 年 集団 離 村 
9 | 竹久 借 | 丹後 町 |200 | 人 豆 10 | 昭和 38 年 集団 見 村 
10 乗 田原 丹後 町 | 310 谷 頂 6 昭和 44 年 三山 の 端 郷 
1] | 第 開拓 | 丹後 町 380 | 朋 壊 性 高原 面 | - 昭和 36 年 昭和 23 年 10 戸村 開所 
15 | 大 石 畑 | 弥栄 町 |600 | 朋 壊 性 高 原 面 |5? | 明治 末期 頃 須川 の 端 郷 
16 | 住 山 | 贅 栄 町 |500 | 脱 寺 性 高原 面 |5 昭和 39 年 須川 の 端 郷 
17 | 熊 合 | 弥 肖 町 |300 | 人 頭 2 昭和 37 年 須川 の 端 郷 
18 | 平家 | 贅 楽 町 1500 | 山頂 食 仙 面 | 昭和 38 年 須川 の 端 郷 
19 | 失 園 | 弥栄 町 1440 | 山頂 肖 食 作 面 |2 昭和 38 年 須川 の 端 郷 
20 | 尾崎 。 | 比 栄 町 560 | 山頂 肖 食 負 面 |2 昭和 38 年 須川 の 端 郷 
21 | 鉄 合 | 弥 楽 町 |400 | 谷 頭 2 昭和 40 年 同上 (上 川 の 人 あ り ) 
22 合 弥栄 町 | 280 谷中 3 昭和 40 年 須川 の 端 郷 
26 = 弥栄 町 | 320 谷 頂 352 昭和 34 年 協 の 端 郷 
27 | 小牧 | 弥 栄 町 420 | 山頂 肖 食 負 面 |9 昭和 39 年 味 土 野 の 才 、 木 地 屋 人 
35 | 滝 合 | 大家 町 II130 | 人 順 4? | 大正 初期 征 利 の 端 郷 
36 | 内 山 | 大 直 町 |490 | 脂 寺 性 高 原 面 |16 昭和 45 年 五 十 河 の 端 
37 | 大 谷 | 大 吉 町 |200 | 谷 頭 間 昭和 40 年 河辺 の 端 郷 
38 | 表 山 | 弥 楽 町 | 270 | 中 腹 浸 食 斜 面 |10 | 昭和 34 年 吉沢 の 端 郷 
39 | 大谷 | 導 ※ 町 | 220 | 中腹 湯 信和 面 |4? | 昭和 25 年 頃 。 | 堀越 の 端 郷 
40 | 中 尾 引 | 弥栄 町 | 200 | 中腹 肖 食 斜面 |4? | 昭和 30 年 頃 ” | 堀越 の 端 郷 
41 | 後 津 。 | 弥 楽 町 | 70 | 中腹 授 食 斜面 18? | 明治 40 年 頃 | 堀越 の 喘 郷 
42 | 二股 | 弥 朱 町 |200 | 人 頭 22 | 明治 未 年 頃 堀越 の 端 郷 
43 | 装 ヶ 供 御 | 弥栄 町 | 280 | 中 服 浸食 斜面 |4? | 明治 40 年 頃 ” | 堀越 の 端 郷 
44 | 芦 谷 | 弥栄 町 | 430 | 山頂 間食 斜面 13? | 明治 40 年 頃 。 | 堀越 の 端 郷 
45 | 吉津 | 弥栄 町 |420 | 朋 壌 性 高 原 面 | 15? | 昭和 41 征 明治 10 年 大 火 
46 | 弥栄 町 | 220 | 中腹 肖 食 斜面 | 14? | 昭和 44 年 
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表 1-8 京丹後 市 (丹後 半島 東部 山地 ) に お ける 廃 村 集 落 の 状況 


集落 | な 。。 |。 集落 の | 。。、。。、。| 明治 基 還 
生 呈 | 集落 名 | 所 在 地 | 店 ン 」 | 集落 の 地形 ※2 | | 全 画 府 村 化 の 時 基 備考 
47 | 岩野 | 弥栄 町 | 350 谷 頂 3? 明治 末年 頃 畑 の 敵 郷 
48 | 高原 | 弥栄 町 | 400 | 山頂 浸食 立 面 | 15 昭和 42 年 等 楽 き の 端 郷 
49 | 栃 谷 | 丹後 町 | 180 谷 頭 5 昭和 43 年 
50 一 段 丹後 町 130 中 腹 崩 壊 斜 面 50 昭和 45 年 
51 力石 丹後 町 240 中 腹 浸食 斜面 31 昭和 49 年 昭和 34 年 大 火 
52 | 大 谷 | 丹後 町 | 220 | 中 腹 浸食 斜面 | 15? 昭和 52 年 | 永谷 の 呼称 が あっ た 
53 | 神主 | 丹後 町 | 190 | 中 腹 浸食 斜面 | 17 昭和 53 年 
※1: 標 高 は 集落 空間 内 の 居宅 集合 地 の 中 央 部 付近 の 1/25000 地形 図 に よる 
※2: 地 形 図 、 空 中 写真 の 読 図 な ら びに 実地 調査 に 基づき 類型 化し た も の 
(出典 :『 丹 後 地方 に お ける 廃 村 の 多発 現象 と 立地 環境 と の 関係 その 1 地形 的 ・ 地 質 的 条件 と の 関係 』 
坂口 塵 治 (1998) 京都 教育 大 学 環境 教育 研究 年 報 第 6 号 、51-82) 
※ 集 落 番 号 は 、 坂 口 1998 を 使用 


1-34 廃 村 集 落 の 位置 


(出典 :『 丹 後 地方 に お ける 廃 村 の 多発 現象 と 立地 環境 と の 関係 その 1 地形 的 ・ 地 質 的 条件 と の 関係 』 
坂口 慶治 (1998) : 京 都 教育 大 学 環境 教育 研究 年 報 第 6 号 、 51-82) 
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さ きん 


また 昭和 4 年 (1929) に ( ch 京 
(mm し 、 震 災 の 記憶 を 
後世 に 伝え て いま す 。 


総動員 体制 と 丹後 
昭和 4 年 (1929) 世界 興 慌 の 広がり に より 、 国 内 は 深刻 
な 経済 本 況 と な り ま し た 。 各 町 村 で は 、 先 婚 葬 代 や 日 常 の 
交際 費 の 節約 な ど を 申し 合わ せ た 生活 改善 に 取り 組み まし 
た 。 社会 の 不安 定 化 の 一 方 、 陸軍 は 昭和 6 年 (1931) に 満州 
事変 を 起こ し 、 翌 年 に は 沙 州 国 建国 、 国際 連 骨 の 脱退 へ と 
昌和 教化 総動員 運動 や 在 郷 電 人 会 の 活動 
、 次 第 に 国民 は 軍事 体制 に 取り 込ま れ て いき まし た 。 
明 12 年 (1937) に 日 中 戦争 が 起こ る と 、 多 く の 人 々 が 
軍隊 に 召集 され 、 応 如 箇 人 の 見 送り 、 出 征 者 へ の 慰 閣 袋 
の 作成 、 応 如 家庭 へ の 勤労 奉仕 な ど が 取り 組ま れ ま し た 。 
MS 
幸 時 体制 進む こ と と な り まし た 。 昭和 15 年 (1940) に ! 
大 政 製 殖 会 が 結成 され 、 fo. 層 仲人 で 
の 全国 組織 と な り 、 昭 和 16 年 (1941) の 太平 洋 戦争 へ と 突 
入 し て いく こと と な り ま し た 。 木津 村役場 で 作ら れ た 兵 事 
関係 文書 に は 、 総 動員 体制 へ 進む 町 村 の 姿 が 記録 され て お 
り 、 大 変 貴重 な 史料 で す 。 AB 
変 (峰山 海軍 航空 基地 格納 庫 前 ) 
開戦 後 、 海 軍 は 、 対 ソ連 戦 に 備え て 舞 鈴 箇 港 の 防空 戦闘 機 
の 基地 と な る 河辺 飛行 場 を 、 峰山 盆地 の 河辺 か ら 新 町 に か 
け て 建設 し まし た 。 そ の 滑走 路 は 約 1. kn、 幅 80m に も 及 
ぶ も の で 、 格 納 庫 、 兵 舎 、 通 信 基 地 な ども 併設 され まし た 。 
昭和 19 年 (1944)、 第 二 美保 海軍 航空 隊 話 山 分 遺 隊 と し て 、 
峰山 海軍 航空 隊 が 発足 し 、 兵 員数 は 当初 600 名 、 昭 和 20 年 
(1945) 7 月 に は 1,500 名 に も 増員 され まし た 。 同 年 7 月 
に 飛行 場 は 米 軍機 に よる 爆撃 を 受け 、 死 傷 者 を 出し て いま 現在 も 残る 格納 庫 
す 。 戦後 、 飛行 場 跡地 は 農地 な ど に 変わ り ま し た 。 航空 機 の 
格納 庫 や 火薬 庫 、 弾 薬 庫 な ど が 現在 も 残っ て いま す 。 


昭和 38 年 豪雪 と 離 村 
昭和 38 年 (1963) 1 月 、 日 本 海 側 を お そっ た 衰 雪 は 、 平 
野 部 で 3 m、 山間 部 で は 4m を 超え る 積 緒 で し た 。 100 年 に 
一 度 の 豪雪 と いわ れ 、 現 在 「 三 八 豪雪 ]」 と 呼ば れ て いま す 。 
雪害 を きっ か け に 、 明 治 時 代 よ りみ られ た 山間 部 に 
位置 する 集落 の 離 村 が 急速 に 進み まし た 。 そ の 数 は 、 表 1- 
7、1-8 に 示す と お り 、40 集落 に 及び ます 。 


sn 


ha 
コロ 


38 豪 雪 、 家 の 2 階 ま で 積もっ た 害 
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